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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき









　ことの始まり







　貿ぼう易えきの街ヒューゴにあるレストラン、バジル・ゴジルでは、毎夜いろいろなクラブの集まりが催もよおされるが、この女によ人にん禁制の「オリーブしかかかっていないピザ」クラブもそういった集まりの一つだった。

　毎月第三金曜日に集まる面々は、医者から始まって教師、会計士、ガラス工芸家、画家、建築家などの職種に従事していたが、その半分は今は引退の身で、悠ゆう々ゆう自じ適てきの暮らしをしている。幸いなことに、この有ゆう閑かんクラブに顔を出すのに、家族の顔色を窺うかがわなくてはならないような人物はいなかった。

　そして今月もまた。

「いらっしゃいませ、チャドウィックさま」

　バジル・ゴジルの玄関ホールに入ると、いつものようにサーヴィスマンのチーフ、メートルドテルのヘンリーがヴィクター・チャドウィックを出で迎むかえた。彼は脱いだコートをヘンリーに渡しながら、上じよう機き嫌げんで、

「やあ、ヘンリー。今日は四月のヒューゴにしては月が見えるいい晩だ。こんな気分のいい日は、あの口うるさい面々と陰気な食事などせず、浜辺でも散歩したいものだね」

「お食事を終えてからでも決して遅くはございませんでしょう。今日はチャドウィックさまの為ために、ブラックカラントのフランをデザートにご用意いたしました」

「おっ、いいね。私はあれに目がないんだ。今度はティローフも作ってもらえないかな」

「承知いたしました。それはそうと、チャドウィックさま、ご存じでございましょうか」

　クラブの面々が待っている部屋に行こうとしたヴィクターを、ヘンリーが止めた。

　この職務に忠実な男が単なる噂うわさ話を持ちかけてくるとは考えられない。ヴィクターは怪け訝げんそうに振り返り、

「なにをだね？」

「クラドック家のアリアドニさまが今け朝さ、お亡なくなりになられたそうです」

　ヘンリーの言葉に、ヴィクターはぽかんと口を開けた。呆ぼう然ぜんと、

「アリアドニのばあさんが、かい？」

「はい。そのようにコーンウェルさまがみなさまにおっしゃっておられました。わたくしも昼間、別のお客さまからお聞きしております」

「アリアドニが……」

　ヴィクターが呆然と呟つぶやいた。ヘンリーは彼の穏おだやかでない心中を察し、しばらく黙だまっていたが、会食の時間が迫せまってきたので、

「チャドウィックさま、そろそろみなさまがお待ちですので」

「あ……ああ、そうだった。いや、教えてくれてありがとう、ヘンリー。どうせあの口さがない連中は、今ごろ私を罠わなに陥おとしいれようとてぐすねひいて待っているだろうからな。これでこっちも心の準備ができた」

「心中お察しいたしますです」

「よしてくれ、ヘンリーまで」

　ヴィクターは仏ぶつ頂ちよう面づらで言うと、仲間が待っている部屋に入った。案の定じよう、彼の登場をてぐすねひいて待っていた五人の悪友たちが、彼の顔を見るなり、

「やあ、ヴィクター。今日はきみの六十五年の人生で、至上最悪の日になってしまったようだよ」

「アリアドニのことだろう」

　揶や揄ゆしようとした友人たちを牽けん制せいして、ヴィクターは言った。五人は拍ひよう子し抜けして、それからやれやれと頭を振ると、

「なんだ、知っていたのか」

「どうだい、最大のライバルを失った心境は」

「きみはとうとう１回も彼女に勝てなかったねえ」

「それはきみたちも同罪だ」

　ヴィクターは席に座すわりながら辛しん辣らつに言った。

「誰だれかこのメンバーで、彼女を十秒と黙らせることができた者がいるか」

「彼女はたとえ聖せい霊れいが降りてこようとも、口を閉じることのできない女性だった」

　感かん慨がい深く、しみじみとみなが頷うなずく。その間にヘンリーがソムリエと一いつ緒しよにやってきた。ソムリエが食前酒を彼らに注ついでまわる。

「みなさま、そろそろお食事になさりますか」

「やあ、ありがとう。進めてくれ。今日は蟹かにが食べたいとリクエストしたはずだが」

「シェフがただ今仕上げております」

「しかし、表立って彼女とやりあっていたのはヴィクター、きみだ。四十年にもわたる勝負に決着がついたのは、とても喜ばしいことだ」

「さあ、今日は敗者ヴィクター・チャドウィックの為に、乾かん杯ぱいしようじゃないか」

「異議なし」

　グラスを持ってメンバーは立ち上がったが、ヴィクターは薄い金色の液体を眺ながめたまま、じっとなにかを思し案あんしている様よう子すだった。







　１　遺産をさがそう







「どう、なにか見つかった？」

　足元から声をかけられ、脚きや立たつのてっぺんに立って屋根裏を覗のぞきこんでいたウィルは、片手をぴらぴらと振った。

「いっぱいありすぎて分かんないや」

「じゃあそこはもういいわ。あとで使用人たちに大掃除させて、総ざらいしてみるから。もう降りてきて、ゆっくりね」

「それが賢明だな」

　ウィルも、この、自分の家より大きい屋根裏を一人で掃除するなんてぞっとしなかったので、素す直なおに諦あきらめることにした。

　脚立の上から身軽に飛び降りると、下で待っていたメリッサ・クラドック嬢が小さく悲ひ鳴めいを上げた。

「ウィル、ゆっくり降りてきてって言ったでしょう」

　メリッサはウィルをたしなめ、体についた埃ほこりを払ってやる。彼女の髪から甘いトワレの匂においがした。

　ウィルは顔を赤らめながら、

「いいよ、自分でやるから」

「もう終わりよ。ウィル、あんまり危険なことしちゃだめよ」

　人差し指でウィルの鼻を軽く叩たたき、メリッサはほほえむ。完全に子供扱あつかいされて、ウィルは口を尖とがらせた。

「こんなの危険でもなんでもないや。それより、次に行こう」

「今度はどこを調べるつもりなの？」

「ちょっと、庭から邸宅を拝はい見けんってところかな」

　そう言ってウィルは片目をつむってみせた。




　ウィルの家から森を二つ越えたところにあるガントン湖は、避ひ暑しよ地ちとして最近人気のスポットだ。湖こ畔はんには立りつ派ぱな別荘が並び、今はまだ春なので人影はほとんどないが、夏になれば貴族からプチ・ブルジョワまで、どっと人が押し寄せる。

　その流行の先駆けとなったのが、国内有数の海運業者クラドック家の夏の別荘である。現社長の母親アリアドニ・クラドックが幼おさないころ暮らしていた家を改築して、豪ごう奢しやな邸宅にしたのが、このガントンコテージだった。

　そして今ウィルが探しているものは、ガントンコテージのどこかに隠されているアリアドニの遺産である。

「でも、私は屋根裏からはなにも出ないと思うわ。だって、それではあまりに簡単ですもの。仮にも世界に名だたる冒ぼう険けん家かだったのよ、おばあさまは。もっと誰にも分からないようなところに隠してあるんじゃなくて？」

　ウィルのあとについて、メリッサも庭に出てくる。

　彼女はトーマス・クラドック社長の一人娘で、芳ほう紀きまさに十八歳、黄金に輝くブロンドの美しい娘だ。今回の依い頼らい主ぬしである。

「そういう思いこみを突くことこそ、アリアドニのやりそうなことじゃん。人の裏の裏をかいて、また元に戻ると。じゃなかったら、大だい胆たんかつ豪快な、もうなんでこんなところ気づかなかったんだろうってぐらい、目の前にあるところなんだ。そーゆうことをする人だよ」

　そう言いながら、ウィルは二階建ての屋敷を仰あおぐ。メリッサはくすりと笑った。

「孫の私よりウィルの方が、おばあさまの性格をよく分かっているみたいね」

「そりゃあ、ヒューゴにいるときはよくいじめられたもん。いつか見返してやろうと思ってたのに、こんな、いきなり死んじまうなんてさ。おまけに、いくら冒険家だったからって遺産で宝捜しやらせるなんて、最後の最後まで迷めい惑わくかけっぱなしだよなあ」

「ごめんなさいね。でも、おばあさまはウィルが好きだったのよ──なにか見つけたの？」

　両手で家の大きさを測り始めたウィルに、メリッサが興味津しん々しんで尋たずねる。ウィルは片目をつむったまま、

「うーん、高さがおかしいなあ。ってことは、やっぱりあそこかあ？」

「見当がついたみたいね」

「ん。メリッサ、もう一度さっきの部屋に戻ろう」

　そして、二人は再び、屋根裏を覗いた二階の部屋へ戻ってきた。

　メリッサは天てん井じようを見上げ、

「やっぱり屋根が怪あやしいの？」

「それは囮おとりだな。メリッサ、この家を建て替えたのはどのくらい前？」

「もう二十年くらい経たっていると思うわ」

「じゃあ、ちょっと破は壊かいしてもいい？」

「破壊？」

　目を円まるくするメリッサの前で、ウィルは持参した袋から大きな鉄製の釘くぎ抜きを取りだした。それを使って床ゆか板いたをばりばり剝はがし始める。

　すぐに、

「どうした、変な音をさせて」

　下にいたクラドック夫妻と弁護士が驚いてやってきた。ウィルが必死に床板を剝がしているのを見ると、クラドック氏は怒るどころか吹きだし、

「ウィル・ゴーダ、メリッサはおまえに家の改修まで頼んだのかい」

「そんな吞のん気きなこと言ってるなら手伝ってよ、トーマスさん。すっげえ頑がん丈じようなんだもん」

「よし、下がってなさい」

　クラドック氏は服が汚れるのもかまわず、床板を剝がしにかかった。あっという間に三枚の板が剝がされる。

　クラドック氏は床下を覗きこみ、

「ああ、床と一階の天井との隙すき間まがかなりあるな。真っ暗でよく分からん」

「待って、今カンテラをつけるから」

　ウィルが愛用のカンテラに火をつける。
















　果たして、床と一階の天井との間は一メートルほどもあり、その奥に大きなつづらが七つ、並んで彼らを待ち受けていた。




　ともかくつづらを外に出し、開けてみると、中から古いドレスやアクセサリーがどっちゃり出てきた。

「まあ、おばあさまの若いときの衣装ね」

　メリッサは顔を輝かせて言ったが、ウィルはつまらなそうに、

「こんな古くさい服がアリアドニの遺産？　なーんかがっかりだなあ。見てよ、このちゃちなビーズ」

　ドレスに縫ぬいつけられた白いビーズの粒を弾はじきながら、ウィルは文句を垂れる。メリッサは笑った。

「アンティークスタイルの世界では、今は四十年前のものが流行なのよ」

「しかし改修が二十年前だとすると、よく今までネズミに食われず保もったものだな。うちのおばあさんはなにを考えてこんなところに隠しておいたのだろう」

　クラドック氏も首を傾かしげる。そこへ、クラドック家の顧こ問もん弁護士である小柄な老人が、衣装に埋うもれながら声を張り上げた。

「箱、磁じ器きの小箱はありませんか。オグゼンマイヤー窯ようの、花か鳥ちようの染めつけの奴やつです」

「これのことかしら」

　クラドック夫人が差しだしたのは、小さな宝石箱のようだった。光こう沢たくを放つ白い磁器に、色鮮やかな染料で模様が描かれている。

「ああ、それそれ、それです。みなさん、遺ゆい言ごん状じようの公開です、いったん下の部屋へ移ってください。ここで私が溺おぼれないうちに」

　言いながら、弁護士がレースに足を取られてすっ転んだので、その場にいた全員が大笑いしてしまった。

　一階の居間に集まると、弁護士は鞄かばんから封書を取りだした。

「では、アリアドニさまの遺言状を公開します。

　アリアドニ・クラドックの遺言状、ナンバー三八。権利者、メリッサ・クラドック。孫。ガントンコテージに隠した、オグゼンマイヤー窯の花鳥文もん様ようの小箱を持ってきたら開封のこと」

「三十八個も遺言状があるのか」

　ウィルが呆あきれると、メリッサがそっと耳打ちしてくれた。

「おばあさまの付き添い看護婦への遺言状はナンバー一一五だったわ。でも、みんな宝捜しで四苦八苦しているようよ」

「おばあさんの私財だけでよかったよ。社の権利までこの調子でやられたら、私は今ごろ路ろ頭とうに迷っていた」

　クラドック氏がいかにも迷惑そうに言い、みんなから笑いが洩もれた。彼が個人的に譲ゆずられるはずのものが、まだ遺言状の公開までたどり着いてないことは周知の事実だ。

「開封します」

　ぴりりと気持ちのいい音を立てて、封が切られる。

「遺言。ビバイルヨール村のガントンコテージは愛する孫娘、メリッサに、土地の権利書をつけて譲じよう渡とするものとする。小箱を見つけられなかった場合、または権利を放ほう棄きした場合、ガントンコテージに関する財産はすべてＰ＆Ａ財団に寄付するものとする」

「まあ！　嬉うれしいわ、私、ここがうちの別荘の中でいちばん好きなの。これからも夏にお友だちを連れてこられるのね」

　満面の笑顔でメリッサは言った。どうせほかの多くの別荘も彼女の父親のものなので、いずれは彼女のものになるのだろうが。

　弁護士は口早に言葉を付け足した。

「ただし、オグゼンマイヤー花鳥文様の小箱はこのかぎりでなく、発見者に譲渡するものとする。

　以上です」

　それを聞いてウィルは目をむき、それからしょうもなさそうに頭を振った。クラドック氏が笑ってウィルの肩を叩き、

「おばあさんはきみが来ることが分かってたみたいだな」

「ちぇーっ。最後までいいように扱あつかわれた気がする」

　口を尖とがらせるウィルに、メリッサも笑いながら小箱を差しだした。

「はい、受けとってちょうだい。おばあさまはウィルにも形かた見み分けのつもりなのよ」

「あのアリアドニの形見が、こんな簡単にもらえるとは思えないけどなあ」

　半信半疑でウィルは箱を受けとる。

（でもそれなら、俺よりずっとアリアドニとの付きあいが長いじいちゃんは、どんな「形見」を探す羽目になるんだ？）

　そう考えると、なにやら嫌いやな予感がするウィルだった。




　さて、それより少し前の話、森の小道を二人の子供が小走りでガントンコテージに向かっていた。

　言わずと知れたウィルの幼おさななじみ、マギー・ディーバとバズ・フェナットである。

「ひどいわよ、ウィルったら。アシスタントのあたしを置いて、一人で仕事に行っちゃうなんて」

　ぷりぷりと頰ほおを膨ふくらませ、マギーは文句を垂たれっぱなしだ。

「ああ、学校が憎にくいわ。学校さえなければウィルにつけていけたのに」

　そのあとをついていくバズが、ぜいぜい息を切らしながら、

「マ、マギー、それなら、ぼくの家で顕けん微び鏡きようを見るって約束は、どうなるのさあ」

「そんな約束してないわよっ」

「ひ、ひどい」

　ウィルに置いていかれたという一大事の前では、一ひと月つきも前から念を押しておいた約束なんか、ゴミくずのごとく風に飛ばされてしまうのであった。

「メリッサ・クラドックって、あのクラドック海運の娘でしょ。ウィルってば年上の女の人に弱いから、一も二もなくついてっちゃったんだわ。それで、きっと今ごろデレデレになってるのよ」

「で、でも、ヒューゴのウィルの家は、クラドック家のアパートなんだろ。その縁で行ったって、エドも言ってたじゃないか。ぼくたちが行くべきじゃないよ。だから、ぼくの家に行って、ね」

「来たくなかったらバズ一人で帰ればいいでしょ」

　つっけんどんにマギーは言う。

　彼女もバズの言いたいことは分かっていた。ゴーダ家はその職業柄、王都ゼフィッツイ、南部最大の都市ヒューゴ、そしてヨルカ村にある三つの家を転々としている。ほかの土地で世話になっている人が近くに遊びにきたのだから、挨あい拶さつに行くのは当然だ。

　だが、マギーの機き嫌げんの悪さは、もっと違うところにあった。

（エドの今の仕事が終わったら、ウィルはまたどこかに行っちゃう）

　マギーは自分の親指の爪つめを嚙かんだ。

　ゴーダ家の仕事を考えれば、人の多い都会にいる方が実入りはいいわけで、言い換えればこんな田舎いなかに閉じこもっている方がおかしいのだ。それはひとえにウィルの祖父の都つ合ごうなのだが、彼の仕事が終わればまた都会へ行ってしまう。毎年のことだ。

（そうしたら二ふた月つきは会えないから、それまでずうーっと一いつ緒しよにいたいのに）

　それなのに、ウィルのこの仕打ちはなんだろう。

「もう、ウィルのばかあ！　あたしの気持ちなんか全然分かってくれないんだから！」

　森中に響きわたる大声でマギーは喚わめく。それを聞きながら、

「そんな、自分にできないものを人に求めても……」

　ぼくの気持ちも分かってほしいと、嘆なげくバズだった。

　そんな二人の視界に、妙みようなものが入ってきた。

「？」

　木々の間からぬうっと足が二本、道に飛び出している。ひょろひょろした脚にはお情け程度に臑すね毛げが生えているから、どうやら相手は男らしい。

　誰かが昼間から酔よっ払い、下半身を剝むきだして寝ているのだろうか。

　マギーは顔をしかめ、

「いやあん、こんなところで裸はだかで寝てるう。ちょっとバズ、注意してきてよ」

「えっ？　そ、そんな、流れの荒くれ者かもしれないじゃないか」

「か弱い女の子を危険な目にあわせるつもり!?」

　逃げ腰になるバズを、マギーは思いっきり突き飛ばした。

「ひええっ」

　ぴょんぴょんと片足で飛んで、なんとかバランスを取るバズ。だが、最後の一歩で男の臑を踏み、やっぱり顔面から倒れこんでしまった。

「うううう……」

　臑毛男がくぐもった声で唸うなる。バズは顔色を失い、

「ごっ、ごめんなさいごめんなさい！　わざとじゃないんです、ごめんなさい！」

「うううー、うー、ううー」

　飛び上がって逃げだそうとしたバズの足を、男は蟹かにばさみにしてがしっと捕つかまえた。いよいよバズは動転して、

「た、助けてえ！　食われるう！」

「人食い人間だわ！　バズが食べられちゃう、バズが食べられちゃう！」

　一緒になってマギーもパニックに陥おちいり、辺あたりに落ちていた石を手当たり次し第だい投げつけた。石は当然のごとく、男はむろんバズにも当たる。

「ううーっ、うううー、ううーっ」

「い、いたた、痛い、痛い、いた──くえ」

　そして、うしろ手に縛しばられ猿ぐつわを嚙まされていた青年が、蟹ばさみをやめた──つまり失神したときには、バズもまた一緒に伸びていたのであった。




　一時間後、フェナット診療所にて。

「ああ、助かったよ。きみたちが来てくれなかったら、ぼくはあそこで野の垂たれ死んでいるところだった」

　青年は額ひたいに包帯を巻きながら、複雑そうな笑顔でそう言った。マギーはばつが悪そうに上うわ目め遣づかいに彼を見、隣となりのバズは冷やしたタオルを脳天に当てている。

　マギーの石つぶて攻撃で前後不覚に陥った二人を診療所に運んでくれたのは、通りがかった村人たちだった。

　フェナット医師が青年を治療して曰いわく、

「うーむ。相手の追い剝はぎはピッチングの名手だったらしいね。あと少し打ちどころがずれていたら即死していたよ」

　むろん、そのあと診察した自分の息子にも同じ怪け我ががあるのに、彼は目をむく羽目になる。だが、敢あえてマギーにはなにも言わないでくれた、優しい医師だった。

　パンツ一いつ丁ちようで倒れていた青年は、デリク・マクドルナと名乗った。あの森を歩いていたら、いきなり頭を殴なぐられ、身ぐるみ剝がれたそうだ。

（この辺の人じゃないわね）

　語調や顔つきからいって、どうやら南部の出身らしいとマギーは判断した。ダークブラウンの髪はぴっちり固めてあり、なかなかおしゃれな人物らしい。が、いかんせん、パンツだけではセンスもなにも分かったものではない。体はひょろっと瘦やせていて、バズの力でも簡単に倒れてしまいそうだ。端たん正せいな容よう貌ぼうはいかにも気弱そうで、追い剝ぎも格かつ好こうの獲え物ものと、さぞかし喜んだことだろう。

「この村の近くで追い剝ぎが出たなんて、物ぶつ騒そうな世の中になったねえ。まあ、ゆっくりしていってください。なにもない村ですが、いいところですよ」

　そう言ってフェナット医師は部屋を出ていく。残された三人は、それぞれ気まずい様子で相手を窺うかがっていたが、突然、

「ああ！　ネックレス！」

　デリクが声を上げて頭を抱かかえたので、子供たちはぎょっとあとずさった。

　デリクは世界中の不幸を一身に負ったような、見るも哀あわれな表情で、

「ああ、どうしよう、あれも盗ぬすまれてしまったのか！　あれがなくては、こんなところまでメリッサを追いかけてきた意味がない……せっかくアリアドニおばあさまからいただいた品なのに……！　ああ、なんてぼくは愚おろかで意い気く地じがない男なんだろう！　メリッサに会わせる顔がない……」

　ずっしりと、見ている方の気が重くなってくるほど、落ちこむデリク。

　マギーとバズは顔を見あわせた。この辺でアリアドニという名が出てくれば、ヒューゴの亡き海運王パーシヴァル・クラドックの妻で、女冒険家と名を馳はせたアリアドニ・クラドックしかない。しかも、その孫娘メリッサの名が出てくれば確実だ。

「そのメリッサさんって、もしかしてメリッサ・クラドックのこと？」

　マギーがメリッサの名を出すと、ポッとデリクは顔を赤らめた。そして、恥はずかしそうに、

「きみたちもメリッサを知っているのかい」

「有名人だもの」

「そうか。やっぱり、きみたちのような子供の間でも彼女は有名人なのか」

　自分が褒ほめられているようにデリクは幸せそうに言う。

「そのメリッサさんがどうしたの？　ネックレスをプレゼントって、二人はどういう関係？」

　マギーが興味津しん々しん、デリクに聞き返した。格好の獲物を見つけた目だ。

「か、関係だなんて、ぼくは、その、いや」

　だが、そこまで餌えさをチラつかせておきながら、照れまくって、なかなか言い出さない。じらされるとよけいに聞きたくなる。

「ねえねえ、なんなの？　もったいぶらないで教えてよ」

「でも、その、まだ人に言えるような、その」

「はっきり言ったらどう!?」

「わっ」

　いい加か減げん苛いら立だったマギーが一いつ喝かつすると、デリクは飛び上がった。慌あわてて、

「い、いや、ぼくは彼女に求婚するつもりで、ヒューゴからここまで来たんだ。そのプレゼントに、彼女のおばあさまからいただいた真珠のネックレスを渡すつもりだったのに」

「あなたが、メリッサ・クラドックにきゅうこおん？」

　疑いのまなざしで見る子供たちに、デリクは落胆もあらわにうなだれた。

「ほら、やっぱりそんな目で見られるから、言いたくなかったのに……」

「だってねえ」

「うん」

　マギーとバズは頷うなずきあう。

「クラドック家は世界有数の海運業者よ。すっごいお金持ちなのよ。言ったらかわいそうだけど、どう見たってデリクと釣りあいそうには見えないもの。お金目当てだって思われるのがオチよ」

「いや、その……ぼくはこう見えても、伯はく爵しやくなんだ」

「ええーっ!?」

　そっちの方がよけいに驚かれ、ぐさぐさと傷つくデリク。

　マギーとバズはデリクを観察した。貧ひん弱じやくな体格、まるっきり威い厳げんとは無関係な態度、気の弱そうな顔。

　どう見ても貴族には思えない。

「せめて服でもあったらねえ」

「あっ、でもパンツは絹きぬ製だったよ」

「じゃあ、もしかしたら、万が一、楽観的に見たら貴族さまかもしれないわね」

　失礼なことを言いまくる子供たちに、デリクは大きくため息をついた。

「貴族らしくないとは昔から言われているが、パンツで判断されるなんて……」

「でも伯爵なら、よけい変じゃない？　貴族と商人って仲悪いんでしょ」

　マギーが首を傾かしげると、デリクは苦笑した。

「まあ、たしかにそういうところはあるね。今の貴族の大半は、商人に多額の借金をしているから。でも、個人的なことに階級なんて問題ではないと思わないかい」

「うんうん」

「ぼくは一目会ったそのときから、彼女の虜とりこになってしまったんだ」

　うっとりと瞼まぶたを閉じ、デリクは語る。

「立てば芍しやく薬やく、座すわれば牡ぼ丹たん、歩く姿は百ゆ合りの花。彼女はミス・ヒューゴに選ばれるほど美しい、聡明な人だ。それに比くらべてぼくはなんの取り柄えもない、伯爵という地位さえおこがましい男だけど、メリッサを愛している、それだけは誰にも負けないつもりなんだ」

　はにかみながらも、最後のセリフだけはきっぱりと断言する。彼のなけなしの自信は、全てその点につぎこまれているようだった。

　そのセリフを聞いたマギーはきらりと目を輝かせると、

「じゃあ、周まわりからどんな白い目で見られようとも、二人は愛を貫つらぬくのね？　たとえ一族から追放されて、明日から路ろ頭とうに迷う羽目になっても、二人は手に手を取り船で駆かけ落ちして、ソールズバー辺あたりで象とライオンと一緒に暮らすんだわ。なんてすてきなの！」

　想像力逞たくましく、マギーは手を組んで嬉き々きと語る。バズはぎょっとした。

（ま、また、マギーの悪いくせが）

　人の恋こい路じとなると、なぜ女の子はこう勝手に盛りあがれるのだろうか。バズには理解できないことだった。

　だが、デリクは急に自信がしぼんでしまい、大きなため息をつくと、

「でも、だめなんだ」

「なにが？」

「メリッサはぼくが金目当てで近づいたと思っているんだ。ぼくはメリッサに愛されているどころか、軽けい蔑べつされているに違いない」

　どんよりと暗いおももちで言うデリク。

「でも、デリクは伯爵さまなんでしょ？　それなら……」

「ぼくは金目当てと思われても当然なんだ。うちは極ごく貧ひん貴族だから。でも、断じて金目当てなんかとは違うっ。ぼくが彼女に恋したのは、爵位を継ぐ前、借金ができる前なのだから……！　それなのにメリッサは……」

　デリクの言葉に、マギーとバズは再び顔を見あわせた。どうも最近、貴族はみんながみんな貧びん乏ぼうらしい。

「今日こそは、今日こそはメリッサにぼくの本当の想いを伝えようと、こうして追いかけてきたのに……それなのに、プレゼントを奪うばわれてしまうなんて……ぼくは、どうしてこうダメなんだろう」

　自分で自分を落ちこませた挙あげ句、デリクはうるうると目を潤うるませた。可哀そうというより哀れだ。

　それを見ていたバズとマギーの頭に、ぴかりとある提案が考えついた。お互いの表情を見て、どうやら相手も同じことを考えていると判断し、頷うなずきあう。そして、デリクの手をそれぞれ摑つかむと、

「デリクさん、ぼくたちに任まかせてください！」「デリク、あたしたちに任せて！」

　二人でハモる。そして、口を揃そろえて曰いわく、

「ぼくたちがそのネックレスを探しだしてみせましょう！」

「あたしたちエンゼル・ハートクラブがあなたの愛をお手伝いするわ！」

「ええーっ!?」

　間かん髪はつを入れず世にも嫌いやそうな声を上げたのは、むろんバズだった。だが、言った途と端たんにマギーのげんこつが飛んできて、バズは頭を抱かかえてうずくまる。

「い、痛い」

「もう、なんでバズはそう非協力的なの!?　そんなことでは自分が同じ立場に陥おちいったとき、誰からも助けてもらえないわよ！」

「ぼくのマギーへの愛はどうなるのさ」

　とほほと嘆くバズ。それはあっさり無視された。

　呆あつ気けにとられているデリクの手をマギーは摑み、目を星のごとくきらきら輝かせ、

「すてきよ、デリク。あなたの一いち途ずな想いは絶対メリッサに伝わるわ。そうでもなかったら、この世に神さまはいないも同然よ」

「そ、そうかな？」

「そうよ！　その上、あたしたちエンゼル・ハートクラブがついていれば、鬼に金かな棒ぼうだわ。任せといて、あなたの熱意を絶対メリッサに伝えてあげる！」

　どういう根こん拠きよなのか、自信満々にマギーは断言した。エンゼル・ハートクラブがついていて鬼に金棒だった事実は、バズの記憶にはまったくなかったが。

　デリクは苦笑した。彼女たちが厚意というより好奇で言い寄っていることが、手に取るように分かったからだ。

「ありがとう、きみたちは本当に親切だね。でも、相手は追い剝はぎで、危険な犯罪者だ。そんな者たちにきみたちを近づけるわけにはいかない。ネックレスは諦あきらめるよ、もっと別なことでメリッサにアプローチすればいいんだ。ありがとう、えっと、エンゼル・ハートクラブ。きみたちの厚意は忘れないよ──あれ」

　と、デリクが気づいたときには、子供たちはさっさと部屋を出ていってしまっていた。人の言うことなんかまったく聞いてやしない。

「……やっぱりぼくの言うことなんか、誰も聞いてくれないのか」

　デリクはもう一度、深くため息をついた。




　マギーは外に出ると、バズに向かって意い気き揚よう々ようと、

「さあ、エンゼル・ハートクラブの再結成よっ。あたしたちの今回の目的は、盗ぬすまれたネックレスを取り返し、メリッサにデリクの気持ちを伝えること。いいわね、会員二号！」

「再結成って、いつ解散した……」

　よけいな突っ込みを入れて、もう一度バズは殴なぐられる。

「文句言わない、会員二号っ。さあ、追い剝ぎ捜しにしゅっぱーつ」

　弾はずんだ声でマギーは歩きだした。バズもしかたなくあとにつく。

　エンゼル・ハートクラブ。情けないことこの上ないが、この活動をしているかぎりはマギーの頭からウィルのことを追いだせるので、

（エンゼル・ハートクラブって、一体……）

　さっさと解散してほしいような、ほしくないような、悩める十二歳の少年だった。







　２　エンゼル・ハートクラブ再結成！







　というわけで、「再結成」したエンゼル・ハートクラブの面々は、デリク・マクドルナのネックレスを取り返す為ため、とりあえず犯行現場へと戻ってみた。

　草むらにはデリクが倒れていた跡がくっきりと残っている。

「まずは現場検証よ。バズは向こうを捜さがして」

「あのさあ、マギー」

　気合いの入っているマギーに、バズはおずおずと声をかけた。屈かがみこんだマギーは不ふ機き嫌げんな面おももちで振り返り、

「今度はなによ」

「あのさあ、ぼくたち、デリクさんが盗ぬすまれたネックレスがどんなものか、聞いてくるの忘れたと思わない？」

「…………」

　二人のあいだに白しら々じらとした空気が流れる。

「……あたしたちが見つけるのはまず追い剝はぎだわっ。追い剝ぎを見つければ、そいつが持ってるネックレスがデリクのものよ！　追い剝ぎが遠くに行ってしまわないうちに、手がかりを捜すの！」

　マギーは断言すると、茂みを漁あさりだした。

（その追い剝ぎの特とく徴ちようも聞いてこなかったじゃないか）

　とバズは言いたかったが、また殴なぐられそうなので、彼もおとなしく調査に取りかかる。

　すぐに、

「きゃっ！　バズ、血だわ、血よ！　第二の事件が起きたのかも！」

　草に付着した血けつ痕こんを発見したマギーは、悲ひ鳴めいを上げてバズにしがみついた。少年は深いため息をつくと（いや、マギーに抱きつかれたことは、それはそれで幸せだが）、

「それ、ぼくかデリクさんの血だと思うけど？」

「…………」

　それからしばらく、二人は黙々と草むしりをしていたが、まったく埒らちがあかないので、次の手に出ることにした。

　バズが腕を組んで提案するには、

「ともかく、なにか情報を仕入れよう。それが捜しものの基本だよ。まずは目撃者を見つけてだね」

「目撃者？」

　今度はマギーが顔をしかめ、辺あたりを見回した。

　広がる森は昼の光を燦さん々さんと浴び、小鳥ののびやかなさえずりが聞こえてくる。のどかな午後。人っ子一人、見あたらない。

「どこに？」

「…………」

　大体、自分たちが第一発見者で、いわば目撃者なのだ。二人は大きくため息をついた。

　どうもうまくいかない。ウィルがいれば次にやるべきことを、とんとんと提示してくれるのだが。

「あーあ、ウィルが来てくれたらいいのに」

　自分たちに才能がないと分かって、マギーがつまらなそうに呟つぶやく。意識がウィルの方に戻ってきたようだ。

　それを聞いたバズは、日ごろからウィルにライバル宣言しているだけに、慌あわてて、

「マギー、ぼくたちだけでも大だい丈じよう夫ぶだよっ。捜しものは忍耐と正確な判断が必要なんだ、まだこれからさ」

「正確な判断って──例たとえば？」

「うん、ぼくのこの明めい晰せきな頭脳で理路整然と判断するとだ、追い剝ぎがぼくたち農民をターゲットにしているとは到とう底てい考えられない。犯人が第二の犯行を重ねるとしたら、金持ちが集まるところ、つまり別荘地に行ったはずさ」

　とっさに考えたわりには自分でも納なつ得とくできる判断だったので、バズは得意満面で言った。マギーも手を叩たたくと、

「そうねっ、バズ、あんた頭いいわ！　じゃあ、ガントン湖に行くわよ。途中でウィルに会えるかもしれないし」

「ええっ？　べ、別に、ウィルなんか要いらないと思うけど」

　なにか藪やぶ蛇へびの提案をしてしまったらしいが、とにもかくにも二人はガントン湖に向かって歩きだした（そのとき、ウィルはすでにガントンコテージから家に戻っていたのだが）。

　湖のわきの小道に出ると、マギーが足を止めた。訝いぶかしそうに、

「なにか聞こえない？」

「なにか？」

　耳を澄ますと、たしかにバシャバシャ水音が聞こえる。見ると、誰かが湖で水遊びをしていた。まだ四月というのにだ。

「ちょうどいいわ、あの人に怪あやしい奴やつが通りかからなかったか、聞いてみる」

「マギー、気をつけて」

　人見知りが激しいバズは、マギーの背後に隠れるようについていく。

　だが、近づくにつれ、どうも相手の様よう子すがおかしいことに二人は気がついた。仰あお向むけになって四し肢しをばたつかせ、まるで亀かめがひっくり返ってもがいているようだ。遊んでいるというよりは溺おぼれているに近い。そして、声が。

「たああずげでええ。だああずぶぶぶ、げえええ」

「大変！　本当に溺れてるわ！」

「た、助けなくっちゃ」

　慌てて二人は湖に入り、彼らの腰にも届かない浅瀬で溺れている男を助けようとした。だが、胴回りがバズの四倍近くはあろうかと思われる巨体を、子供二人の力で起こすなんて、到底不可能だった。

「あーん、重おいい」

「ひ、ひっくり返そう。か、体を捻ひねって、くださあーい！」

「あばばば、ぶぶっ、ぶはっ」

　顔面が半なかば水すい没ぼつしているので、男がなにを言っているか分からなかったが、奮闘すること五分、ようやく男を水揚げすることに成功する。
















　げふげふ、男は体を二つに折って水を吐きだした。かなりの量を飲んだようだ。マギーもバズも濡ぬれネズミになって、疲労困こん憊ぱいのていで彼を見た。

　年は二十四、五だろう。図ずう体たいばかり大きくなったが、顔つきはまだ幼おさない。しくしく涙をにじませているところを見ると、精神年齢はもっと低そうだった。

　身なりからして別荘地の客人ではなさそうだが、ここら辺で見る顔でもなかった。

「それにしても、こんな浅瀬でよく溺れることができたわね」

　呆あきれながらマギーはエプロンを外はずすと、よく絞しぼってから男の顔を拭ふいてやった。

「もう泣かないで、いい大人おとななんだから」

「うっ、うっ……ありがとう、君たちは親切だねえ」

　男は泣いているのか笑っているのか分からない顔で、礼を言った。その間にもマギーは手を休めず、

「ほら、服を脱いで、風か邪ぜ引いちゃう。着替えはある？　家は？」

　さすが、大家族の中で暮らしているだけあって、てきぱきと男の世話を焼く。

（やっぱりマギーは優しいよなあ）

　見ているバズの方が、なぜか照れるのだった。惜おしむらくは、その世話焼き根こん性じようがお節せつ介かいの域に達するところだろう。

　男の大きな服を二人がかりで絞ってやり、ぽかんとしたままの男に着せてやる。

「こんなところで泳ぐなんて、まだ時期じゃないわよ」

「ううん。俺、魚を捕とろうとしてたんだ。ゆうべのうちに罠わな仕掛けといたから。でも、足滑すべらしちゃって」

　しょぼんと肩を落とす男。湖面を見ると、籠かごがプカプカ浮いている。

「これで夕飯なくなっちゃった。またあんちゃんに殴られるなあ」

「平気？」

「うん。俺、いつもへまばっかりやって、怒おこられてるから」

　そう言って、せっかくズボンも絞ったのに、男はじゃぶじゃぶ湖の中に入って籠を取った。そして、戻ってこようとするが、また泥どろに足を滑らせてしまう。

「うわああ、たあすけてええ」

　あっぷあっぷともがく彼に、二人はしかたなく再び救出に取りかかるのだった。




　このまま一人にしておくのも危険に感じたので、マギーとバズは彼──ジョーイ・タペンスを家まで送ることにした。

　家といっても、ジョーイが案内したのは森の中にぽつねんと置かれたコンテナだった。巡じゆん回かいサーカスが使う、馬に直接引かせることができる車輪付きの奴だ。そのボディには色とりどりのペンキで絵が描かれてある。

　それを見た子供たちは、目を輝かせ、

「わあ、ジョーイ、サーカスの団員かなにかなの？」

「サーカス？」

　ジョーイは目を白黒させた。一分くらい考え、それがコンテナに描かれた空中ブランコの絵のせいだと、ようやく気づいたらしく、

「ああ、違うよ。違う。これはあんちゃんが知り合いから譲ゆずってもらったんだ。俺、空中ブランコなんかできないよ」

「そりゃそうでしょうね」

　巨体の上に愚ぐ鈍どんと言ってもいい彼に、誰もそんな無む謀ぼうなことをさせようとは考えないだろう。

　バズが興こう奮ふんした口調で、

「ねえねえ、中、覗のぞいていいかな。ぼく、こういう車の中って見たことないんだ」

「いいよう」

　気楽に答えたジョーイ自身は、コンテナのわきに張った粗そ末まつなテントの中へ入っていく。

　バズとマギーはわくわくしながら、コンテナの扉とびらを開けた。

　開けた途と端たん、内部にしみついた獣けものの臭においがむわっとしてくる。

「うわあ、臭くさいなあ」

「きっとライオンを飼ってたのよ」

　そう言いながら、マギーは雑然としたコンテナの中を見回した。そして、呆あきれた様子で、

「それにしても汚きたない部屋ね！　ライオンだってもっときれいなとこに住んでるわ」

　足の踏み場もないほど散乱した、脱ぎ散らかしの服や食べ物のカスを片づけ始める。なにを隠そう、彼女は片づけ魔なのだ。

「ほら、バズもぼーっとしてないで、そっちを整理してよ」

「でも、人の家を勝手に片づけて怒られないかなあ」

「感謝こそされても、怒られるはずないじゃない。掃そう除じしてあげるんだから」

「そうかなあ」

　釈しやく然ぜんとしないながら、バズも適当に片づけ始めた。

　その少年の視界の片かた隅すみに、こんなおんぼろコンテナには似つかわしくない、きれいな小箱が目に入る。

　脚の一本欠けたワードローブの上に、両手に乗るくらいの磁じ器きの箱があった。少し黄ばんでいるが白い表面に、鮮やかな花か鳥ちようの染めつけが施ほどこされていた。見るからに高価そうな品だ。

「？」

　この汚いコンテナでは、浮いているというより異様な感じがして、バズは思わず箱を手に取った。中でカチャカチャと音がする。そっと蓋ふたを開けてみると、この半なかばゴミ溜ため化したコンテナにはまったくもって不自然としか言いようのない、黒真珠のネックレスが入っていた。

　粒の揃そろった真珠が五十一、かなりの大粒だ。しかも、孔く雀じやくの羽のように黒い光の中に虹にじの彩いろどりを見せることから名づけられた、美しいピーコックカラーを呈ていしている。真珠の中では間ま違ちがいなく最高級の品だ。

　呆あつ気けにとられて小箱を覗きこんでいるバズに、マギーはむっとして、

「ちょっとバズ、手を休めない──どうしたの？」

　バズは言葉もなく、小箱をマギーに差しだした。それを見たマギーが驚きの声を上げかけ、すんでのところで手で口を封じる。

　二人は視線を交かわした。意味もなくその場にしゃがみ込み、小声でぼそぼそと、

「や、やっぱり、これって？」

「でも、ジョーイが追い剝ぎだなんて思えないわ。そんなことができる──そんなことを考えつくような人じゃないもの」

　二人はもう一度、真珠のネックレスを見た。

　ジョーイの人柄はともかく、よそ者の上にこんなコンテナに住みついているなんて、怪あやしいといえば怪しい。

「ジョーイ、お兄さんがいるって言ってたわよね」

「じゃあ、そいつが犯人の可能性が……」

「決めつけるのはまだ早いわよ。まずはこれが本当にデリクのネックレスかどうか確かめた方がいいわ」

　そう言うと、マギーは箱ごと濡ぬれたエプロンで包みこんだ。バズが驚いて、

「勝手に持っていく気かい!?　それはまずいよ！」

「ジョーイに聞いたって本当のこと言ってくれるとはかぎらないでしょ。お兄さん、けっこう怖こわい奴みたいだから。ほんのちょっとだけよ。デリクに見てもらって確かめるだけだから。もし違ったらすぐ返しにくるもん。バレやしないわ」

　けろりとマギーは言う。怖がりのわりには気だけは大きい彼女だった。

　怖がりで気も小さいバズは、おろおろしながら、

「で、でも、箱がなくなってたら、すぐ気づかれちゃうよ」

「だから掃そう除じしていくの。どこに片づけたんだか分からなくなるでしょ」

「う、うまくいくかなあ」

　それでもマギーの判断には逆らえないバズだった。

　二人はすばやくコンテナの中を片づけ、そして、ジョーイが不ぶ器き用ような手つきで着替えを終えるころには、さっさとコンテナからずらかっていたのであった。




　ガントンコテージでの仕事が終わり、ヨルカ村の家に戻ってきたウィルが、戸を開けて開口一番、

「うっわあ、エド、うさんくせえ」

　正装した祖父を見て言うセリフがこれである。さらに、顔をしかめて、

「こんなボロ屋でそういう格かつ好こうしてると、まるでインチキ手品師だぜ」

「なにを言っている、ウィル。相手の格に合わせた服装こそ、おしゃれの基本というものだ」

　孫の失礼な言いぐさも気にせず、エドウィン・ゴーダは窓ガラスでタイを直した。

　ブルネットの髪を伊だ達てに撫なでつけ、切りそろえた口くち髭ひげ、均整のとれた体、涼すずしげな目元、得え体たいの知れない不透明な微笑を浮かべてポーズを取る。

「うむ。とても四十八歳、しかも孫つきとは思えない、いい男だ」

「自分で言ってりゃ世話ねえや」

　ウィルは呆れて、もらってきた小箱をテーブルの上に置いた。エドはいろいろポーズを変えながら、

「どうだった、クラドック家の仕事は」

「あっさり行きすぎてなんか怖いくらいだよ。アリアドニの遺産だから、もっと奇き天て烈れつなところに隠してあると思ったのに」

　そう言ってウィルは肩をすくめた。人の家の床ゆか板いたを剝はがしてきたとは思えない言いぐさである。エドは笑った。

「アリアドニも二百人分の遺書を書くだけで手て一いつ杯ぱいだったんだろうさ。案外、そうやって不ぶ気き味みがることを狙ねらって、簡単な隠し場所にしたのかもしれないぞ」

「ありえそうだからやだなあ。だから冒険家なんてのは、やることばっかり派は手でで困るよ。それでエド、そんなおめかししてどこに行くのさ」

「クラドック家の、『アリアドニを偲しのぶ会』」

「えー!?　俺、呼ばれてないよお!?」

　ウィルは不満の声を上げた。たった今までクラドック家にいたのに、誰からもなにも言われなかったのだ。

　だが、エドは孫の額ひたいをぺしりと叩たたき、

「お子さまには身分不相応なの。どうせ夕飯ももらってきたんだろうが」

「ちぇーっ。俺の方が働きがいいのに」

　ウィルは頰ほおを膨ふくらませて椅い子すに座すわった。そして、エドの作業机を見やり、

「出かける余よ裕ゆうがあるってことは、仕事の進みは順調なんだな」

「うむ、あと唇くちびるを組み立てたらおしまいだ。いい女に仕上がったぞ、なんといっても尻しりのラインがいい。さすがはクミン朝末期の彫ちよう刻こくだ。写実的であり、肉感的であり、大だい胆たんかつ開放的であり、しかしながらその中に見え隠れする恥じらいが醸かもしだすエロチックさがなんとも言えん」

　ほれぼれした口調でエドは言う。

　自称考古学者のエドは、本業の捜さがし屋をウィルに押しつけ、自分はもっぱら古美術品の復元作業に没ぼつ頭とうしている。王立博物館から依い頼らいを受け、発はつ掘くつ作業から復元まで一通りこなしているのだ。

　そう、こんな田舎いなかにゴーダ家が年に三分の一も引きこもるわけは、エドのこの復元作業にあった。神経を集中させる仕事だから、静かな田舎の方がいいらしい。

　ウィルは作業台に置かれている、五十センチ程度の彫刻を見つめていたが、

「なあ、アリアドニってどんなばあさんだった？」

「竹を割ったような人だった」

　エドは即答した。

「若いころの彼女は、それはそれは美人だったぞ。孫娘のメリッサも美人だが、アリアドニはあふれる若さに輝いていた。初めて会ったのは私が八つのとき、彼女はもう二十八だったが、そんじょそこらの二は十た歳ちの娘よりも生き生きとしていたよ。それに、野心的だった」

「そのころはもう冒険家だったんだ」

「ああ、駆けだしだったがな。ヒューゴの実家の隣となりに大学教授が住んでてなあ、アリアドニはよく遊びにきていた。そこでさんざん彼女のヨタ話を聞かされたもんだ。今の私がここにいるのも、彼女のヨタ話のおかげと言っていいだろう」

「だから考古学者なんだか捜し屋なんだか、どっちつかずになったんだな」

　ウィルは呆あきれて言った。捜し屋に誇ほこりを持っている彼にしてみれば、エドのコウモリ的態度はあまり感心しない。

　かといって、トレジャーハンターになった父親はもっと感心しなかったが。

　エドは孫の言葉は無視して、話を続けた。

「アリアドニは美人で野心家で行動的で、しかも、保守的な男どもをやりこめるのが趣しゆ味みだった。だから多くの敵を作ったし、同時に多くの味方も得ていた。若い彼女には何人もスポンサーがついていたが、それは彼女が彼らの期待を裏切らない冒険家だったからだ」

「パーシヴァルもスポンサーの一人だったんだろ」

「そうだ。当時彼は新進の実業家でなあ、潰つぶれかけた父親の会社を継いで、一気に成長させた手しゆ腕わんの持ち主だった。アリアドニにそれはもう首っ丈たけで、相当金をつぎこんでいたよ。でもアリアドニはまったく意に介さず、どんな献けん身しん的な行為にも肘ひじ鉄てつを食らわすような女だった。私も子供心にパーシヴァルを哀あわれに思ったものだ。そうだ、おまえの幼おさななじみにいただろう、そんな女の子」

「マギーが年をとるとアリアドニみたいになっちまうなんて、ぞっとしないなあ」

　ウィルはげんなりして言った。マギーは冒険家になるなんて言いださないだろうが、自分のあとならどこにでもついてきそうだ。

　エドは笑いながら、

「あの子は大きくなったら美人になるぞ。ここにいたらそれだけで終わるが、ゼフィッツイに出たら周まわりが放っておかなくなるだろう。

　それにしても、アリアドニがパーシヴァルと結婚したのは電撃的だった。独身を貫つらぬくと誰だれもが思っていたからな、あれにはひっくり返った」

　ふむふむと、遠い目になるエド。

「驚きよう天てん動どう地ちのできごととはあのことだな。ヒューゴ中が大騒ぎしたもんだっけ。アリアドニは借金のカタに結婚する羽目になっただの、パーシヴァルが東国の魔女から惚ほれ薬を手に入れただの、いろんな噂うわさがたったもんだ。

　でも、結婚してこれで少しはおとなしく家に入るだろう──と思っていたら大おお間ま違ちがい、海運王と一いつ緒しよに七つの海を渡り回ったんだからな。クラドック海運が今に至るのも、彼女の業績によるものが大きいんだ。まあ、結婚相手としてはいちばん妥だ当とうな相手だったんだろうな。彼女は生しよう涯がい退屈せずにすんだというわけだ」

「アリアドニが妥当とかいう根こん性じようで結婚するとは思えないけどなあ」

　憮ぶ然ぜんとウィルが言うと、そこで初めてエドがポーズを取るのをやめ、孫に人差し指を突きつけた。そして、意味深長な口振りで、

「実は彼女の結婚には一つの伝説がある」

「伝説？」

「いちばん彼女らしい結婚の理由だ。

　結婚の直前、アリアドニとパーシヴァルは誰にも行き先を告げず、二人きりでどこかに出かけたそうだ。そこで彼女たちは宝の園そのを見つけたらしい」

「宝の園お？」

　端はなっから信じてない口調でウィルは聞き返した。エドは大まじめに頷うなずく。

「真珠の園だ。砂のごとく真珠が敷き詰められた海岸を発見したらしい。それを二人で山分けするのもなんだったから、どうせならと結婚することにした──どうだ、彼女らしい話だろう」

「それ、本当の話？」

「出どころの知れない噂だからな。実際場所を聞いた者も見つけた者もいないし、真実を突いているのは話の五パーセントぐらいだろう。まあ、二人で出かけて、そこでなにかがあったから結婚したというのは事実らしいな。なにもなかったら、アリアドニは結婚なんかしなかったさ。そういう女だった」

　しみじみとエドは語る。アリアドニが生前、「エドウィンは私と会って三日目にプロポーズしたんだよ」と言っていたのを、ウィルは思いだした。

（じいちゃんの初恋の相手かあ）

「でも、アリアドニはそんな損得でも結婚するような人じゃなかったと、俺は思うよ」

「当たり前だ。彼女は理想主義で、ロマンチストだった。トレジャーハンターと冒険家は違うのだからな」

　エドは少し不ふ機き嫌げんそうに言った。アリアドニがどうのではなく、「トレジャーハンター」という言葉をあまり口にしたくないのだ。

　不ふ肖しようの息子がそんないかがわしい職に就つき、多額の借金を作ってドロンしたままでは不機嫌にもなるだろう。

「まあ、パーシヴァルは、人格は面おも白しろ味みに欠けていたが、偉大な実業家だった。アリアドニは破は天てん荒こうだが、魅力的な女性だった。その彼女を親しかった者たちで、彼女の故郷で偲しのぼうというのが今夜の集まりの主しゆ旨しなのだ。著名人が多く招待されているから、おまえにはちょっと早過ぎるよ」

　ぽんぽんとエドは孫の頭を叩たたく。ウィルが子供扱あつかいされるのを嫌いやがるのを知っての行為だ。

　ウィルはむうと唸うなったが、しぶしぶ納なつ得とくすることにした。ここで駄だ々だをこねたらまた子供扱いされるに決まっている。

「アリアドニってそんなにすごかったんだ」

「オイズー河の源流を突き止めた業績は、この国では他者に追つい随ずいを許さないからな。彼女は一流の冒険家だった。まあ、冒険家としては、だぞ」

　最後の言葉を付け足して、エドはにやりと笑った。それを見たウィルは、ぱあっと顔を輝かせた。

「そうだよなっ？　やっぱり、冒険家はしょせん冒険家だよな」

「まあ、彼らを甘く見てはいかんがな。冒険家はロマンチストだ。トレジャーハンターは金銭主義だ。捜し屋は現実的でなくてはいかんぞ、ウィル」

「任まかせときって」

　そう言ってウィルはぐっと拳こぶしを握りしめる。

　なんのかんの言いながら、ウィルはおじいちゃん子だった。

　エドはようやく身み仕じ度たくを終え、帽ぼう子しをかぶった。

「じゃあ、行ってくるぞ。みやげが欲しいかね」

「いらねえよっ──それにしてもさあ、もし真珠の園の話が本当なら、さぞかし親おや父じも飛びついたんじゃねえ？」

　何なに気げなく聞いたウィルに、止め金の半分壊こわれたドアを開けようとしていたエドは、振り向いて、

「ウィル、トレジャーハンターでなくても、捜し屋たる者、宝石のことには詳くわしくなれよ」

「？」

「んじゃ」

　謎なぞめいたセリフを残すと、気も外見も若いウィルの祖父は、鼻歌を交まじえつつ出かけていった。







　３　宝をさがそう







　エドが出かけてしまったので、ウィルはメリッサから譲ゆずってもらった小箱を開けてみることにした。

「…………？」

　蓋ふたが開かない。よく見てみると、蓋と本体の隙すき間まにあとから土を塗ぬりこみ、固めてしまってある。

「な、なんだ、これ」

　力をこめて剝はがそうとしても、よっぽどつなぎの土がよかったらしく、びくともしない。無理をしたら箱ごと壊こわしてしまいそうだ。

（わざわざ俺にくれたってことは、なにかあるはずだ。アリアドニがなにもしないってことはありえない）

　振ってみると、かたかたと音がする。軽いもの、それもあまり硬かたくないものが入っているようだ。

（紙か？　遺ゆい言ごん状じよう──いや、この箱は二十年前からあそこにあったはずだ）

　ウィルは小箱をテーブルの上に置き、腕を組んだ。

（それにしても……）

　エドの話をもう一度考えてみる。

（真珠の園そのか。アリアドニが結婚したのは三十のときだから、三十八年前に見つけたってことだろ）

（真珠の敷き詰められた海岸……本当にあったとしても、ここら辺のわけがないよな。海水が冷たすぎる。それに、じいちゃんはなにが言いたかったんだろう）

（真珠の海岸……真珠？）

　ウィルは顔をしかめた。そして、ばりばりと頭を搔かく。

「なんだ、そういうことか」

　思わず呟つぶやいたところで、にぎやかな幼おさななじみがやってきた。

「ウィルーっ、帰ってきてるって本当!?」

　勢いよくドアが開き、もう少しで金具が外はずれそうになる。マギーはそんなことにはおかまいなしで、家の中にウィルの姿を見つけると、ぱあっと顔を輝かせて彼に飛びついた。

「ウィル、聞いて！　すごいの、あたしたち追い剝はぎを見つけたの！」

「うわ、冷てっ。なんだよ、びしょ濡ぬれでいきなり」

　椅い子すごとひっくり返りそうになり、ウィルは膨ふくれっ面つらでマギーを押しのけた。

　だが、マギーは興こう奮ふん冷めやらぬ様よう子すで、頰ほおを上気させ、

「来る途中でエドに会って、ウィルが戻ってるって聞いたから飛んできたの！　聞いて聞いて、あのね、デリクっていう伯はく爵しやくさまが、メリッサ・クラドックに求婚しに来たんだけど、途中で追い剝ぎにプレゼントのネックレスを盗ぬすまれちゃったの。それをあたしたちが捜してあげることになって、そしたら湖にジョーイ・タペンスっていう男の人が溺おぼれてたのよ。でね、助けてあげて、家まで連れていったら、あっ、家と言ってもサーカスのコンテナなんだけどね、そしたらネックレスの入った箱があったの！　ねっ、すごいでしょう！」

「なんだって？」

　一気にまくしたてるマギーに、ウィルは顔をしかめた。早口で、しかも女の子特有の甲かん高だかい声で喋しやべられても、すぐに理解できるわけがない。

「つまり、その溺れてた奴やつが追い剝ぎだったと」

「まあ、そういうことになるわよね」

　マギーは曖あい昧まいな返事をした。あのジョーイが追い剝ぎとは未いまだに思えないからだ。力はありそうだったが。
















「で、その追い剝ぎを助けて、家まで連れてってあげたら、盗まれたものを発見したと」

「そうそう」

「ば、ばかな追い剝ぎ」

　あまりの頭の悪さに、ウィルは呆あきれ返った。追い剝ぎだって人間だ、溺れることもあるだろう。問題は、なぜアジトにこんな子供を連れていってしまうかだ。

「ふつう家になんか連れてかないぞ。しかも、盗とう品ひんが置いてあるような」

「だって、置いてあったんだもん」

　ウィルがちっとも褒ほめてくれないので、マギーは唇くちびるを尖とがらせて反論した。「だって」でものごとが片づけば、世の中もっと明るくなっているはずだ。ウィルは頭を振ると、

「で、そのメリッサの求婚者っていうのは？　クラドック家じゃそんな話、聞かなかったぞ」

「そうよ、彼はまだメリッサからなんの返事ももらってないんですもの。それどころか、当人はメリッサに愛されていないと思いこんでるわ。でも、彼は本当にメリッサを愛してるのよ、純じゆん粋すいに。だから、あたしたちが手を貸してあげようと思って、ネックレスを捜してあげたの」

　胸を張ってマギーは言う。だが、功労の陰かげにあるエンゼル・ハートクラブのことは言わないでおいた。

　自己中心的な彼女だが、なぜかウィルにはエンゼル・ハートクラブを組織していることは気き恥はずかしくて言えないのだ。

（そんな子供っぽいことをしてるのか、って笑われたらいやだもん）

　という、好きな男の子を前にした女の子の、単純明快な理由からだが、裏を返せば、それに巻きこまれているバズは、まったく男として見られていないということだ。

「それで、そのネックレスはどうしたのさ」

「バズが持ってるわ。もう、バズったらホント足が遅いんだから」

「まったく、その追い剝ぎがバカな奴でよかったけど、次も同じってことはありえないんだぞ。危あぶないことするなよな」

　ウィルはマギーの鼻に人差し指を突きつけ、少し怒おこった面おももちでたしなめる。ほかの者にやられたらマギーは怒りだすだろうが、彼女はもう一度顔を輝かせた。

「ウィル、あたしの心配してくれるの？　嬉うれしい！」

　前よりきつくウィルに抱きついたところへ、ようやくバズが戸口に現れた。

「！！！」

　二人を見て、なにか抗議しようとしている。だが、湖からずっと走ってきたので、顔を茹ゆで蛸だこのように真っ赤にし、全身で息をついているバズに、声なんか出るはずがない。

　さしずめ、

「あーっ、ぼくがいない間になにやっているんだよう！」

　とでも喚わめきたいのだろう。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ、バズ」

「！！！」

「こりゃ水だな。マギー、どけって」

　くっついて離れないマギーを押しやり、ウィルは水差しから水を汲くんでバズに手渡してやった。バズは一気に水を飲んでから、ようやく、

「ウィルっ、お、おまえ、おまえ、おまえなあっ」

「言いたいことがあるならさっさと言いなさいよ」

　焦じれったそうに、マギーがバズの背中を思いっきり叩たたく。その弾はずみで、バズの手から小箱が放りだされた。

「あ」

　ぎょっと目をむく三人の前で、運悪く、それはテーブルに置いてあった小箱の上へ落ち、激突した。

　繊せん細さいな磁じ器き同士、がちゃん！　と派は手でな音を立てて、どちらも砕くだけ散る。

「きゃっ！　ご、ごめんなさいウィル！」

　慌あわててマギーが謝あやまる。バズは驚きのあまり、顔色を変えて口をパクパクさせているきりだ。

　ウィルは手を振ると、

「いいよ、どうせ壊こわそうと思ってたんだ。それより、二人とも怪け我がないか」

　テーブルの上に飛び散った破片を片づける。

「あーあ、こりゃ見事にバラバラだな。これか、追い剝ぎに盗まれたネックレスっていうのは。傷ついてなきゃいいけど……」

　破片の中から真珠のネックレスを取りだしたウィルは、その見事さに思わず息を吞のんだ。

（こりゃあ）

（こりゃあ、えらい高価な代しろ物ものだぞ。値段なんかつけられねえ……）

（伯爵って言ってたか。こいつは間ま違ちがいなく家か宝ほうものだ。それをメリッサにやるなんて、よっぽど惚ほれてるんだな）

（アリアドニに対するパーシヴァルのように？）

「よかった、真珠は無ぶ事じね」

　隣となりからマギーが覗のぞきこみ、胸を撫なで下ろす。

「マギー、早くデリクさんのとこへ行って、彼のものかどうか確かめようよ。このままじゃぼくたちが泥どろ棒ぼうだよお」

　気が気でないバズが、マギーの腕を引っ張った。それを聞いたウィルは仰ぎよう天てんして、

「なんだあ、まだ確かめてないのかあ!?　もし違ってたらどうする気だよっ」

「そのときはまたこっそり戻すわ。大丈夫、ジョーイ──その追い剝ぎだけどね、ちょっと鈍どんくさいから、絶対気づいてないって」

「こんな高価なもの、なくなってりゃすぐ気づくに決まってるだろっ。もう、早く確かめに行けって。ついでに着替えてこいよ」

「あん、ウィルも来てよう」

　さっさと二人を追いだそうとするウィルに、マギーは頰を膨らませて言う。

「俺はこの箱を復元させるの。箱を壊して悪いと思うなら、さっさと行け」

「あっ、なんだろう、この紙」

　バズが破片の中に隠れていた紙を見つけ、手に取った。

　黄色く変色した、およそ二十センチ四方の紙だ。二枚ある。

　一枚目は簡単な地図だった。真ん中に×印が描いてある。そして、

「紙？」

　ウィルとマギーがバズの手元を覗きこんだ。

「あ！　すごい、×印の上に宝って描いてあるわ！　これ、宝の地図よ！」

「本当だ！　どうしよう、すごいものが出てきたじゃないか！」

　マギーとバズは興奮して騒ぐが、ウィルが胡う散さん臭くさそうに、一言、

「俺にはアリアドニのサインも見えるけど？」

　ぴたりと子供たちの騒ぎがやむ。マギーたちもアリアドニの性格は、ウィルやガントン村に残る噂うわさで知っていた。

　ウィルは憮ぶ然ぜんと、

「そいつは俺がさっき、アリアドニの形かた見みにってもらってきたもんだ。十中十、アリアドニ自身が描いたな。だいたい、なんだこりゃ、ここら辺の地図じゃねえか。あのばばあ、人に形見分けするなら、もっとマシなもんくれやがれ」

「でも、もしかしたら本当に宝の地図かもしれないわ。彼女って冒ぼう険けん家かだったんでしょ？　宝の一つや二つ、見つけてるかもしれないじゃない。それをこの辺に隠したのよ。このネックレスだって、元はアリアドニのものなんだし」

　マギーは一生懸けん命めい、宝の地図を弁護する。ウィルは目を円まるくした。

「アリアドニの？　本当か？」

「ええ。アリアドニがデリクに、孫を口く説どき落としたかったらこのネックレスをあげなさいって、渡してくれたそうよ」

「うーん？」

　ウィルは眉まゆをひそめた。アリアドニの真珠の園の話がよみがえる。

（アリアドニ、無類の真珠好きか？）

「ねえねえ、二枚目はなにが描いてあるの」

「ま、待って。えっと、真珠は翼つばさ……？」

　二枚目の紙を読みかけたバズが、大きな眼鏡めがねの中で目をぱちくりさせた。マギーも怪け訝げんそうに、

「なによ、それ」

「し、知らないよ、そう書いてあるんだ。手紙みたいだ──真珠は翼、愛を私のもとに運ぶ。潮しおは南の息い吹ぶきを運び、凍いてつく北の大地に愛を育はぐくむ。銀に輝く砂原に、風よ、吹きわたれ。翼を羽ばたかせ、空高く私を運んでくれ」

　読み終えるころには、バズは真っ赤になっていた。十二歳の少年が読むには、いささか恥ずかしい文章だ。ウィルも顔をしかめる。

「……それは、詩？」

「アリアドニが海運王のことを思って書いたポエムよ。なんてロマンチックなの！」

　二人の少年のげんなりした態度とは反対に、マギーは手を組んで嬉き々きと言う。

　ウィルは考えるのもばかばかしくなった。

「まったく、なんで俺にこんなもんくれる気になったんだか。みじんも見当つかねえや」

「も、もしかしたら、この二枚がセットになって入ってたってことは、この詩が宝の在あり処かを解く鍵かぎなんじゃないか？」

　バズが自信なさそうに言うと、マギーはチャンスとばかりに意気込んだ。

「きっとそうよ！　ウィルだって、意味もなくポエムをもらったなんて思わないでしょ。きっと、すごいお宝じゃないにしても、なにか隠してあるんだわ。ねえねえ、捜しにいこっ」

　すっかりその気でマギーはウィルの腕を引っ張る。だが、ウィルは今一つ乗り気でないらしく、

「でもなあ。アリアドニのやることは、どうもなあ」

「ウィル、おまえがやらないっていうなら、ぼくが捜しだしてやるよ。マギー、ぼくと捜しにいこう」

「い、やっ。あたしはウィルと宝捜しがしたいんだもん」

「マギーい。こんな不ぶ精しようもんになに言ってもムダだよお」

　きゃあきゃあ騒ぐ二人。ウィルは耳を押さえながら、

「そんなことより、さっさとネックレスが本物かどうか確かめてこいっ。宝捜しはそれからだ！」

　ウィルに怒ど鳴なられ、二人は慌あわてて家を出た。戸口から、

「ウィル、絶対戻ってくるまで待っててよ！　待ってなかったら絶交だからね！」

「抜け駆けするな！　勝負はフェアにやれよ！」

　そう喚わめいて、ぱたぱたと走っていく。

「一体、いつ勝負になったんだ……」

　毎度のことながら頭の痛いウィルだった。

（それにしてもなあ）

　テーブルの上に散乱した磁器の破片を、憮ぶ然ぜんと眺ながめる。

　自筆の宝の地図と詩を押しつけてきたアリアドニの真意はなんだろう。やはり捜し屋なのだから宝捜しをしろというのだろうか。遺ゆい言ごん状を渡されたほかの者たちのように。

　しかし、アリアドニは自分になにをくれるつもりだ？

「…………？」

　ウィルは眉をひそめた。箱の破片をいくつか手に取ってみる。

「まさか……」

　二つの小箱の破片を選えり分けてみた。

　半分ほど分けてみたところで、やめる。一つの柄しか見つからないのだ。

（同じ箱だったのか）

　二十年間ガントンコテージに封ふう印いんされていた箱と、アリアドニが先日メリッサに渡すよう貴族に渡した箱が、同じものだったというのは偶ぐう然ぜんの一致か。それとも、アリアドニが故意にガントンコテージに集めたのか。

「……つまり、アリアドニが俺に挑ちよう戦せん状を送りつけてきたってわけか。死んだあとまでちょこざいなばあさんだぜ」

　そうウィルは呟つぶやくと、宝の地図を握りしめ、にやりと笑った。




　挑戦されたからには受けて立つ。そう決めたウィルが地図を調べているところへ、マギーとバズが戻ってきた。デリクも一いつ緒しよだ。

　一緒というより、強ごう引いんに引っ張ってきたらしい。

「こちらが、メリッサに求婚しようとしている、伯はく爵しやく？」

　ウィルはぶしつけにデリクを眺めた。バズの父親の服を着ているのでこざっぱりはしているが、どう見ても貴族とは思えぬ貧びん乏ぼうくさい風体だ。

　デリクも自覚しているらしく、

「はははは」

　と気の抜けた笑いを洩もらす。

「それで、ネックレスの方はどうだったんだ」

「どんぴしゃりよ、アリアドニから貰もらったものに間違いないって。ほーら、あたしの言ったとおりでしょ、そんなにびくびくすることなかったのよ。まったくバズはてんで弱虫なんだから」

　そう言って、マギーはバズを軽く睨にらむ。バズは、「だって……」と言いかけたが、やめた。結果論で威い張ばられては立つ瀬がないが、マギーに逆らうのもそうとう気力のいることだ。

　落ちつかない様よう子すでゴーダ家のボロ屋を見回しているデリクを、ウィルは横目にして、

「で、なんで彼まで連れてきたわけ？」

「彼が次の依い頼らい人よ」

　にこにこと笑顔で言うマギー。ウィルは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「依頼だあ？　なんの」

「彼がアリアドニの宝を探してほしいんですって」

「ええーっ!?」

　仰ぎよう天てんしたのはデリク当人だった。あからさまに狼ろう狽ばいして、

「マ、マギーちゃん、ぼくは一ひと言こともそんなことは」

「この宝の地図、実はデリクがもらった箱の中にあったことにするの。アリアドニがデリクの能力を試す為ために忍ばせたって触ふれこみでね。それで、もののみごと謎なぞを解いてみせれば、デリクはアリアドニに認められたってことになるでしょ？　そしたらメリッサだって絶対見る目が変わると思うの！」

　目を異様に輝かせ、力説するマギー。その隣となりでデリクが「あわわ」となにか言いたそうにしているが、マギーの勢いに圧おされてなにも言えなくなっていた。

　明らかに彼は、マギーの「宝捜しがしたい！」という欲求に利用されているだけらしい。

「マギー、ウィルに依頼しなくても、ぼくが宝を見つけてみせるって言ってるじゃないかあ」

　バズがマギーの腕を引っ張るが、彼女はてんで聞いていなかった。今はエンゼル・ハートクラブの会長をやっているより、宝捜しがしたくてうずうずしているのだ。当然、宝捜しのパートナーは、エンゼル・ハートクラブ会員二号のバズではなく、捜し屋ウィルに決まっている。それがマギーの法則だった。

　ウィルは頭が痛くなった。宝を捜すつもりにはなっていたが、マギーの強引なやり方には呆あきれるを越して敬服したくなる。

「それで、俺に代かわりに探せって？　それじゃまったく意味ないじゃないか」

「そ、そうだよ、マギーちゃん」

　ようやく口を挟はさむきっかけを得て、デリクが反論した。

「ネックレスを取り戻してくれたり、ぼくの為にいろいろ考えてくれて、ありがとう。きみたちには感謝している。でも、ぼくは人任まかせにするような、そんな卑ひ怯きような真ま似ねはしたくないんだ。愛っていうのは、もっと純じゆん粋すいなもので、ぼくたちはもっと真しん摯しな気持ちで取り組まなくてはいけないんじゃないかい」

「なるほど」

　きまじめに語るデリクに、ウィルが適当に相あい槌づちを打つ。

（今どきそんなくさいことを言えるなんて、珍めずらしい奴だなあ）

　ばかにされているとも気づかず、青年は照れて顔を赤らめた。

　だが、マギーは夢は多いが、性格は現実的だった。彼女はデリクをどつき、

「なに言ってるの、そんなことではいつまでたってもメリッサの心は摑つかめないわ！　大体、なにか違う手を考えるって言っておきながら、あたしたちがいない間、ぐうぐう高たか鼾いびきかいて寝てたってのはどういうこと!?　あなたはちょっと吞のん気きなのよ。デリクに任せといたら、メリッサだっておばあさんになっちゃう。本当にメリッサと結婚したいなら、あたしたちに任せてちょうだい！」

　脅きよう迫はくの色合いを帯びながら、マギーはデリクに詰め寄る。とても相手が貴族とは思っていない不ふ遜そんな態度だ。

　もともとマギーは地位を無視するきらいがあるが、デリクがバズ並みに気が小さいことを知って、それで扱あつかいもバズ並みになっているようだった。

　デリクは目を白黒させ、マギーに押し切られる形で、慌あわてて何度も頷うなずいた。

　それを見て。

（プライドはあるけど主体性がない。自分の逆境に酔よいしれるタイプと。しかし、自分から事態を切り開く根こん性じようはないとみたっ）

　ウィルはデリクの性格を判断すると、大きくため息をついた。

（断言できる。この性格を変えないかぎり、絶対メリッサはむりだ）

　彼女の性格をウィルはよく知っている。デリクは真っ先に切り落とされるタイプだ。もし自力で宝を見つければ、メリッサも少しは気が変わるだろうが、反対にウィルの成果だと分かったら、二度と相手にされないに違いない。

（しっかしなあ、こうマギーがやる気満々だと……）

「じゃあさ、こうしよう。俺はあんたのサポートをしてやる。あんたが主導権を握って、このアリアドニの宝を捜しだすんだ。そしたらメリッサだって納なつ得とくするだろ」

「しかし、それではぼく一人の力でってことには……」

「サポートぐらいかまわないって。メリッサだって、俺を使ってアリアドニの遺産を手に入れたんだし。それでいいよな、マギーも、バズもだ」

　有う無むを言わせない強い口調のウィルに、マギーとバズは慌てて頷うなずいた。

　しぶしぶながらデリクも納得したのを見て、ウィルは小さく息をつくと、

「宝が見つかったらあんたのもんだ。なにが出てくるか分からないけど、宝石でも出たらメリッサにプレゼントすりゃあいいや」

「そ、それじゃあまるで、ぼくが宝が目当てでやるようじゃないかっ」

　いきなり、それまでの弱気な態度はどこへやら、デリクは憤ふん然ぜんと言い放った。「お？」と目をぱちくりさせるウィル。

「たしかにぼくは貧びん乏ぼう貴族だ。クラドック家の莫ばく大だいな資産を考えたら、まったく釣りあわないことぐらい、自分でもよく分かっている。でも、金の為にメリッサと結婚したいわけじゃないんだっ。ぼくは宝なんてどうでもいいんだ。ただ、宝を探し当てることで、メリッサがぼくを認めてくれるならと、ぼくは承しよう諾だくしたんだ。それを勘かん違ちがいしないでくれ！」

　どうやら金品のことはデリクにとって逆げき鱗りんだったらしい。ウィルは毒気を抜かれて、顔面を上気させている若い伯爵を見つめた。マギーもバズも、ぽかんとデリクを見つめている。

「……じゃあ、宝は俺がもらうよ。もともとアリアドニが俺に地図をくれたんだから。それでいいだろ」

「いいともっ」

　鼻息荒く、デリクは頷く。貴族たるもの金にこだわるべからず──その古い考えに彼もどっぷりはまっているようだった。

「それじゃあ話は決まったな。俺は今夜一晩、地図の謎なぞを考えるから、行動は明日からだ。あんたはその間に、そのネックレスをメリッサに渡してきなよ。その為にここまで来たんだろ」

「そうするともっ」

　ウィルの言葉に乗せられて、デリクは意気込んで家を出ていった。

（うーん。金銭絡がらみで怒らせた方がいいのかな？）

　小さくなっていくデリクの背中を見つめながら、ウィルがそんなことを考えていると、

「ねえ、最近貴族って貧乏人が多いの？」

　一いつ緒しよに見送っていたマギーが、首を傾かしげてウィルに尋たずねる。

「今の国王から税法が変わったんだよ。貴族に相続税をかけることにしたんだ」

「相続税？」

「親から領地を継ぐとき、その大きさに比例した税金をどーんと取ることにしたんだよ。だから、爵しやく位いが上がれば上がるほど税金も高くなって、税金払う為に借金せざるを得なくなったんだ。さっきの伯爵さまもそういうタイプじゃないかな」

「よくそんな法律が決まったわね。貴族たちは反対しなかったの？」

　納得できない面おももちでマギーが聞き返すと、ウィルは片目をつむって、

「それは表向きって奴やつでさ。実際はいろんな抜け道があるわけだ。妻への財産分与には税金がかからないとか、教会に寄付した土地は対象外とか。要領のいい奴はただ同然で相続できるけど、要領の悪い奴、つまり今の王おう妃ひの父親にとって都つ合ごうの悪い奴は、免税特権がもらえなくて、没ぼつ落らくしてくって仕組みなのさ」

「なんだかえげつないやり方だな」

　バズが顔をしかめて言った。マギーは心配そうに、

「デリクは都合の悪い人なのかしら」

「ありゃあ、本当に要領が悪いんじゃねえの？　そんな甲か斐い性しようがあるとも思えないし」

「たしかに」

　うーん、と三人とも深く頷うなずいてしまう。

「ま、それだけ必死に国王に金集めて対抗しなくちゃならないほど、資本家の力がついてきたってことなんだけどな。なんだか象しよう徴ちよう的だな、伯爵さまがクラドック家の一人娘に求婚ってのは」

「そんな言い方すると、またデリクが怒るわよ」

「そうじゃないよ。昔だったら、商人の方から貴族に嫁よめにやりたがったもんだってこと。さーて、あの軟なん弱じやく伯爵さまがどうメリッサを口く説どき落とすか、乞こうご期待ってところだな」

　にやにや笑いながら、ウィルは言った。







　４　かけおち、かけおち







　日が傾かたむき始めたころから、湖こ畔はんのガントンコテージでは故人を偲しのぶ集つどいが開かれていた。さすがは名の知れた冒ぼう険けん家かだっただけあって、内うち輪わの集まりのはずなのに、客数は百を越えている。避ひ暑しよ地ちは一足早い夏を迎むかえているようだった。

「やあ、エド」

「エド、クミン朝の発はつ掘くつに行ったんだって？　今度私の家でパーティを開くんだ、ぜひ来てそのときのことを話してくれ」

「エド、トリックは見つかって？　わたくし、彼のファンですのよ。スポンサーが要いるのなら、いつでもわたくしに声をかけてと伝えてちょうだい」

　歩く先々でエドは声をかけられる。半分はエド自身の人気、残りの半分は彼の不ふ肖しようの息子のせいだ。

　それらを適当に受け流し、エドウィン・ゴーダはグラスを片手に広間から庭から、飄ひよう々ひようと歩いていた。三々五々集まって談笑している客人たちの、他た愛あいもないこぼれ話を聞くのが好きなのだ。

　会場になっている中庭から建物をぐるりと回り、人ひと気けのない静まり返った正面玄関へ来てみたときだった。

「ですから、この間はっきりお断ことわりしたでしょう。私、あなたとおつきあいする気はありませんし、結婚する気もまったくありませんと」

（おや）

　エドは聞き耳を立てた。メリッサ・クラドックの声だ。興味津しん々しんで、茂みの陰かげからこっそり玄関を覗のぞく。

　玄関ポーチにメリッサと知らない青年が立っている。客の一人とは思えない平へい素そな格かつ好こうだが、ここら辺の者でもない。メリッサの態度からいっても、不審な人物ではなさそうだ。

（ということは、あれがグレアムの娘が言っていた青年伯はく爵しやくだな）

　ガントンコテージに来る途中でマギーたちから仕入れた情報が、さっそく役に立つとは思わなかった。

　エドはその気弱そうな青年を見つめた。

「で、でもっ、ぼくは、ぼくはきみのことが好きなんだ、あっ、愛している、んです」

　首筋まで真っ赤になってデリクは告白している。上うわ擦ずった声がエドには「若々しくて純情でいいじゃないか」と好感を持てたが、メリッサにとってはそうではなかったようだ。

　彼女は美しく髪を結ゆい上げた頭を振って、悲しそうに、

「デリク、あなたはいい人だわ。でも、それがあなたの長所でもあり、短所でもあるの。ごめんなさい」

「じゃ、じゃあ、やっぱり、ぼくが、び、貧びん乏ぼうなのが問題なんだね」

「そうじゃないのよ」

「は、伯爵という地位にありながら、明日のパンの心配をしなくてはならない、そ、そんな甲か斐い性しようなしで、人がいいとしか言いようのない愚おろか者を、今の恵まれた生活を捨てて、え、選ぶ気はないというんだね。そ、それとも、ぼ、ぼくが金目当てできみに結婚を申しこんでいるとでも」

「そうじゃないの──そうじゃない。私、あなたのそういうところが嫌きらいなのよ。どうして分かってくれないの？」

　くどくどと言い続けるデリクに、いい加か減げんメリッサも苛いら立だってきたのか語気を強くして、それでも淑しゆく女じよの域から逸いつ脱だつしない程度に言い返す。デリクが返答に窮きゆうしてしまったので、

（ふむ。どうやら私の出番のようだな）

　エドは襟えり元もとを正すと、茂みから表に出た。メリッサが彼に気がつく。
















「まあ、エド。いつからそこにいらっしゃったの？」

　彼女は頰ほおを赤らめて、エドを軽く睨にらみつけた。エドは手を振ると、

「そう怖こわい顔しないで、美しいお嬢さま。私は月の精せい霊れいなのだよ、父なるものと行動をともにしているまでのこと。ほら」

　エドが天を指さすと、雲に隠れていた月がちょうどその姿を現したところだった。デリクはいきなり現れた、この、気き障ざだが嫌いや味みのない男に毒気を抜かれている。

　メリッサはくすくす笑った。

「あいかわらずなのね、エド。元気そうでよかった」

「昼間はウィルが世話になったね。さっそくだがメリッサ、今の言い方はないのではないかな。男とはとかく愛については臆おく病びようなもの。そう一いち言ごんのもとに拒絶されては、彼も卑ひ屈くつかつ悲観的にならざるをえないだろう」

「まあ、やっぱり立ち聞きしていらっしゃったのね。これは私とデリクの問題ですもの、エドは黙だまっていらして」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせてメリッサは言う。エドは額ひたいに手をやり、大げさに頭を振った。

「やれやれ、依い怙こ地じなお嬢さまだ。ときには年長者の言うことも素す直なおに聞きなさい。メリッサ、きみは本当に彼が貧乏貴族だから拒こばんでいるのかい」

「ひどいわ、エドまで。もし本当に私がデリクと結婚する気なら、彼の家の借金なんて明日にでも耳を揃そろえて支払えてよ。お金の心配なんかしていませんわ」

「ぼっ、ぼくは、きみに借金を支払ってもらいたくて結婚したいんじゃない！」

　急にデリクが大声を上げたので、エドは驚いて振り返った。さっきまでの弱気な態度はどこへやら、青年は顔を真っ赤にして拳こぶしを握りしめ、せいいっぱい抵抗しようとしている。

　だが、メリッサは慣れた様よう子すで、

「でも、現実に私と結婚するということは、クラドック家の莫ばく大だいな財産を受け継ぐということなのよ。デリク、あなたが極ごく貧ひんであるのと同じくらいの現実だわ」

「そっ、それとこれとは話が違うっ。ぼくの愛は金なんか関係ない、純じゆん粋すいなものなんだ。どうしてきみは分かってくれないんだ！」

「分かってないのはあなたの方よ。私は家か督とくの権利を放ほう棄きする気はないもの。お金なんか要いらないなんて態度で結婚を申しこまれても困るわ」

「お金、お金って、ぼくがそんな浅ましい男に見えるのかい!?」

「違うわ、そうじゃない。あなたは夢みたいなきれいごとばかり、現実を見ていない。愛と結婚は違うの、それが分からないかぎりはいくら来てもむだよ、さようなら！」

　ぴしゃりとメリッサは言い放つと、ドレスをひるがえして家の中へ入っていってしまった。あとに残されたデリクは、緊きん張ちようの糸が切れたのか、へなへなとその場に座すわりこむ。

　エドはメリッサのうしろ姿を見送りながら、

（ふむ。メリッサはアリアドニに似ていると思っていたが、なかなかどうして、パーシヴァル並みの現実主義者ではないか）

（しかしメリッサよ、人間、夢を忘れてはいかんぞ）

　ともかく、茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいっている哀あわれなデリクに、慰なぐさめの言葉をかけてやろうとしたときだった。

「手ひどくやられたようだな、デリクくん」

　エドが出てきた茂みから、今度はクラドック家当主が現れた。

「あっ、トーマスさん！」

　デリクはあたふたと立ち上がったが、なにも言えず、耳みみ朶たぶまで真っ赤になりながらうつむく。

　クラドック氏はしかたなさそうに息をつき、エドと目が合うと、苦笑した。

「あなたもいたんですか、エドウィン。いやはや、我が娘ながら、口だけは達たつ者しやで」

　そうは言うものの、しっかりした愛まな娘むすめの態度に、クラドック氏もまんざらではなさそうだ。エドも笑って、

「自己主張ができる女性は見ていて爽そう快かいだよ。それよりもこちらの青年のことだが」

「ああ、紹介しよう。彼はデリク・マクドルナ、若きザインツ領の伯爵だ。デリクくん、こちらはエドウィン・ゴーダ。捜さがし屋の──」

「考古学者だ」

　クラドック氏の言葉をエドは横から訂正する。クラドック氏はやれやれと肩をすくめ、

「本業は考古学者で、傍かたわらに捜し屋をやっている。きみの世代だと、あの天才トレジャーハンター、トリック・ゴーダの父親と言った方が分かるかな」

「じゃあ、ウィルくんのおじいさんなんですね」

　感かん嘆たんしながらデリクは言った。この若さであのくらいの孫がいるとは、到とう底てい思えなかったからだ。

　エドはデリクと握手しながら、

「私のことはエド、もしくはエドウィンと呼んでくれ。間ま違ちがってもウィルのおじいちゃんなどとは呼んでくれるなよ」

「お会いできて光栄です」

　はにかんだ笑顔で、きちんとした紳士の応対をするデリク。

（なるほど。メリッサと金のことが絡からまないかぎり、彼は好青年に見えるようだ）

「それでトム、彼はメリッサに求婚してあっさりふられたようだが、きみは彼をどう思っているのかい」

「デリクくんは、たしかに極貧貴族だ」

　初っぱなから断言され、デリクは力なくうなだれた。

「だが、腐くさっても鯛たい、彼は伯はく爵しやくの称号を持っている」

「ほう」

「一方、我がクラドック家は海運王などと呼ばれているが、所しよ詮せんは単なる商人、称号とは無縁の存在だ。伯爵という地位はかなり魅み力りよく的だね」

「なるほど」

　にやにやと、エドも笑って相あい槌づちを打つ。デリクがあたふたするが、壮年男たちの悪ふざけに若い彼が口を挟はさめるわけもなかった。

「地位と財力、この二つがタッグを組めば、なにも怖いことはないと思わないか」

「うむ、国を征せい服ふくすることさえできるかもしれんぞ。しかし、彼は借金持ちだろうが」

「クラドック家の資産から見れば、彼の借金など今日にでも全額返済できる。この縁談はクラドック家としてはかなりおいしい話だ。ただし」

　調子づいていたクラドック氏が急に真顔になって、デリクを見み据すえた。その鋭するどい眼光にデリクは硬直する。

「ただし、メリッサの気持ちが最優先だ。メリッサが顔を見るのも嫌いやだというなら、私は今すぐにきみをここの敷地から追いだすだろう。メリッサの幸せの為ためなら、クラドックの繁はん栄えいなどくそくらえだ。もしあの子が心から望むのなら、結婚相手は貴族でも一文なしでも私はかまわないがな」

「…………」

　デリクは悄しよう然ぜんとうなだれた。金や地位は愛に関係ないと自ら言っているものの、彼がメリッサと唯ゆい一いつ釣りあいがとれる点は、伯爵という地位だけだったのだから。

　そんなデリクがエドは気の毒になり、クラドック氏に向かって、

「しかし、彼は貧乏人ということにかなりコンプレックスを持っている。彼は今、自信を喪そう失しつしているのだよ。その上メリッサにああやられては、ますます自信を失うばかりだ」

「なにが言いたいんです、エド」

「彼にもチャンスを与えたまえ。メリッサはアリアドニに似て、男を見下す──いや、理想を追い求めすぎるきらいがある。このままでは誰だれを見てもいいとは言わないだろう。だが、トム、きみの口添ぞえがあれば彼女も少しは彼を見直すだろうさ。なんといっても、彼女の理想の男の一人はきみなんだからな。もちろん、彼がきみに認められるようなことをすればの話だよ。どうかね」

「あなたもかなり人生を楽しんでいらっしゃるようだ」

　クラドック氏は呆あきれて言った。だが、提案自体には興きよう味みを引かれたようで、

「まあ、私もメリッサを行かず後ご家けにする気はないからな。よし、デリクくん」

「は、はいっ」

　急に名を呼ばれ、デリクはしゃちほこばった。

「今の話に私は乗ろうと思う。私に認められるようなことを一つしてみなさい。そうしたら私が口添えをしてあげよう。そのあと、メリッサがうんと言うかどうかは別問題だが、メリッサを本当に愛しているのなら、まず根こん性じようを見せたまえ」

「はっ、はい」

　デリクが頭を下げるのを見ると、クラドック氏は笑いながら再び中庭へと戻っていった。どうやら彼もほろ酔よい気分のようだ。顔に出ない分、陽気になってふざけ回るのは悪い癖くせと言わねばならない。

　そして、もう一人の酔っぱらい、エドは、デリクの肩に腕を回し、

「うむ、よかったな、デリクくん」

「あ、ありがとうございます、エドウィン、あなたのおかげです」

「しかし、気前よくはいはいと答えたものだが、なにかいい知恵はあるのかね？　あの男をぎゃふんと言わせるのは至し難なんの業わざだぞ」

「べ、別にぎゃふんと言わせるわけではないと思いますが……」

　しどろもどろとデリクは言う。エドはしばし考え、そして自分の額ひたいを叩たたいた。

「おお！　そうだった。なにかおもしろい芸をやるのだったな。綱つな渡りでも覚えてみるかい」

「綱渡りはしませんが、ぼくには今、とっておきの切り札があるんです」

　デリクは拳こぶしを握りしめた。エドは興味津しん々しんに、

「ほう？　それはなんだね」

「今は言えません、クラドックさんには秘密にしておきたいですから。もっとも、あなたにはすぐにばれてしまうでしょうけど」

　そう言ってデリクははにかんだ笑みを見せた。その目にはなにかを決心した、思い詰めた光が揺らめいていた。




　翌朝、ゴーダ家にクラドック家から使者がやってきた。

「ええーっ!?　メリッサとあの伯爵さまが駆け落ちしたあ!?」

　孫と祖父、二人して呆ぼう然ぜんとしてしまう。馬を走らせてきた使者は、口早に、

「最後にお二人をお見かけしたのは、馬番のリチャードです。最後のお客さまが帰られて、家に戻る途中、湖こ畔はんをお二人が歩いているのを見たそうです」

「そのときの二人の様子は？」

「険悪な雰ふん囲い気きはなかったようです。ゆうべ旦だん那なさまが、伯爵がお嬢さまの為にこれから一ひと肌はだ脱ぐから、彼がなにかしていても大目に見てやれと触ふれ回っていたのを、リチャードも聞いてまして、そのまま家に帰ったそうです」

「なんてこった」

　エドは頭を押さえた。

「まだそう遠くには行かれてないはずです。お二人にお会いしたら、分かったからもう帰ってこいと旦那さまがおっしゃっていた、そうお伝えください。このことはぜひご内密に。では、エドウィンさま、なるべく早くガントンコテージにお越しくださるよう、おねがいします」

　そう伝えると、使者は慌あわただしく去っていった。

　ウィルは呆あつ気けにとられたまま、

「し、信じらんねえ。狐きつねにつままれたぜ」

「私もだ」

　ウィルもエドも、あの坊ちゃん貴族にそんな大だい胆たんなことをしでかす甲か斐い性しようがあるとは思えなかったのだ。

「うーむ、昨日言っていた切り札とはこのことだったのか」

「しっかし、よくまあメリッサがついていったもんだ。エド、ゆうべなにがあったんだよ」

　ウィルに問いつめられ、エドは乾いた笑いを浮かべながらゆうべの顚てん末まつを語った。だが、聞けば聞くほどウィルは顔をしかめて、

「じゃあ、別に二人が駆け落ちする理由なんてまったくないじゃないか。デリクがメリッサをさらったっていうならともかく」

「私もそう思うが、あのメリッサを彼がさらえると思うか？」

「思わない」

　うーむ、と二人は腕を組んだ。

「とにかく、私はガントンコテージに行ってくる。メリッサを捜せと奥方の依い頼らいだろう」

「エド、俺は単なる駆け落ちじゃないと思うぜ」

　手早く身み支じ度たくを整え、家を出ていこうとしたエドに、ウィルが忠告する。エドはにやっと笑うと、ウィルの頭を撫なでて、

「分かっているよ、三代目。おまえも目ぼしいところを当たってくれ。トムはともかく、奥方は繊せん細さいな女性だからな。娘の心配で倒れられては気の毒だ」

「任まかしときっ」

　エドが行ってしまうと、ウィルは例の宝の地図をテーブルに広げた。

（これで依頼主が消えちまったわけだ）

　むろん、依頼主がいなくても宝捜しはスタートする。第一、マギーが中止なんて許さないだろう。

　だが。

（デリクが言ってた切り札ってのは、この宝捜しのことじゃないのか？　メリッサと駆け落ちなんて、やっぱり考えられねえ）

　それとも本当はメリッサは、「俺と一いつ緒しよに来てくれ！」と言われたらついていってしまうような、ロマンチックな娘だったのだろうか。

（アリアドニの孫だからな、くさいことには弱いかもしれないなあ）

　こればかりは、まだ十二歳のウィルには分からない、男と女の事情という奴やつかもしれなかった。

　地図と睨にらめっこしているところへ、マギーとバズが息急せききって家に飛びこんできた。そして開口一番、

「ウィル！　デリクとメリッサが駆け落ちしたって本当？」

「げっ。なんで知ってるんだ」

「朝、うちにガントンコテージから使いが来たんだ」

　むすっとした顔でバズが答える。なんでバズの家にとウィルは首を傾かしげ、それからデリクがフェナット診療所に宿を借りていたのを思いだした。

「そのとき、ちょうどピアズ夫人が来てて」

「一時間後には、ヨルカ村で二人のことを知らない人間は赤ん坊だけになったわけ。あたしのお父さんなんか、朝からいい迷めい惑わくだって、頼まれもしないのに出かけていったわ」

「ピアズ夫人に聞かれたんじゃあ、十キロ先の村まで知れ渡っただろうさ」

　ウィルは呆あきれ返った。村いちばんのお喋しやべりで、想像力豊かなピアズ夫人に聞かれてはしかたあるまい。

「デリクは一度も診療所に帰ってこなかったのか」

「昨日、ここを出てったきりだ。パパも心配しているんだ、どこ行っちゃったんだろう」

　うーむ、と腕を組んで考える三人。しかし、頭を突きあわせていたところで分かるはずもない。

　ウィルは椅い子すから立ち上がった。地図を握り、

「こうしてても埒らちがあかねえや。俺、二人の手がかりを捜しにいってくる」

「えーっ。ウィル、宝捜しはあ？」

「のついで」

「あたしも行くう！」

「ぼくだって今回は負けないぞ！」

「はいはい、がんばれよ」

　メリッサとデリクの駆け落ちで出鼻を挫くじかれたものの、三人は予定どおりアリアドニの遺産を捜しに出かけたのだった。




「それで、なにをするの？」

「まず、地図の詳くわしい場所を突き止めよう」

「なんだよ、ここら辺の地図だって分かったんだろ。まったくおまえは、いつだっていい加か減げんなことばっかり言って、確たる証しよう拠こもないくせに──」

　歩きながらくどくどと言い立てるバズに、ウィルはアリアドニの地図を押しつけた。

　見ると、たしかにこの辺の地図には間ま違ちがいなかった。「ガントン湖」と「ガントンコテージ」という注釈があるのだから。

　問題は、それ以外には目立った目印もないことだった。等高線に似た線は入っているが、いささか現実の地形とそぐわない。まるで蟻ありの巣の地図のようだ。

「むむむむむ」

　額に脂あぶら汗を浮かべ、バズは地図と睨にらめっこしている。ひょいとマギーが隣となりから覗のぞきこみ、ウィルに向かって、

「ねえ、この宝のそばに描いてある、スコップみたいなマークはなにかしら。あと、聖句が書かれてあるけど。うーん……あたしじゃ読めないわ」

「『主よ、大たい禍かから我が身を守りたまえ』」

　ウィルがさらりと言った。驚くマギーに、ウィルは肩をすくめた。

「古い教会語だよ。厄やく除よけの聖句だな」

「ウィル、字が読めないんじゃなかったの!?」

「読めないんじゃなくて、ここら辺の言葉は分からないんだよ。じいちゃんと親おや父じが変な言葉ばっかり覚えさせるからさあ。単語ぐらいは分かるけど」

　憮ぶ然ぜんとウィルは言う。母国語より古典教会語、古代シノン語、東洋の神秘の国カムナンの文字が読めるなんて、洒落しやれにしかならない。

「じゃあ、アシスタントの仕事はあるわけね、よかった」

　マギーがほっとして笑う。アシスタントの仕事がなくてもついてくるくせに……とウィルもバズも思ったが、二人とも口にする勇気はなかった。

「この聖句、手がかりかしら」

「だろうな」

「ポエムの謎なぞは？」

「あんなもん、考えてられっか。とりあえず聞きこみだ、聞きこみ。バズ、おまえの好きな聞きこみだぞ」

　かくして、森を越えてガントン村に赴おもむいた三人は、地道に聞きこみ調査を開始した。

　やはりガントン村も、メリッサ・クラドックと青年伯爵の駆け落ち話で持ちきりだった。

「なんでも二人は幼おさないころから将来を誓ちかった仲で」

「クラドックさんの娘の可愛かわいがりようは、目に入れても痛くないほどだったからなあ。だから二人の結婚に猛反対したそうだ」

「相手は政敵に破れた、貧乏貴族だったようよ」

「父親に引き裂かれ、二人は手に手を取りバルコニーから家を飛びだしたの。そして、南を目め指ざしたのだわ。ああ、なんてロマンチックなの」

　噂うわさを聞けば聞くほど、デリクが哀あわれになってくる。悪い尾お鰭ひれがつくのも問題だが、美化されるのも困ってしまうものだ。すっかり悪者になったクラドック氏は、苦笑していることだろう。

「まったく、みんないい加減なこと言って。デリクはそんな甲か斐い性しようのある男じゃなかったわよ」

　ムッと唇くちびるを尖とがらせてマギーは言う。こうなることをいちばんに望んでいた彼女だが、自分の預かりしらぬところでやられたので、ご機き嫌げん斜ななめなのだった。

　聞きこみは村の年寄り、すなわちまだアリアドニがこの村で暮らしていたころを知っている者たちから始まった。




　証言、一。アリアドニの家の近くに住んでいた老ろう婆ば。

「アリアドニ？　あたしゃ、あの子にヒキガエルを鞄かばんいっぱいに詰めこまれたよ。とんでもない女だったさ、死んでくれてせいせいするね。詩？　まさかあの女に、そんな殊しゆ勝しようなものを書く心があるわけないよ！」




　証言、二。アリアドニの子分だった男。

「女だなんて考えたことなかったなあ。スカートのまま木登りはするわ、穴があったらどこででも入っていくわ、ありゃあ根っからの冒ぼう険けん好きだった。ここら辺を片っ端から調べてたから、知らないところなんかないんじゃないか。地図？　ふうむ、なんだろう、このマークは。半世紀以上も前のことだからなあ、わしもずいぶん忘れたよ」




　証言、三。アリアドニと一いつ緒しよにサンマリーズの女学校に通った女。

「私は彼女とは女学校まで一緒だったの。彼女はそのあとヒューゴの大学まで行ったけど、年に何回かは手紙をやりとりする仲だったわ。ええ、遺ゆい言ごん状もいただいたし。え？　どこに隠してあった？　ふふっ、今までの手紙に張ってあった切手だったのよ。見つけるのに一週間かかってしまったわ。もっともヒントもありましたけどね。

　え？　詩？　あらまあ、見せてちょうだい。まあまあ、これは、プロポーズの返事よ。ええ、聞いたことがあるわ。彼女はパーシヴァル・クラドックに真珠のネックレスを贈られて、プロポーズされたの。そのネックレスというのがすばらしい品でね、ピーコックカラーの大粒南洋真珠よ。でも、聞いてちょうだい、それはパーシヴァルが自分で作った品だというのよ、しかも、この辺あたりで。あなたたち、アリアドニの伝説は聞いたことがあって？」




　一通り聞きこみが終わった子供たちは、村の中央にある雑貨屋の階段に座すわりこんでいた。

　マギーがうっとりと手を組み、

「あのネックレスは、海運王がアリアドニにプロポーズしたときに贈ったものだったのね。それで詩で返事をしたなんて、ロマンチックだわあ。その感動を孫にも味わってほしくて、アリアドニはデリクにネックレスを与えたのよ」

「でも、どうやったらこの国で真珠が採とれるんだろう」

　マギーの感動はこのさい置いといて、バズは唸うなった。

　長らくアリアドニと親しかった老婆から、単なる伝説でしかないと思われていた「アリアドニの真珠の園その」が、実際にあるらしい、しかもこの近辺に、と聞かされたのだ。気もそぞろになる。

　だが、緯い度どの高いこの国で、真珠が採れるはずがない。

「どこに真珠の園はあるのかしら。真珠が砂みたいに敷き詰められた海岸なんて、すごい、夢みたい」

「マギー、ぼくがそこを見つけてあげるよっ。ネックレスを作ってプレゼントするから、そしたらぼくと結婚してくれるだろ」

「ああ、本当にどこにあるのかしら。夢みたいな話よね。いいわあ、夢があって。ロマンチックよお」

　バズの言葉なんかみじんも聞かず、マギーはうっとりしたままで言う。そして、ウィルの腕を摑つかんで、

「ねえねえ、ウィルはどこにあると思う？」

「どこにあったって、俺たちが捜してるのは真珠の園じゃないってことだよ」

　ウィルは興味なさそうに立ち上がった。マギーがつまらなそうに、

「真珠の園は捜さないの？」

「そんな夢物語追ってもしかたないだろ。まずはこっち」

　そう答えて、ウィルは地図を振ってみせる。

「大体、ここら辺で真珠が採れるはずないんだ。あったとしたって──」

「いやっ、真珠は採れてたかもしれないぞ！」

　なにか言いかけたウィルの言葉を遮さえぎって、バズが意気込んで立ち上がった。

「どういうことよ、バズ」

「この辺は昔は気候が温暖で、一年中暖かかったんだ。今は気候が変動しちゃったけど、当時は海の水も南の方から暖流が来てて、かなり温かかったって、本に書いてあったよ。だから、もしかしたら昔は真珠が採れてたかもしれない！」

　自分の推理にバズは有う頂ちよう天てんになり、目を輝かせて言った。だが、ウィルは冷たく、

「昔って、どのくらい前のことさ」

「三百年くらい前」

「じゃっ、また明日な」

　手を振ってすたすた行ってしまうウィル。マギーも「あっかんべえ」をしてついていく。バズは慌あわてて、

「ああああ、なんで置いてくんだよう！」

「そんな昔のこと、考えてられっか」

「な、なんだよ、当時採れた真珠が埋うまってるのかもしれないだろ」

「あのなあ、真珠ってのは──」

　ウィルの言葉は途中で切れた。

「あ」

　マギーがさあっと青ざめる。

　バズの背後に、巨大な影──ジョーイ・タペンスが佇たたずんでいたのだ。







　５　塩を撒まく







　バズの背後に現れたジョーイ・タペンスは、右の頰ほおを紫に腫ふくれ上がらせ、そのほかの部分は真っ赤にして、汗だくで佇たたずんでいた。思い詰めたまなざしで子供たちを見おろしている。

「え？」

　ようやく気け配はいに気づいたバズが振り返り、異様な様よう子すのジョーイを見て腰を抜かしそうになった。

「ジョ、ジョーイっ」

　マギーが上うわ擦ずった声で叫さけんだ。ウィルも唾つばを吞のみこむ。

（こいつがまぬけな追い剝はぎってわけか）

　なるほど、こんな人中にのこのこ出てくるところを見ると、まぬけに間ま違ちがいはなさそうだった。だが、その巨体と腕の筋肉の盛り上がりは、まぬけな頭を充分に補おぎなうだろう。

　ジョーイが口を開く。

「お……俺……俺の、俺……」

「は？」

　先に進まないジョーイに、子供たちは聞き返す。どうやら気は急せくが、頭の回転がついていってないようだ。

「俺がどうしたの？」

「俺んちの、中から、は、箱っ、箱、ネックレスの入った、箱、持っていったの、きっ、君たちだろ」

「ほら見ろ、やっぱりばれたじゃないか」

　ウィルは眉まゆを吊つり上げて、マギーを肘ひじで小こ突づいた。

　ジョーイは腫はれた頰を押さえて、涙目になりながら、

「きっ、君たちが、あれを持ってっちゃうから、お、俺、あんちゃんに、しから、叱しかられて、それから、な、殴なぐられたんだぞおっ」

「それはひどいわ！」

　いきなりマギーが憤ふん然ぜんと声を上げた。ぎょっとするウィルとバズを尻しり目めに、やはり目を円まるくしているジョーイに駆け寄って、

「ひどいわ、ジョーイはジョーイなりに一生懸けん命めいやってるのに、それを殴るなんて！　ちゃんと事情を説明した？　あたしたちのことは？」

「えっ？　あっ、うん」

「それなのに殴るなんて、勝手すぎるわ！　あーあ、こんなに腫れちゃって。待ってて、あたしたち、なにか冷やすものとお薬持ってきてあげる。ここで待ってて、絶対動いちゃだめよ！」

　マギーの勢いに圧おされ、ジョーイは慌あわてて頷うなずいた。

　マギーはぽかんとしているバズとウィルの手を摑つかみ、もう一度ジョーイに、

「ぜーったい動いちゃだめよ！」

　念入りに足止めをしてから、さっさと逃げだした。

　走りながらウィルは振り返り、

「ひええ、本当に待ってるよ。いいのか、あいつの人生あんな風で」

「人の人生よりあたしたちの方が問題よっ。早くお父さんに知らせなくちゃ」

　マギーの父親は村長の長男であり、ヨルカ村自警団のリーダーだ。

　すでに息を切らせているバズが、

「で、でもっ、グレアムさんは、デリクさんたちを捜しに、いったんだろ」

「じゃあ、ガントンコテージに……」

「まああてええええ」

　ウィルの言葉を遮さえぎって、ジョーイの間ま延のびした声が飛んできた。振り返ると、ようやく騙だまされたことに気づき、ジョーイがその巨体を揺らしながら三人を追いかけてくる。

「やあん、もう気づいちゃった」

「げっ。こりゃ冗じよう談だんじゃねえぞっ」

「ぼ、ぼくは……」

「バズは黙だまって走る！」

　なにか言いかけたバズを、ウィルとマギーが口を揃そろえて怒ど鳴なった。遅れるバズの手を、二人が両側から引っ張る。

　三人は広場の周辺をぐるぐる回り、柵さくを越え、馬車の下をくぐり、かしましおばさんたちの群れを突き飛ばして逃げ回った。そんな子供たちの小こ細ざい工くもなんのその、ジョーイは障害のすべてを突き飛ばし、迫せまってくる。まさに猪ちよ突とつ猛もう進しんだ。

「まああてえええ、まあてええ、箱を返せえええ」

「やあん、なんかジョーイ、こわあい」

「キレてる、キレてる」

　おとなしい奴やつにかぎって、こういうときは豹ひよう変へんするものだ。

（このままじゃカンペキ捕つかまっちまうぜ）

　焦あせるウィルの視界に、ちらりと焚たき火が入った。

「マギー、バズ！」

　叫びながら、焚き火とその下を指さす。のぼせて頭がくらくらしているバズはともかく、マギーはウィルの言いたいことが分かったようで、頷いた。

　三人は焚き火に向かって走り、

「はい、飛ぶう！」

　ウィルの号令とともにひらりと炎ほのおの上を飛び、滑すべりこむように着地しながら、

「と同時に、ベニヤあ！」

　ウィルとマギーは、すぐそばの水飲み場に敷いてあったベニヤを立ち上げた。

　案の定じよう、ジョーイは炎などものともせず突っ込んできて、ちょうど立ち上がったベニヤ板に激突した。その勢いに子供たちは弾はじき飛ばされたが、

「ぎょふっ」

　ジョーイは妙みような呻うめきを上げ、自みずからの勢いに跳はね返って背中から倒れこんだ。

　焚き火の上に。

「ひゃああああ、あつ、熱い、熱い、あつうういいい」

　ジョーイは飛び上がると、やけにのんびりした悲ひ鳴めいを上げながら湖の方へ走っていってしまった。それを見届け、ウィルはふうと息をつく。

「やれやれ、助かったぜ」

「ウィル、怖こわかったあ」

　ひしと抱きついてくるマギーをウィルは邪じや険けんに押しのけ、立ち上がった。

「まったく、こんなところにのこのこ出てくるなんて、あいつ、なに考えてんだ？」

「やあん、服が汚れちゃった」

「そういやあ、バズがいねえぞ」

　一いつ緒しよに走っていたはずのバズの姿がない。二人がきょろきょろしていると、誰だれかがウィルの襟えり首くびを摑んだ。

「うわあっ!?」

「ウィル！」

　ジョーイが戻ってきたのかと二人は慌てたが、見るとそれは、さっきウィルが突き飛ばした、郵便局の前で屯たむろしていた女の一人だった。

　反そり返って歩かなければならないほど太った女は、眉まゆを吊つり上げ甲かん高だかい声で、

「まあ、なんていたずらな子供たちだろう！　どこの子だい、公共の場で騒ぎ回っちゃいけないって教わらなかったの。まったく、親の顔が見たいよ！」

「俺の方が見たいや」

　ぼそっとウィルが言ったが、女には聞こえなかったようだ。

　女はさっきまで自分が立っていた場所を指さし、

「見てごらん、あんたに突き飛ばされたおかげで、買ったばかりの塩の袋をぶちまけちまったじゃないか。どうしてくれるんだいっ」

　そのあと、女はくどくどと二人を説教したが、ウィルは全然聞いてなかった。じっと塩がばらまかれたところを見つめ、考えこんでいる。

　女が去っていくと、マギーは思し案あん顔のウィルを覗のぞきこみ、

「どうしたの、ウィル」

「分かったぞ、地図の謎なぞが！」

　ウィルが喜き色しよく満まん面めんで叫さけんだ。マギーも一緒に顔を輝かせる。

「ほんとう!?　宝の場所が分かったの!?」

「ああ。タゴルカの丘だ」

　自信満々にウィルは答え、ガントン湖の反対側に見える、森に覆おおわれた丘に視線を向けた。

「あそこ？　どうして？　聖句の謎はなんだったの？」

「道々教えてやるよ。さっ、準備だ準備だ」

「アリアドニの宝ってなにかしら、わくわくするわあ。まずはどこに行くの？」

「とりあえずバズを見つけて──あ。いた」

　ウィルは自分の足の下を指した。そこには、ウィルとマギーに踏まれたベニヤに踏まれたバズが、目を回して伸びていた。




　三人は森の中の道なき道を、ざくざくと進んでいた。丘とはいえ切り立った斜面も多く、腐ふ敗はいした枯れ葉にずるずる足を取られる。

「それで、なんでここなの？」

　先頭を行くウィルにマギーが尋ねる。

　ウィルは木々に見え隠れする丘の頂上を仰あおぎながら、

「塩だよ、塩。タゴルカの丘には、昔、塩えん坑こうがあったんだ」

「塩坑？」

「キャサリン女王時代まで掘られてたっていうから、二百年ぐらい前かな。あのスコップは塩坑のマークだったんだ。蟻ありの巣みたいな線は、きっと坑道の地図だ」

「でも、今は使われてないんだろ──うわ！」

　しんがりを歩くバズがすっ転び、木に背中を打ちつけた。だが、これで二十二回目なので、前を行く二人は無視をした。

「海水から塩を取る方法が取り入れられてさ、この塩坑はお払い箱、今じゃあ地元の人間だってあったことも知らないわけだ。ま、入り口は丘の反対側だからしょうがないんだけど」

「本当の入り口はどうなってるの？」

「百年くらい前に発はつ破ぱで塞ふさがれちゃったよ。でも、空気や明かり取りの為ための縦たて穴が掘ってあるはずなんだ」

「分かったっ、ウィルはその縦穴を捜してるのね。でも、よく塩坑があるなんて知ってたわねえ」

　マギーが感動しながら言う。ウィルは「へへっ」と笑ったが、どこで知ったかは教えてくれなかった。

　そこへ、よたよたと追いかけてきたバズが、びしっとウィルに向かって人差し指を立て、

「じゃあ、その縦穴をどちらが先に捜しだすか、ウィルっ、ここで勝負だ！」

「あ、見ーっけっ」

　バズが宣言し終わらぬうちに、ウィルは嬉き々きと言い、斜面をのぼりだした。バズは拍ひよう子し抜けして、

「えっ？　も、もうおしまい？」

「残念でした、今回もバズの負けね」

　マギーは「べえー」と舌を見せると、ウィルのあとを追って丘をのぼっていく。いつまでも報むくわれないバズだった。

　丘の中腹に、枯れ葉に埋うもれるように裂け目が空あいていた。一見はただの窪くぼみのようだ。枯れ葉を搔かき出すと、幅三メートル、高さは一メートルくらいの横穴が出現する。奥行きはほとんどなかったが、すぐに深い縦穴が口を開けて彼らを待っていた。

「よし、降りるぞ」

　ウィルは持ってきたロープを近くの大木にくくりつけた。マギーが不満いっぱいに、

「えーっ、こんなとこ降りてくのお？」

「な、なんだか薄気味悪いなあ」

　バズも縦穴を覗きこみながら、こわごわと言う。ウィルは憮ぶ然ぜんと、

「だから、何度も言ってるけど、別にマギーたちがついてくることないんだって。怖こわかったらここか家で待ってろよ、出てきたら教えてやるから」

「アシスタントがいなかったら、困るのはウィルでしょ!?」

「抜け駆けはするなって言っただろ！」

　耳の両方から喚わめかれ、ウィルは耳を手で押さえた。毎度のことながら、頭も耳も痛いことだ。

　ともかく、三人はロープを伝って縦穴を降りた。マギーがきゃあきゃあ騒ぐほど深くはなかったが、バズは最後の二メートルで手を滑すべらせ、したたか尻しりを打ちつける。

　内部は意外と広かった。きれいにくり貫ぬかれた壁かべは、長年人が行き来していたらしく黒ずみ、なんともいい風合いを出している。

　ウィルはカンテラに火をつけた。暗くはないが、念の為だ。

　そこはちょっとした広場になっていた。坑道が幾いくつも分かれて延びている。

「んー」

　ウィルは腕を組んで考えていたが、一本の道を指して、

「よし、こっちだ」

「なんで分かるんだよ」

　擦すりむいた掌てのひらに息を吹きかけながら、涙目でバズが問いた。ウィルは「えっへん」と胸を反らして、

「捜し屋の星が呼んでいるのだ。こっちにお宝はあるっ」

「そんな勘かん、当てになるもんか。地図はどうしたんだよ、ぼくがちゃんと調べてやるっ。今度こそ、ぼくが先に見つけてやるからな！」

「あー、ここで勝負とかする気なら、ほら」

　バズの意気込みを軽く流し、ウィルは彼にアリアドニの地図と手紙を渡した。そして、

「先にアリアドニのお宝を見つけた方が勝ちな。じゃっ、俺はこっちに行くから」

「バズは違う道に行きなさいよっ」

　マギーもウィルの腕にしがみつき、「あっち行け」とばかりに手を振る。

　去っていく二人を、バズは地図と手紙を握りしめながら呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、

「あっ、明かりなしでぼくにどうしろっていうのさ！」

　顔を真っ赤にして、ぱたぱたと追いかけてきた。

　坑道はよほどしっかり掘られたらしく、支柱のたぐいはわずかしかなかった。天てん井じようも高く、壁もつるつる磨みがかれたように黒光りしている。ところどころ、彼らが降りてきたような明かり取りがあり、坑道は決して真っ暗になることはなかった。

　くねくねと道は不規則に曲がり、何度もほかの道と合流し、分ぶん岐きする。そこを、ウィルはまったくためらいもなく進んだ。アリアドニの描いた地図がある分、このくらいは彼にとって迷路のうちに入らないのだ。

「アリアドニも子供のころにここを見つけたのかしら」

「多分な」

「じゃあ、宝って子供のときに隠したものなのね。なあんだ、ちょっと残念」

　ちょっとどころか、かなり落らく胆たんするマギーだった。子供の宝なんてたかが知れている。

　ウィルは笑って、

「たしかにその地図が描かれたのは二十年以上前だけど、宝を隠したのが六十年も昔とはかぎらないさ。あのアリアドニなら、四十過ぎてもスカートまくりあげてここに来ることくらい、平気でやりそうだもんな」

「じゃあ、すっごい宝があるかもしれないわねっ」

　途と端たんに現金に顔を輝かすマギー。別に彼女は金にがつがつしているわけではないが、やはり宝は豪華な方がロマンチックというものだ。

「でも、地図の聖句はどういう意味なの？」

「それは、見てのお楽しみ」

　そう言って、ウィルは片目をつむってみせた。

　答えはすぐに見つかった。坑道がホールに出る。

「わあ……」

　マギーが感かん嘆たんした。そこは礼れい拝はい堂どうになっていたのだ。

　朽くちかけた椅い子すが幾つも並び、正面の壁には色の褪さめたカーテンがかかっている。両わきには人がちょうど隠れられるような窪みが八つほどあり、荒あら削けずりの石像が設置されていた。床ゆかには金属製の杯さかずきや燭しよく台だい、壼つぼのかけらなどが落ちている。

　天井には大きな明かり取りの縦穴が空あいていて、やけにホールは明るかった。

「ここ、教会だったのか？」

　バズも呆あつ気けにとられながら呟つぶやく。ウィルは頷うなずいて、

「百年前に起きた『カツミレ』戦争ってあるだろ。ここはそのとき、美術品を疎そ開かいさせてた場所なんだ。その美術品の中に、今じゃあヨーデルミール大聖堂になくてはならない、画聖ブッティガルノの三さん位み一いつ体たい像もあって、それでここを一時教会にしてたんだよ」

「ああ、それで『主よ、大禍から我が身を救いたまえ』だったのね」

　ようやく納なつ得とくした様子で、マギーは頷いた。そして、尊敬のまなざしで幼おさななじみを見て、

「本当にウィルはなんでも知ってるのね。すごいわあ」

「地元の歴史ぐらい、捜し屋にはじょーしきだよ、じょーしき」

　これくらいなんでもないと、ウィルは肩をすくめる。常識というより、そういう話が彼の子守歌だったのだ。

「それで、宝はここにあるの？」

「うん、もう少し……」

　言いかけたウィルが「む？」と顔をしかめた。

「どうしたの？」

「なんか聞こえる──足音？」

　三人は顔を見あわせた。出入口が塞ふさがれたこの廃はい坑こうに、足音？

「ううううううう」

　不ぶ気き味みな唸うなり声が坑道にこだまする。マギーが飛び上がった。

「ジョーイだわ！　あたしたちを追ってきたのよ！」

「まさか、いくらなんでもこんなところには……」

　ウィルは疑ったが、果たして、すぐにジョーイがホールに現れた。

　どうやら湖のそばを通ったのが失敗だったようだ。あとをつけられていたらしい。あのあと湖に飛びこんだらしく、ジョーイは全身ずぶ濡ぬれだった。

　縦穴を降りてきたようだが、綱つなが切れたのか手を滑すべらせたのか、ズボンの膝ひざを破り、腕にも顔にも擦すり傷をこしらえている。

　へらあとジョーイは笑った。

「みいつけええ」

「きゃっ！」

　慌あわててウィルの背後に隠れるマギーとバズ。ウィルは顔をひきつらせながら、

「な、なんだよ、あんた、さっきから」

「そっ、そっちの子供たちが、お、俺の家から、箱を盗ぬすんでった。か、返せよおっ」

「なに言ってるの、あんたたちが先にデリクから盗んだんでしょ！」

　ウィルの陰かげに隠れながら喚わめくマギーの口を、慌ててバズが塞ぐ。マギーが口を挟はさむと、よけい話がこじれるだけだ。

「返せ、返せよお。あれがないと、あんちゃんにまた殴なぐられちゃうよお」

　太い指を突き出して近づいてくるジョーイに、子供たちはじりじりと後退した。

　ウィルはどうしたものかと考えていたが、不意に名案を思いつき、にやりと笑うと、

「それより兄ちゃん、もっといいモンがあるぜ」

「いいもの？」

　思ったとおり、ジョーイは興きよう味みを示してきた。

「ああ。あのネックレスと同じくらい、いんや、もっとすごい、お宝だ。俺たち、宝の地図を持ってるんだぜ。兄ちゃんもあんなネックレス一つより、お宝の方がいいだろ」
















「ウィル、それは！」

　バズが抗議の声を上げたが、マギーに足を思いっきり踏まれ、声にならない悲ひ鳴めいを上げてうずくまった。

　お互いを黙だまらせあっている二人は無視して、ウィルは言葉を続けた。

「もし、俺たちを諦あきらめてくれるっていうなら、お宝の在あり処かを教えてやるよ」

「ど、どこにあるんだい？」

　宝という言葉にジョーイは興こう奮ふんして、顔を紅こう潮ちようさせながら尋ねる。ころりと引っかかるところ、単なるまぬけというよりは、彼はむちゃくちゃ人がいいのかもしれなかった。

（こういう奴やつ騙だますのって、良心が咎とがめるよなあ）

　だが、相手は追い剝はぎだ。情けは禁きん物もつである。

「このホールのどこかさ。たぶん、床ゆかのどこかに埋うめられてるはずだ。俺たちはここで帰る、兄ちゃんは宝を掘り当てる。それで問題は解決だ」

「でも、本当にあるのかなあ」

　さすがに話がうますぎると考える頭はあるらしく、ジョーイも首を傾かしげた。ウィルはしゃあしゃあと、

「本当だよ！　じゃなかったら、なんでこんなところまで俺たちが来てるのさ。兄ちゃんのあんちゃんだって、きっと喜ぶよ。弟がこんなお宝を持って帰ってきたって、そりゃあ、小こ躍おどりだってしちまうくらいさあ。どう、いい話だろ」

「うーん。そうかあ、あんちゃんも喜ぶかあ」

　すでに子供たちを追いかけてきた目的も忘れ、ジョーイは兄に褒ほめられるかもしれない話に乗り気になっていた。どうやら「あんちゃんの為」というのが彼の弱点らしい。

「ほら、地図だってやるよ。これで信用してくれただろ。あんちゃん、絶対喜ぶぜ！」

　だめ押しとばかりにウィルは地図をジョーイに渡し、彼の大きな背中を叩たたいた。

　ジョーイはその巨体からは想像できない、頑がん是ぜない笑顔で頷き、

「そうだね。君たち、やっぱりいい人たちだったんだ、ありがとう！」

「礼には及ばないって。んじゃ、がんばって捜してくれっ」

　そう言うと、互いに口を押さえあっているバズとマギーを引っ張って、ウィルはホールを出た。残されたジョーイはやる気満々で、さっそく手で床を掘り始める。

　マギーから解放されると、バズが文句を垂たれ始めた。

「なに考えているんだよ、ウィル。あいつに宝の在処を教えるなんて。しかも、地図まで渡しちゃって」

「いいんだ、もう地図の内容は覚えたから。それに、アリアドニがあんなに『いかにも』なところに隠すわけねえもん」

　手をぴらぴらさせてウィルは答える。それから、うしろを振り返り、

「しっかし、二回もあっさり騙されちまって、あいつの人生あれでいいのかなあ」

　小走りに進みながら、ウィルは本気で心配する。それはマギーもバズも同様だった。

「じゃあ、宝ものは本当はどこにあるの？　あの地図にはもう目印らしいものはなかったのに」

「だから、そこがアリアドニのやることなんだよ。絶対書いてあるんだ。生きてたらこう言うんだぜ、『おや、あたしは絶対分かるように地図は書いたよ。見てごらん、ここさ。こんなことも分からないんじゃあ、あんたのオツムは九割がた寝てるんだろうよ、わしゃしゃしゃ』ってさ」

　妙な笑い声まで真ま似ねしてウィルは言う。

「ってことは、絶対こっちなんだ。間ま違ちがいない」

「やけに自信満々だな」

「悪いけど、今はバズと遊んでられねえよ。いくらあいつだって、そのうち噓うそだって気づくだろ。急ごう」

　そう言って、ウィルは歩調を速めた。慌あわててマギーとバズはあとを追う。

　ウィルに導みちびかれ、子供たちは坑道をひた走った。進むにつれ、今までは滑なめらかに掘り整えられていた坑道の壁が、でこぼこした、ただ無む造ぞう作さに掘っただけのものになる。どうやら採さい掘くつ末期の道のようだ。

　マギーは壁を仰あおぎながら、

「ねえ、この壁、なんか光ってない？」

「岩から塩分が染しみでて結晶化してるんだ。カンテラの光に反射してるんだよ」

「ふううん。きれいねえ」

　小さな結晶が光を浴びて、まるで星空のように輝いている。マギーは立ち止まってよく見たかったが、置いていかれそうなので残念だが諦あきらめた。

　砂じや利りを踏み、岩をのぼり、突き出た岩がん盤ばんをよける。そして、彼らはとうとう行き止まりまで来てしまった。

　採掘作業の途中で仕事がなくなったらしく、つるはしやもっこ、樽たるなどの採掘道具があちこちに落ちている。

「お、終わりだぞっ。そ、それらしいものなんて、ないじゃないか」

　ぜいぜい息を切らしながら、バズが咎とがめるように言った。ウィルは辺あたりをきょろきょろ見回していたが、

「あったっ」

　嬉き々きとして彼が近寄ったのは、地面に突き刺さったまま、柄えの部分が朽くちようとしているシャベルだった。

　バズは目を円まるくし、それからどっと疲れた様よう子すで、

「……まさか、それが？」

「それは掘ってみてからのお楽しみっ」

　ウィルは背の高さもあるシャベルを手にし、床を掘り出した。岩盤のわりには簡単に掘ることができる。ちょうど、以前に掘り返されたことがあるように。

　果たして、すぐにカチンという音と、岩ではない手て応ごたえがある。

　丁てい寧ねいに手で掘ると、そこから白はく磁じの小箱が出てきた。少し色が剝はげていたが、染めつけがしてある。

　それは、ガントンコテージから出てきた箱、そして、デリクがアリアドニから渡された箱と同じものだった。







　６　子供のしつけ







　蓋ふたが開かなかったので、三人はいったんウィルの家に戻ることにした。途中、教会跡あとを覗のぞいてみると、ジョーイが実に楽しそうに床ゆか掘りをしていたので、なんとなく良心の呵か責しやくを感じてしまう三人だった。

　家に帰ると、さっそくエドの道具で密みつ閉ぺいされた箱をこじ開ける。

　子供たちの期待に沿って、中には白銀に輝く真珠がびっしりと詰めこまれていた。振っても動かないほど、隙すき間まなく埋うめられている。

「うへえ……」

　三人は呆ぼう然ぜんと真珠の詰まった箱を見つめた。これだけで一体いくらになるか見当もつかなかったが、一年や二年、遊んで暮らせることは間ま違ちがいない。

　三人は魔法をかけられたように真珠に見入った。それでも、ウィルはこういうことに慣れているだけあって、すぐに我われに返ると、

「よし、何個入ってるか数えてみよう」

　無む造ぞう作さに箱をひっくり返す。

「きゃっ！　ウ、ウィル、もっと丁てい寧ねいに扱あつかってよ！」

「うわあ、落ちてきた落ちてきた」

　高価なものを前にマギーとバズは尻しり込ごみして、気が気でないといった様よう子すで騒いだ。

「平気だよ、こんなものの一つや二つ。量はあるけど、粒が小さいもん。一粒はそんなに高いもんじゃない」

「どのくらい？」

「んー、金貨五枚くらいかなあ」

「充分高いだろ！」

　貧びん乏ぼうなわりには金銭感覚が貴族並みのウィルだった。

「あっ、中におっきいのが入ってる」

　そう言ってウィルが搔かき出したのは、直径二十ミリはあろうかと思われる巨大な黒真珠のついたブローチだった。

　アリアドニのネックレスと同じ、神秘的な彩りを見せるピーコックカラーの真珠だ。

「…………」

　三人は顔を見あわせた。

「……宝？　かしら」

「たぶん」

「い、いくらするんだろ」

「さあな。でもこの一粒で、ほかの全部合わせた値段より高いってことはたしかだ」

　ウィルはなぜか憮ぶ然ぜんと言い、テーブルの上にばらまいた真珠を箱に戻した。そして、小さな真珠を一粒ずつマギーとバズの手に握らせてやる。

「はい、今回の仕事料。あとはクラドックさんに返すよ、ただで貰もらうにはちょっと高すぎらあ」

「いいの？」

　マギーは自分の掌てのひらの真珠を見つめながら聞き返した。ほしいけど、子供がこんなものを貰ってはいけない気がしたのだ。バズも困こん惑わくしている。

　だが、ウィルは片目をつむり、

「こんだけあるんだもん、二つや三つどうってことないさ。大体、拾いぬしには謝礼ってもんが出るんだぜ。取っとけって」

「ぼく、学費に取っておこう」

　バズはほっとして、大事そうに真珠を掌で包んだ。

　こんな田舎いなかの診療所では、収入より出費の方が多く、家計が苦しいことを彼は知っている。だが、「治療費はお金があるときでいいですから」と言うフェナット医師は、誰だれからも尊敬されていたし、バズもそんな父親が好きだったので、できるだけ家の負ふ担たんにはなりたくなかった。

　一方、マギーは喜き色しよく満まん面めんでウィルの腕にしがみつき、

「あたし、ウィルとの結婚式につける為ため、取っておくねっ」

「だから、どうしてそこでウィルなんだよお！」

「どうしてって、運命の赤い糸があたしたちを結びつけてるんだもん。ね、ウィル──ウィル？」

　いつもなら邪じや険けんにされるのに、なにもしないウィルにマギーは訝いぶかる。

　ウィルは合が点てんがいかない面おももちで、考えこんでいた。

「どうしたの、ウィル」

「うーん、どうも納なつ得とくいかないなあ。そりゃ、これはこれですごい品だけど、アリアドニがこんなもの俺にくれようとするかなあ」

　ブローチをテーブルの上でくるくる回しながら、ウィルは顔をしかめる。

「ウィルにくれたのは宝の地図なんでしょ。見つけることに意義があって、アリアドニは中身のことはあまり問題にしてなかったんじゃないの」

「そーかなあ」

　じっとウィルは小箱を見つめた。

「なにか見過ごしているような気がするぞ。大体、あの詩がなんで一いつ緒しよに入ってたんだろう。あんなこっぱずかしいモン、本当にただのラヴレターなら、アリアドニは絶対俺なんかに見せるはずがない。なにか意味があるんだ」

「あっ、分かったぞ」

　急にバズが大きな声を出した。ウィルとマギーの怪け訝げんな視線を受けながら、自信満々に、

「アリアドニがなんでこれをウィルに捜させたか分かったんだ。彼女は、伝説の真相を伝えたかったに違いない」

「伝説って、真珠の園そののこと？」

「そう、それっ。いいかい、真珠の園っていうのは、実はあの塩坑のことを言ってたんだ。ほら、塩の結晶が光ってきれいだってマギーも言ってただろ。それをアリアドニと海運王は真珠にたとえた。でも噂うわさに尾お鰭ひれがついて、彼女たちが真珠の園を見つけたという伝説ができあがってしまったんだ。しかし、そこで素す直なおに否定するようなアリアドニじゃあない。逆に、この真珠の詰まった箱をあとから埋うめにいって、宝を捜しにきた人間を笑おうって考えたに違いない！」

　力を込めてバズは断言する。ウィルは難むずかしい顔のまま、

「まあ、たしかに洒落しやれでそういうことをするばあさんだったけどな。でも、詩が入ってたのはどう説明するんだよ」

「あれは海運王へのプロポーズの返事なんだろ。伝説ではアリアドニと海運王が一緒に真珠の園を見つけて、それでプロポーズされたことになっているんだから、符ふ合ごうさせたんだよ」

　そう言ってバズは胸を張った。だが、マギーの冷たい一ひと言ことが。

「考えすぎ」

「うっ。マ、マギー、そんなあ」

「そういう込み入った推論すること、なんて言うか知ってる？　下へ手たの考え休むに似たりって言うのよ」

「それはちょっと違う気がする……」

　突っ込みを入れるバズの頭を、すかさずマギーは殴なぐる。

「ぐだぐだ文句言わないっ。どっちにしろ、あの塩坑が真珠の園だなんて、全然説得力がないわ。ね、ウィルもそう思うでしょ？」

「まあ、アリアドニの洒落っ気に関してはいい線いってるけどな。でも、彼女はあまり回りくどいことはしねえよ。じゃなかったら、俺たちがこうやって深く考えすぎるのを、あの世で笑って見てるんだろうな」

　ウィルは答えながら、箱をもう一度ひっくり返してみた。中身を全部出し、中を調べてみる。そして、

「こういう具合に」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで二人に空からの小箱を見せる。中を覗のぞくと、外面と同じように色とりどりの染めつけが施ほどこされていた。愛らしい天使たちの絵だ。中央に製造窯がまの銘めいと、こういうものにはつきものの祝福の言葉、そして見慣れぬ文字で一文、なにかが書かれてある。

「これ、教会語でしょ。なんて書いてあるの？」

「『ハズレ』」

「え？」

「『ハズレ』って書いてあるんだよっ。ちくしょう、やっぱりこうだ。わざわざオグゼンマイヤー窯ように特注して作らせて、書かせた言葉が『ハズレ』だあ？　あのくそばばあ、こんな手の込んだハズレを作るんじゃあねえ！」

　あの世に届けとばかりにウィルは喚わめいた。




　というわけで、アリアドニの罠わなにまんまと引っかかったウィルたちは、もう一度始めから宝捜しに取り組むことになった。

　その前に、手に入れた真珠をガントンコテージに持っていくことにする。

「じゃあ、この宝石も囮おとりだったわけ？」

「ああ。まったくあのばばあは、屋敷一軒買えるほどの金かけて、ダミーなんか埋めるんじゃねえや」

　森の小道を歩きながら、ウィルはまだ腹立たしそうに言った。アリアドニにいっぱい食わされたことが、かなり悔くやしかったのだ。

　バズは信じられないといった面おももちで、手の中の小箱を見つめながら、

「じゃあ本当の宝は、この真珠よりもっとすごいものなのかな」

「じゃなかったら、まったく価値のない、紙屑くずだったとしても俺は驚かないぞ。それできっと、アリアドニの手紙が入っているんだ、『どう、頭の勉強になっただろう？　これがあたしの最後の贈り物だよ』」

　ヤケになってウィルは言う。しかし、この金のかかったハズレを見るかぎり、あながちでたらめとも思えなかったので、マギーとバズは大きくため息をついた。

「これ、デリクがメリッサに持っていたら、どうなってたかしらね」

「ハズレ、だもんなあ。メリッサさんが教会語を読めなければいいけど」

「それにしても、あの二人、本当にどこ行っちまったんだか」

　三人はうーんと首を傾かしげる。メリッサとデリクに関してはまったく手がかりがないというのも妙みようなものだった。遠くへ行くならそれなりに準備も必要だろうし、闇やみに紛まぎれて消えたとしても、誰にも見られずにそんなに遠くへは行けないはずだ。二人とも、夜中に森を歩き回れるほど、この辺の地理に詳くわしくはないのだから。

「まあ、あの二人はなるようにしかならないな。俺たちは宝捜しを続行すると」

「そのうち、メリッサがデリクに幻げん滅めつして帰ってくるわよ」

　応援していたわりには、ひどいことを言うマギー。

「それで、本物の宝ってどこにあるの？」

「それはこれから……」

「おまえたちが本物の宝を見つけるわけだ」

　突然、第三者の声が割りこんできて、三人はぎょっと振り返った。

　いつの間に近づいたのか、背後に一人の男が佇たたずんでいた。

　その男は背の高い方ではなかった。瘦やせた体に不ふ似に合あいなほど大きい、ぎょろぎょろした鋭するどい目で、子供たちを傲ごう然ぜんと見おろしている。口元は奇妙に歪ゆがみ、嘲ちよう笑しようと怒いかりがまぜこぜになった表情だった。

　男のうしろにはおどおどと身を丸め、瘦せた男のやることを見ているジョーイの姿がある。

　ということは、これがジョーイの「あんちゃん」だろうか。

　だが、まったく似ていない。容よう姿しも、漂ただよわせる雰ふん囲い気きも。

　この男は狡こう猾かつで、残忍な雰囲気を持っている。

「逃げろ！」

　やばい。危険を感じてとっさにウィルは叫さけんだが、それより早く、男──プッチイ・タペンスはバズの手から真珠の入った箱を奪うばい取った。

「あっ！」

　慌あわてて手を伸ばした少年のひ弱な体に、プッチイは容よう赦しやなく、強きよう烈れつな蹴けりを入れる。

「ぐぶっ」

　くぐもった呻うめきを洩もらし、バズは痛みに顔を歪めて膝ひざをついた。血の気けの引いた顔に汗を浮かべ、おなかを押さえながらそのまま倒れこむ。

「バズ！」

　駆け寄ろうとしたウィルの胸ぐらを、すかさずプッチイは摑つかんだ。ぐいっと持ち上げられ、足が地面から離れる。

「な、なにしやがるんだよ！」

　手足をばたつかせて暴れるウィルに、プッチイはにやりと笑うと、彼の鳩尾みぞおちに膝蹴りを食らわせた。

「！！」

　声にならないほどの痛みが走る。一いつ瞬しゆん、息をすることさえできなかった。

「ウィル！」

　マギーが真っ青になって、夢中になってプッチイに飛びかかった。拳こぶしでべしべしとプッチイの腕を叩き、

「二人になにするの！　いきなりひどいじゃない、ひどい、ひどい！」

「うるせえな」

　苦にが々にがしくプッチイは呟つぶやき、足でマギーを蹴り飛ばした。悲ひ鳴めいを上げて倒れるマギー。

「おい、ジョーイ。その娘を捕つかまえとけ」

「う、うん、あんちゃん」

　ジョーイは兄の乱暴なふるまいにうろたえていたが、それでも兄の命令は絶対らしく、マギーを押さえつける。

　その間にプッチイはウィルを地面に叩きつけると、げしげし蹴り続けた。陰気な笑みを浮かべながら、

「よくも可愛かわいい弟をさんざん騙だましてくれたな。おかげでジョーイは爪つめを三枚も剝はがしちまった。こんな純情な奴やつを騙すと、神さまの罰ばつが下るぜ」

　たしかにプッチイの言うとおり、ジョーイの太い指には小こ汚ぎたない包帯が巻いてある。

　つまり、ジョーイはウィルたちと別れたあと、ばか正しよう直じきに手でずっと掘り続けていたのだ。生爪を三枚剝がしたところで、家に戻ってスコップを取ってきた方が効こう率りついいと気づき、コンテナに戻った。そこで帰っていたプッチイに、ようやく騙されたことに気づかされたわけである。

「でもあんちゃん、俺、痛くないよお」

「おまえは黙だまってろ！」

　当とう惑わくした様よう子すで口を挟はさむジョーイに、プッチイは怒ど鳴なった。どうやら騙されたことを、ジョーイはまだ完全には理解していないようだ。

　プッチイはウィルの背中を踏みつけ、猫なで声で、

「で、どこに本物の宝があるんだい、坊ぼっちゃん。早く答えないと、骨を潰つぶすことになっちまうぜ」
















「…………」

　だが、ウィルは呻うめくこともできないほど、ぐったりしている。

「人でなし！　こんな子供いじめて、それが大人のすることなの!?　恥はじを知ったらどう！」

　ジョーイに押さえられながらも、マギーはきゃあきゃあ喚わめき続けた。プッチイは苛いら立だたしげに、

「本当にうるさい娘だな。ジョーイ、殴なぐって気絶させろ」

「えー。でもあんちゃん、マギーちゃんはいい子だよ。俺、助けてくれたし。それに女の子を殴る奴は腑ふ抜ぬけだって、あんちゃんいつも笑ってるじゃないか。俺、あんちゃんに笑われたくないなあ」

　兄の言葉が絶対であるジョーイは、矛む盾じゆんを抱かかえるとどうしようもなく困ってしまうのだった。プッチイは言葉に窮きゆうしたが、自分で女の子を殴るのもなんだったので、

「じゃあ、口を押さえてろっ。そんなに騒がれると人が来ちまう」

「うん、そうだね」

　今度は素直にジョーイはマギーの口を塞ふさぐ。

　プッチイはウィルの髪を摑み、顔を上げさせると、

「よう、なんか言える気力はあるか」

「……ハゲ」

　ぽつりと呟つぶやいたウィルの言葉に、プッチイはさあっと青ざめた。明らかに狼ろう狽ばいしながら、

「お、おまえ、なんでそのことを知ってる!?」

「ハゲ……タカ山に日が昇るとき……大いなる大地の神殿から笑う猫来たりて、三べん回ってワン……」

　ぶつぶつと呟き続けるウィル。プッチイはきょとんとした。

「もしかして、それが暗号か？」

「大地の神殿で三べん回ってワン、だ……いいか、忘れるんじゃねえ……」

　ぐったりしながらも、死に際ぎわの海かい賊ぞく船長きどりでウィルは言う。

　だが、この手はプッチイには通用しなかったようだ。

　彼はじっとウィルを見おろしていたが、不意に「へっ」と鼻で笑うと、少年の腹に思いっきり蹴けりを入れた。

「ぐえっ」

　胃をえぐられ、ウィルは吐はき戻してしまう。

　プッチイはぐっとウィルの髪を引っ張り、にやにや笑いながら、

「なあに言ってんだか、皆かい目もく見当もつかねえなあ。なるほど、そいつは宝の暗号かもしれねえ。俺はあんまり人は疑わないようにしてるんだ。しかし、いかんせん俺は頭が悪い。暗号なんか解とけねえんだよ。おまえ、あのトリック・ゴーダの息子なんだってな」

「…………」

「それじゃあ、そんな暗号解くぐらい簡単だよなあ。解けたら俺たちにも教えてくれねえかい。なあに、謝礼ははずむぜ。あの小娘の命──じゃあ、ちょっと安すぎるかな？　なんなら死体にして渡してもいいんだぜ」

「うーっ、うーっ！」

　足をばたばたさせて、マギーが抗議する。だが、ジョーイにしっかり捕つかまえられていて、どうにもならなかった。

　プッチイは目を細め、低い声で、

「小娘の命が惜おしいなら、さっさと真珠の園そのの在あり処かを見つけてくるんだな。そのうち俺らから連絡を取る。分かったな！」

　そう言って、再びウィルをゴミのように地面に叩たたきつけた。

「ジョーイ、行くぞ！」

「あんちゃん、マギーちゃんは？」

「ばかやろう、聞いてなかったのかっ。連れてくんだ、逃げられるんじゃねえぞ！」

「うん」

　慌あわててジョーイはマギーを小こ脇わきに抱かかえ、肩をいからして去っていく兄についていく。

　あとにはボコボコにやられたウィルと、白目をむいているバズが残された。




　一時間後、二人は通りがかった村人たちの手によってフェナット診療所に運ばれ、さらに一時間後、日が落ちてから、それぞれの保護者とともに村長の家を訪れていた。

　そして。

「グレアム！」

　マギーの母親ケイトが制止する暇ひまもなく、グレアム・ディーバは全身痣あざだらけのウィルの頰ほおを平手で殴なぐり飛ばした。

　身がまえていたとはいえ、ウィルは軽々吹き飛び、反対の頰を床ゆか板いたにしたたか打ちつける。

「いってえ……」

　唇くちびるの端が熱くて、触さわってみると手に血がついた。

（タペンス兄の方が手て加か減げんしてたぜ）

　だが、それを口にするほど、ウィルは傲ごう慢まんではなかった。せいぜいグレアムを、睨にらむように見上げるくらいだ。

　隣となりではバズがおろおろして、次は自分の番だと顔を青ざめさせている。少し離れたところには、仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組んだエド、心配そうな面おももちのフェナット医師が立っていたが、二人はなにも口を挟はさまなかった。

　グレアム・ディーバは厳げん然ぜんたる態度で、ウィルに向かって、

「痛いのは当たり前だ、本気で殴ったのだからな。だが、おまえはそうされるだけのことをしたのだ。それは分かっているな」

　無言で頷うなずくウィル。

「俺は日頃から言ってあったはずだ、おまえたちのくだらない仕事にうちの娘を巻きこむなと。しかし、エドウィンはともかく、ウィル、おまえは責任感は強い方だし、危険には近寄らない知恵がある。大体、子供の遊びに大人おとながとやかく言うのもなんだと思って、今まで口を出さなかったのだ。だが、その判断は間ま違ちがいだったようだ」

「おい、なぜ私が……」

　エドがなにか反論しようとしたが、フェナット医師に止められた。ウィルも、「子供の遊び」と言われても我が慢まんする。

　グレアムは言葉を続けた。

「俺は自分の間違いは認める。これからはうちの娘とおまえとの一いつ切さいのつきあいを認めん。分かったら家に帰れ」

「あんた！　それはひどいよ、この子たちは大の仲良しなのに！　マギーが知ったらどんなに悲しむか」

　ケイトは夫になんとか考えなおさせようとした。だが、グレアムは吐き捨てるように、

「そのマギーはここにはいないっ」

　その言葉を聞いて、はっとケイトも押し黙だまる。

　厳格な父親でも、可愛かわいい末の娘を賊ぞくにさらわれたのだ。本当ならもっと激げつ高こうしてもおかしくはなかった。それを自制しているのは、自警団のリーダーとしての立場と、ウィルが子供で、その怪け我がから見てもどうしようもない状況だったと分かるからだ。グレアムは決して分からず屋ではなかった。

　そこで、ようやくエドが動き、グレアムを見上げたまま動かない孫の頭を床に押しつけた。

「すまん、グレアム。私の監督不行届きでこんなことになってしまって。ウィルもほれ、こうして額ひたいをつけて謝あやまっている。許してはくれんか」

「過あやまちは誰にでもある、それは許そう。だが、二度と同じことをくり返さないように反省と改善は必要だ。もううちの娘には近づくな」

　淡たん々たんと、だが頑がん固こにグレアムは言い張る。村いちばんの石頭は、ちょっとやそっとでは気が変わりそうになかった。

　ウィルは立ち上がると、無言のまま部屋を出ていった。

　バズは狼ろう狽ばいして、ウィルが去ったあととグレアムを見み比くらべていたが、グレアムが素そつ気けなく、

「バズも出ていけ」

「で、でも、ぼくも……」

「バズもマギーを唆そそのかして、悪い遊びをしないように。ほら、あとは大人の仕事だ」

「はい……」

　しょぼんと肩を落とし、バズも家を出ていく。

　それをエドは見送りながら、

「あいかわらず手て厳きびしいな、グレアム」

「きさまが甘すぎるだけだ。子供のしつけは親の義務だ、祖父のきさまがしっかりしてない分、俺がしつけるしかないだろう」

　憤然とグレアムは答える。エドは手を広げて頭を振り、

「ああ、グレアム、君は考えることが青いなあ。いつまでたっても青年のようだ」

「きさまのような万年青二才に言われたくない！」

　へらへら語るエドに、グレアムは青筋を立てて怒ど鳴なった。

「まあまあ、二人とも」

　エドに摑みかからん勢いのグレアムを、いちばん年下のフェナット医師がなだめる。

　年は同じだというのに片や祖父、片や父親。それなのにエドの方が態度も容よう姿しもずっと若く見えるところに、グレアムのゴーダ家嫌ぎらいの理由があるのだろうか。そんなことを考えてしまう、苦労の多いフェナット医師だった。




「待って、待てよ、ウィル」

　家に向かう道をよたよた歩いていくウィルに、バズはすぐ追いついた。

　ウィルとしては早足で歩いているつもりだが、プッチイに殴られたあとが痛くて前屈かがみになってしまい、どうしても体が動かないのだ。それでも、骨や内臓に傷がついてなかったのは、プッチイも子供相手に本気になるほどプライドがなかったわけではなさそうだ。

　追いついたものの、バズは気まずそうにウィルのあとを歩く。プッチイに蹴けられたのが自分は一回ですんだのはともかく、マギーの父親に公平に殴られなかったことを気にしているのだ。

　おずおずと、

「……ウィル、これからどうするのさ」

「宝捜しの続行」

　端的にウィルは答えた。きょとんとしているバズに、ウィルは前を見たまま、

「グレアムに言われたことは守るよ。でも、マギーが連れてかれたのは俺の責任だ。自警団がタペンス兄弟を捜すだろうけど、俺は俺のやり方でマギーを助ける」

　そう断言して、ウィルはキッと夜よ闇やみに包まれていく森を見み据すえた。

　知恵比べで負けたならともかく、子供相手に暴力をふるって勝ち逃げしたタペンス兄だけは、どうしても許せなかった。

（こうなったら、宝を捜しだしてあいつの鼻をあかすまで、気がすまねえっ）

「ぼ、ぼくもやるよっ。ぼくにだって責任はあるもの」

　懸けん命めいにバズは言う。だが、ウィルは手を振って、

「いいよ、これ以上犠ぎ牲せいが出たら面めん倒どうみきれねえもん」

「自分のことぐらい自分で責任取るよ。一人より二人の方が能率いいに決まってるじゃないか。こうしている間にもマギーは泣いてるかもしれないんだぞ！」

　ウィルは立ち止まって、じっと幼おさななじみの片割れを見つめた。バズは少し青ざめながら、でも真剣なまなざしでウィルを見返している。決心は固いようだ。

「……グレアムに殴られても知らないからな」

「マギーを助ける為ためだ、そのくらいっ」

　できるなら殴られたくはないが、それは言わないでおく。

　ウィルは頷うなずくと、左手で作った拳こぶしを突き出して、

「じゃあうちに来いよ。もう一度、始めから考えなおしだ」

「マギーを助けるまで、とりあえず勝負はおあずけだな」

　ウィルの拳を自分の拳で叩たたきながら、爽さわやかに笑ってバズは言った。だが、

「勝負？　なんの」

　目をぱちくりさせ、本気で聞き返すウィル。ようやく連帯意識を持ちかけた二人の間に、寒々とした風が吹き抜けたのは言うまでもない。







　７　女は度ど胸きよう、男は愛あい嬌きよう







「問題は、あいつらがただの追い剝はぎじゃなかったってことだな」

　自分の家に戻ったウィルは、すぐに部屋の隅すみに置かれた大きな木箱を漁あさりだした。中にはがらくたがびっしり詰まっていて、目的のものは簡単には見つけだせそうにない。

　バズはアリアドニの詩をテーブルに広げながら、

「どうしてそんなことが分かるのさ」

「タペンス兄は、俺に『真珠の園そのの在あり処かを捜しだしてこい』って言ったんだ。デリクは偶ぐう然ぜん狙ねらわれたんじゃない、アリアドニの遺品を持っていたから狙われたんだ」

「あいつら、真珠の園を捜してここに来たのか。何者なんだろう。真珠の園がこの辺にあるって聞いたのかな」

「それは分からないけど、なにか手がかりがあるって踏んだから来たんだろうな。ここにはガントンコテージがあるし」

「あの地図か！」

　バズは立ち上がった。顔を青くして、

「どうするんだよ、手がかりをあいつらにあげちゃったじゃないか！」

「いや、あの地図はただの罠わなだよ。俺はそれより、そのくだらない詩とこっちの方が重要なんだと思う──あったあった」

　ウィルは箱の中から布の袋を取りだした。

「中の方に落ちてたんだな。エドの奴やつ、ガラクタと見ればなんでも自分の道具箱に入れやがって」

　ぶつぶつ文句を言いながら、クロスを敷いたテーブルに中身を開ける。昨日壊こわした小箱の破片が出てきた。

　バズは破片の一つを手にして、当とう惑わくした様よう子すで、

「これが重要なもの？」

「タペンス弟は『ネックレスを返せ』じゃなくて、『箱を返せ』って言ってたんだ。あんまり気にしてなかったけど、塩えん坑こうから掘りだした奴、あれとこれって、外側の柄がらは一いつ緒しよだけど、内側は違うだろ」

　ウィルの言葉に破片をひっくり返してみると、たしかに塩坑の小箱は色とりどりの染めつけが施ほどこされていたのに、これは地味な藍あい色の流線が描かれているだけだった。

　じっとバズは模様を眺ながめ、そして、驚いた様子で、

「これ、地図になってる!?」

「だから、修復してみるんだって。うちには幸いプロがいることだし、道具は揃そろってるし」

　そう言って、ウィルはテーブルの上にエドの仕事道具をばらまいた。椅い子すに座すわり、腕をまくる。

「さーて、今夜は徹夜だ。バズ、とりあえず二つずつ組み合わせていこう」

「これでまた『ハズレ』が出てきたら笑えるけど」

「言うなよ、ありえそうで怖こわい」

「…………」

　そして、二人は黙々と修復作業を始めたのだった。




　さて、タペンス兄弟に人ひと質じちとして取られたマギーは、意外にもバズの言ったとおり、しくしく泣いていた。

「ふええん……ウィルう、バズう……」

　ジョーイに抱かかえられながら、えぐえぐと泣いている。彼女は孤こ立りつ無む援えんの立場になると、まったく弱気になってしまうのだ。

「マギーちゃん、泣かないでよ」

　ジョーイがおろおろと慰なぐさめる。彼も、仲間と離され、すっかりおとなしくなってしまったマギーが可哀かわいそうだったが、兄の言うことには逆さからえなかった。

　タペンス兄弟のコンテナは、昨日よりもさらに森の奥に移動されていた。昨日と違って、いつでも移動できるよう二頭の馬がつながれている。

「さあて、お嬢ちゃん。お友だちが迎むかえにくるまで、ここでおとなしく待ってるんだ。逃げてもかまわないぜ。今度は手て加か減げんしねえで、あの坊ぼう主ずを痛めつけるだけだからな。いいかい、お嬢ちゃん。俺はいちばん平和的な方法を取ってるんだ、感謝しろよ」

　そう言ってプッチイはマギーの頰ほおを乱暴に撫なでると、ロープでうしろ手に縛しばった。そして、彼女をコンテナの中に押しこめる。

「きゃっ」

　入り口で足を取られ、マギーはすっ転んだ。むわっと獣けものの嫌いやな臭においが鼻び孔こうを刺し、また泣きたくなる。

　だが。

「あら、新しい仲間ね」

　誰だれもいないと思ったのに声をかけられ、マギーは仰ぎよう天てんした。

「誰!?」

　顔を上げると、そこには同じように手足を縛られた若い女性が、にっこりとほほえんでマギーを見ていた。

　彼女はくすくすと笑って、

「初めまして、可愛かわいいお嬢さん。こんな格かつ好こうでごめんなさいね、私はメリッサ・クラドック。ゆうべから誘ゆう拐かいされているの」

　そう言うが、メリッサの落ちついた態度は、とても誘拐されている人間のものではない。手足を縛られているのも、まったく苦痛ではなさそうだ。

「メリッサ・クラドック!?　あの!?」

　マギーは驚きのあまり、心細くて泣いていたことも忘れて聞き返した。

「誘拐って、あいつら、ただの追い剝はぎじゃなかったの!?」

「ええ、そのようね。あなたも誘拐されたの？」

「ううん、あたしは人質で──あっ、そうだ、あたしはマギー・ディーバ。ヨルカ村の人間よ。ウィル・ゴーダの幼おさななじみなの」

「ああ、ウィルの」
















　すぐにメリッサは納なつ得とくする。やけに親しそうな口振りだったのでマギーはむっとしたが、それよりも好奇心が勝まさった。

「ねえ、どうしてこんなところにいるの？　みんな、あなたはデリクと駆け落ちしたって信じこんでいるわ。デリクは一いつ緒しよじゃないの？」

「まあ、駆け落ちだなんて。たまたま彼と一緒にいたところを、タペンス兄弟に捕つかまっただけなのよ。困ったわ」

　メリッサは美しい顔をしかめて答えた。聞けば、ゆうべのパーティが終わるころ、もう一度どうしても会って話がしたいとデリクに呼びだされ、湖のほとりに出たところを彼らに捕まったという。

「それでデリクは？」

「一発殴なぐられて、のびてしまったところまで知っているのだけど。私はそのままさらわれたから」

「変ねえ、湖の辺あたりはみんな捜してたから、倒れたままだったらもう見つかってるはずだけど」

　マギーは首を傾かしげた。だが、メリッサはあっさりと、

「もしかしたら、二度も襲おそわれたので、もういやになってヒューゴに帰ったかもしれないわ。それなら彼は無ぶ事じでいいのだけど。私のせいで怪け我がをされたら申しわけないもの」

「デリクって、そういう男なの？」

　マギーが聞き返すと、メリッサは肯こう定ていとも否定ともつかない、不透明な笑みを浮かべた。それ以上聞くのも気が引けて、マギーは話題を変えることにした。

「ねえ、やけに落ちついてるけど、あいつらが何者か知ってるの？」

「それが困ったことに、私は知らないのよ。営利誘拐とは思うんだけど」

　困こん惑わくしながらも、メリッサは笑顔を絶やさない。さすがはクラドック家の一人娘、たおやかな外見とは裏腹に、肝きもが据すわっている。

（これじゃあ、デリクみたいな根こん性じようなしに脈はないわね）

　デリクを哀あわれに思いながらも、マギーの心はメリッサに傾かたむいていた。彼女は芯しんのある女性が大好きなのだ。自分を子供扱あつかいせず、親しく話しかけてくれるところもいい。

「それよりも、あなたはどうしてここに？」

「あたしは……」

「おいおい、今、聞き捨てならないことを言ったなあ」

　コンテナの戸が開き、新鮮な空気とともにプッチイが現れた。

　彼は陰いん惨さんな笑みを浮かべながら、

「俺たちを知らないだって、メリッサさん。俺たちはあんたのことをよく知っているのに。いや、正確に言えば、あんたのばあさんを、だがな」

「アリアドニのこと？」

　マギーが聞き返す。メリッサは瞼まぶたを伏せた。

「まあ、おばあさまの敵の方だったんですね。困った人たちだわ、おばあさまはもう亡なくなられているのよ。今さらこんなことをしても、おばあさまは痛くも痒かゆくもないのに。もう土の下なのだから」

「誰が死人を相手にするかっ。いいか、よおく聞けよ。てめえのばあさんは人殺しなんだ」

「ひ、人殺し!?」

　ショッキングな言葉にマギーは仰ぎよう天てんした。メリッサは無言でプッチイの次の言葉を待っている。

　プッチイは手にしていた枝で、メリッサの頰ほおを突きながら、

「俺の親おや父じはな、ヒューゴで運輸会社を経営してたんだ。小さな会社だったが、独自のルートと信しん頼らいもあって、業績はまずまずだった。それを妬ねたんだのがてめえのばあさんでよお、金にもの言わせて社員は引き抜くわ、取引先にデマは流すわ、商品にいたずらするわ。しまいにゃあ、借金のカタに親父の命も同然だった航海ルートを取りあげて、クラドック海運は成長したんだよ。命を取りあげられた親父は、言葉どおり気力を失って、俺が七つのとき首を吊つって死んじまった。てめえのくそばばあのせいでな！」

　吐はき捨てるように言うプッチイ。青ざめるマギーを尻しり目めに、だが、メリッサは昂こう然ぜんと頭を上げ、まっすぐプッチイを見返した。そして、冷ややかに、

「それはお気の毒ですわ。甲か斐い性しようなしの父親のせいで、小さいころからご苦労なさったんですのね」

「なにい!?」

「それで、私をどうなさるの？　自分に商才がなかったことに気づかず、他人に非をなすりつけて現実から逃げだした父親の為ために、クラドックから身みの代しろ金きんをとって報復した気分になるつもりかしら。まあ、なんておもしろい考えをなさる方なんでしょう」

　大げさに驚いてみせるメリッサ。マギーはどきどきしながら、

（そうよ、そうよ、もっと言っちゃえ！）

と心の中で応援した。さすがにプッチイの怖こわさを知っているので、口には出せなかったが。

　案の定じよう、プッチイはこめかみに青筋を立てて、

「こ、この、女だと思ってりゃあ、舐なめやがって！」

「貿ぼう易えき業とはそういうものよ、客を同業者から奪うばったり奪われたり。決してなにかを生産しているわけではないのだから。あなたが父親を失ったのは気の毒だけど、道理も知らず自殺した者のことで逆さか恨うらみされても、私は困ってしまいますわ」

　挑ちよう戦せん的にメリッサは言葉を続ける。プッチイは拳こぶしを振りあげたが、背後で弟がきょとんとした顔で自分を見ているのに気づき、なんとかこらえた。大きく深呼吸し、気持ちを抑おさえる。

　けっ、とプッチイは歪ゆがんだ笑いを見せると、

「このアマ、やっぱりアリアドニの孫だぜ。顔は可愛いが、言うこともやることも鬼おにだ。お嬢さまよ、その甲斐性なしの息子がどこまでやれるか、ここでじっくり見ていろよ」

　メリッサは冷たいまなざしでプッチイを見つめた。

「やはり、身代金を要求するんですの？」

「最初はそのつもりだったがな、この小娘たちのおかげで予定変更だ。身代金なんてはした金より、お宝を手に入れてやるぜ」

「宝？　なんのことですの」

　初耳とばかりにメリッサは聞き返す。

「あなたたちは誘ゆう拐かいが目的だったのでしょう。それなのに、なぜ追い剝はぎなんかしたのかしら。犯行前にそんな目立つことをするなんて、常識がなさすぎますわ」

「そりゃあ、あの男の持ってた箱に、お宝の在あり処かのヒントが隠されてるって聞いたからよ。でも、そんときはなにも見つからなかったから、予定どおりてめえを誘拐したんだ。ところがどうだい、近ごろのガキは頭いいねえ、俺の代わりに宝を捜してくれるっていう奴が現れたじゃないか。けっ、あのじじい、俺たちが字も読めないバカだと思って、べらべら喋しやべっちまいやがってよ。宝は俺たちのもんだ、ざまあみやがれ」

　そう言って、プッチイは笑いながらコンテナを出ていった。

「なにが俺の代わりよっ、ウィルを脅おどしただけのくせに！」

　プッチイの姿が消えると、マギーは憤然と言い放った。プッチイたちの狙ねらいがネックレスではなく、それが入っていた箱の方だったなんて、思いもよらなかった。

　メリッサは顔を曇くもらせて、

「じじいが喋った？　パーシヴァルおじいさまはもう八年も前に亡くなられているのだから、誰かしら……宝って、アリアドニおばあさまの宝という意味かしら」

「そうよ、真珠の園そのに違いないわっ。アリアドニの真珠の園の話は知っている？」

　まだ怒いかりやまず、荒々しくマギーは言う。メリッサは頷うなずいた。

「ええ、おじいさまがおばあさまにプロポーズなされたという、真珠でできた海岸のことでしょう」

「それが、どうやらこの辺にあるらしいの。それをあいつらは捜しにきたんだわ。だって、ウィルに、真珠の園の在処を捜してこいって言ってたもの！」

　興こう奮ふん気味にマギーは説明する。だが、メリッサは目を細めて、

「まあ、そんな夢物語みたいなことを？　困った人たちね、私たち身内の者でさえ、ただの噂うわさ話だと思っているのに」

　メリッサの淡々とした言葉に、マギーは拍ひよう子し抜けした。

「え？　じゃあ、本当に噂でしかないの？」

「そのことについて、おばあさまはなにも言ったことはなかったわ。でも待ってちょうだい。彼らの父親が自殺したのは二十年も昔の話なのに、なぜ今ごろになって動きだしたかが問題ね。

　この時期というと、考えられるのはおばあさまの遺ゆい言ごんのどれかに、宝の在処を示したものがあったのかもしれないわね。それをタペンス兄弟が手に入れた、もしくはタペンス兄弟自身におばあさまが送ったのかもしれない。可能性はありえるわね」

　自分でいったんは否定しながら、メリッサは考えなおす。ありうる可能性を頭ごなしに否定しない、柔じゆう軟なんな頭の持ち主のようだった。

　思いこみの激しいデリクにはない、柔軟さだ。

（完全にデリクは負けてるわ）

　デリクのライバルはメリッサ自身だ。それに気づいたマギーは、大きくため息をついた。

「おばあさまがデリクに箱を渡して持ってこさせたのは、私にその宝の在処を隠した箱を管理しろということだったのかしら」

「でも、デリクが持ってきた箱には別にあいつが言うような宝の在処のヒントなんて、どこにもなかったけど……あのネックレスがそうなのかしら」

「ネックレス？」

　メリッサが聞き返した。

「え？　まだもらってないの？」

「デリクから？　ええ、なにも。そんな時間もなく誘拐されてしまったのだわ。ああ、かわいそうに、デリクは巻きこまれただけだったのね」

　憐あわれむようにメリッサは言った。マギーは上うわ目め遣づかいに彼女を見て、

「……ねえ、デリクと結婚する気はないの？　彼、本当にあなたを愛してるわ」

「まあ、マギーちゃんまで。聞いてちょうだい、いくらデリクが私を愛してくれていても、それだけでは結婚できないの」

「なんで？　貧びん乏ぼうだから？」

「いいえ。私と結婚するというのは、こういうことなのよ」

　メリッサは縛しばられた両手足を見せた。マギーを諭さとすように、ゆっくりと、

「こちらに悪気はなくても、事業が成功すればするほど、裏で泣く者は必ずいるわ。でも、私たちも自分の社員を幸せにする義務がある、手を抜くわけにはいかない。だから、こうして逆さか恨うらみされても、当然のこととして受けとめなくてはならないの。タペンス兄弟はまだいい方だわ、ときにはただ金持ちだからというだけで、妬ねたまれて襲おそわれることもあるのよ。それが私たちの世界なの。地位と伝統に守られた貴族社会とは違う。それについてくる覚かく悟ごが彼にはないわ。私と結婚するなんて到とう底てい無理よ」

「でも、彼と結婚したら伯はく爵しやく夫人になるんでしょ。そんな恐ろしい世界から手を引いても」

「私、家か督とくの権利を捨てる気はないの。それがだめなら、デリクとはやっぱり縁がなかったんだわ。私、自分の生き方を曲げる気はないの」

　きっぱり断言するメリッサ。毅き然ぜんとした態度の彼女に。

（メ──メリッサって、かっこいいーっ！）

　目を輝かせ、マギーはメリッサを見つめた。縛られていなければ、手を胸の前で組んでうっとりしているところだ。

「すてき！　あたし、メリッサを応援しちゃう！　誰がなんと言っても、自分の生き方を貫つらぬいて！」

「分かってくれてありがとう。でも嬉うれしいわ、同性からそんな風に言われるのは。マギーちゃんも、自分の生き方を曲げてはだめよ」

　微笑だが心から嬉しそうに言うメリッサの言葉に、マギーはこくこくと頷うなずく。

（いいわあ、なんでもはっきり言える女性って女の子の憧あこがれよね！　それでいて、性格はきつく感じないところがミソなんだわ。絶対声を荒げたりしないし、そうよ、相手に喧けん嘩かを売られても、怒らないで憐あわれむような視線で見る！　あれがポイントなんだわ！）

　囚とらわれの身ということも忘れ、気合いを入れてメリッサの研究に取りかかるマギー。もはや彼女の心は、デリクからメリッサに完全に移っていた。

　他人の恋こい路じの手伝いより、自分の魅み力りよくアップ。それが一いつ般ぱん的な女の子の心理だった。




　そして、翌朝。

「ふっ。日の出が眩まぶしいぜ」

「で、できた」

　ウィルとバズは組み立てあがった二つの小箱を前に、グロッキー状態だった。目の下を腫はらして、ひきつった笑みを浮かべている。疲労のピークを越え、躁そう状態になっているのだ。育ち盛りの子供に徹夜は無理があったらしい。

　箱はバラバラに砕くだけたものの、一つ一つの破片が大きかったおかげで、なんとか子供二人で一晩で修復することができた。二つの箱はそっくりだったが、片方はかなり古ぼけていたのも救いだった。

　窓から差しこむ朝日を浴びながら、ウィルはテーブルにつっぷすと、

「エドの奴やつ、手伝わせようと思ってたのに、帰ってこないなんて……あー、俺もうだめ。少し寝る」

「ここまで来て寝るなって！　マギーはどうなるんだよ！」

　マギーのこととなると、とことん元気になるバズがウィルを激しく揺する。ここら辺のしぶとさが、マギーに殴なぐられても殴られても懲こりないところにつながるのだろう。

「あうー。分かった、分かったよ。バズ、内側の柄を見てくれ。なにか出てきただろ」

　自分は頰ほおをテーブルにつけたまま、バズに指示する。言われたとおりにバズは二つの小箱の中を覗のぞいたが、

「……これは、地図……かな？」

「あ？」

　当惑した様子で言うバズに、ようやくウィルは頭を上げ、箱を覗いた。

　箱の内面には、予想していたとおり、藍あい色の線で地図らしいものが描かれていた。おそらくハズレの箱同様、窯かま元に特注で染めつけさせたのだろう。

　だが、箱の六面、二つあわせて十二面に描かれた地図は、それぞれ違う場所を表していた。隣となり同士の面の地図がつながっていなかったのだ。

　ウィルは眉み間けんにしわを寄せた。

「うーむ。正解はどれだってことか？　どこまでもちょこざいなばあさんだぜ」

「でも、一面だけ見ても、これといって場所を断定できるような地図じゃないよ。かなり狭せまい範はん囲いみたいだし」

「ということは……？」

　なにを思ったのか、ウィルは紙とペンを取りだすと、内部の模様を写し始めた。それを十二面ばらばらにして、組みあわせを変えてくっつけなおす。

　すると、一枚のれっきとした地図が浮かびあがってきた。

「はいはいはい、地図隠しの基本だな」

「どこの地図だろう」

　二人の少年は頭を突きあわせて、新しい地図を覗きこんだ。

「これは魚を表す記号だな。じゃあ、こっちは海か」

「ガントン湖かもしれないよ」

「いんや、日にち没ぼつの記号もある。湖だったらそんなもの書かないさ。これが海岸線だろ、けっこう入り組んだ海岸だな」

　くねくねした線を指でたどるウィルを、バズは上うわ目め遣づかいに見た。なにか言わなくてはいけないが言いたくない、そんな表情だ。それに気づいて、

「ん？　なんだよ、バズ」

「……言いたくないけど」

「なにをさ」

「そこ、幽ゆう霊れい海岸じゃないか」

　地図をなぞっていたウィルの指が止まる。そして、世にも嫌いやそうな表情で、

「いやなところを指定してきたなあ」

「そうでもなかったらすぐに発見されちゃってたよ。宝を隠すには妥だ当とうと思うけど」

「宝を取りにいくにはまったく妥当なところじゃないな」

　ウィルは椅い子すの背に思いっきりもたれかかり、天てん井じようを仰あおいだ。

「幽霊海岸か。まあ、俺たちが取りにいくわけじゃないからいいけど！」

「早くマギーを助けにいこう！」

「へいへい」

　バズに腕を引っ張られ、ウィルは立ち上がった。




「おーい」

「おーい。おーい」

「おーい、タペンスーっ。宝の場所が分かったぞー、おーい、出てこいよー」

「おーい……こんなことであいつら出てくるかなあ」

　バズが不安そうにウィルに尋たずねる。

　宝の地図は手に入れたものの、肝かん心じんのタペンス兄弟の居い所どころは知らない。よって、二人は朝の森をうろつき、こうして適当に呼びかける手段に出ているのだ。

「出てきたらこっちの方がびっくりだぜ」

　ウィル自身、この方法にはまったく期待していなかった。これで成功するなら自警団がとっくに見つけだしている。それでもほかに手がないので、こうしているのだ。

　しかしながら、相手の行動はウィルたちの考えをはるかに凌りよう駕がしていた。

　ふいに、近くの茂みががさがさと揺れた。二人はぎょっとしたが、ぬうっと現れた巨体がジョーイだと分かり、どっと気が抜ける。

「ほ、ほんとに出てきやがった」

「あー、やっぱり君たちだあ。丁ちよう度どよかった、俺、魚を捕とって帰る途中だったんだ」

　そう言って、びしょ濡ぬれのジョーイは重そうな籠かごを二人に見せた。大たい漁りようだったのがとても嬉うれしいらしく、満面の笑顔だ。とても犯罪者には見えない。

　大体、自警団が山狩りに出ているのに、そんな吞のん気きに魚を捕っている場合だろうか。

「約束どおり、宝の在あり処かを突き止めてきた。教えてやるからマギーを返せよ」

「ほんとう？　わあ、ありがとう。あんちゃん、すっごい喜ぶよ」

「そういう問題じゃないんだけどなあ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言った。どうもジョーイと話していると調子が狂う。

「マ、マギーは無ぶ事じなんだろ!?」

　ウィルの陰かげからバズが怒ど鳴なった。ジョーイは頷うなずいて、

「マギーちゃん、ゆうべはずっと獣けもの臭くさいって喚わめいていたよ。あのコンテナ、昔はヒヒを飼ってたっていうから、悪かったかなあ」

「そういうことを聞きたいんでもないんだけど」

　ともかくマギーの無事が分かり、はあっと息をついて安心する二人だった。

「うちにおいでよ、俺、よく分からないから。あんちゃんと話して」

「そうする」

　調子がぐらぐら狂いながら、二人はジョーイのあとについて森の奥へと入っていった。

　ジョーイが案内したのは、なるほど、三方を岩場に囲まれた場所で、遠目から見たらそこに窪くぼ地ちがあって馬車が隠れているなんて思えない場所だった。自警団も見過ごしてしまっているのだろう。

「あんちゃん、お客さんが来たよー」

「なにい？」

　ボロ鍋なべでなにかを煮こんでいたプッチイは、弟の陽気な声に険悪な顔で振り返った。だが、客がウィルたちと知って、少々拍ひよう子し抜けして、

「なんだ、おまえたちか。どうやってここが分かった」

「あんたの弟と偶ぐう然ぜん会ったから、連れてきてもらったんだよ」

　ウィルも仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。

「宝の在処を突き止めたんだ。だからマギーを返せよ」

「か、返せ」

　人見知りするせいか、それとも単に怖こわいのか、バズはウィルの陰から声を揃える。プッチイは「ふん」と鼻で笑った。

「小娘はコンテナの中にいる。在処を言えば連れてきてやろう。それより、その在処を誰だれかに言ったりしたか」

「言ってないよ」

「あとをつけられたりは」

「それはあんたの弟に言いなって。人さらいのくせに吞気に魚捕つかまえてるなんて、聞いたことないぜ。大体あんただって、なんだって火なんか焚たいてるんだ、まるで見つけてくださいって言ってるようなもんじゃないか」

　逃とう亡ぼう者しやとしての自覚が欠けている兄弟に、憮然とウィルは言う。そして、言っているそばから、遠くからがやがやと、大勢の人間の話し声が聞こえてきた。山狩りの一行が近づいてきたらしい。

　プッチイは悔くやしそうに顔を歪ゆがめ、手にしていた枝を投げ捨てた。

「ちっ、見つかったか！」

「ほら、言わんこっちゃない」

　肩をすくめるウィルの腕をプッチイは摑つかみ、弟に向かって、

「ジョーイ！　そっちの金髪のガキと一いつ緒しよにコンテナに入れ！　すぐ出発だ！」

「朝ご飯はあ？　せっかく魚も捕ってきたのに」

「食いたかったら持っていけっ。きさまも来い！」

　テンポのずれている弟にイライラしながら、プッチイはウィルの腕を乱暴に引っ張った。少年を御ぎよ者しや台だいに引きずり上げ、自分も隣となりに座すわる。

「行き先はどこだ！」

「えーっ、俺も行くのお？」

「行き先は！」

　えらい形ぎよう相そうで、食いかからん勢いで聞き返すプッチイに、ウィルはたじたじになった。顔をひきつらせながら、海の方を指さし、

「あっち。幽ゆう霊れい海岸」







　８　宝をさがそう　その後







　幽ゆう霊れい海岸はヨルカ村から馬車で一時間、ちょうど南に向かうと古都サンマリーズに着くように、西に向かうとたどり着くところだ。ヨルカ村の人間はよく魚を仕入れに海に行くが、それでもいちばん近いこの海岸に行く者は滅めつ多たにいなかった。理由はいたって簡単、その名のとおり出るからだ。

　幽霊が。

「なあ、もう場所教えたんだから、ここで降ろしてよ。あんたたちだけで勝手に行けばいいじゃないか」

　御ぎよ者しや台だいに乗ったウィルは頰ほおを膨ふくらませて、隣となりで手た綱づなを操あやつっているプッチイに訴えた。だが、男は前を向いたまま、

「罠わなにはめようとしてるかもしれんからな。てめえらも宝が見つかるまで一いつ緒しよに来るんだ」

「約束が違うじゃんか！」

「約束？　てめえ、人さらいとなんの約束をしたっていうんだ」

　憤ふん慨がいするウィルに、プッチイは大笑いする。

「それに、おまえだってアリアドニのお宝を見たいんじゃねえか？　捜し屋なんだろ」

「ちきしょう、大人おとなはいっつもこうだ」

「てめえもいつかは大人になるのさ」

　その言葉を聞いて、自分は約束を破らない大人になろうと誓ちかうウィルだった。




　自警団に見つかることなく、馬車は無ぶ事じ海岸までたどり着いた。

　幽霊海岸は、海が岩がん盤ばんを浸食して形成された地形が、十キロほど続くところだ。大小さまざまな入り江が複雑に絡からみ、切り立った崖がけに打ち寄せる波は激しい。魚介類の宝ほう庫ことされながら、漁りようを行おこなうにはまったく不向きの場所だった。

　それゆえ昔から、「あの海岸に近寄れないのは、なにか人外の力で守られているせいだ」と言われていた。さらに近年になって、なにも知らぬ旅人がこの辺で幽霊を見たという噂うわさが立ち、ついた名前が「幽霊海岸」である。

　馬車は崖の下で停止した。コンテナを開くと、

「ウィル！」

　マギーが勢いよく飛び出てきて、ウィルに抱きついた。

「嬉うれしい！　ウィルのこと信じてたの、絶対助けにきてくれるって！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、元気いっぱいに言う。とても人ひと質じちにとられていたとは思えない。

　ウィルはよろめきながら、

「な、なんだ、えらく元気じゃないか。バズは？」

「馬車が揺れたんで、中でのびてるわ」

　噂をしていると、真っ青な顔をしたバズがコンテナからずるずる這はいでてきた。泣きそうな表情で、

「マ、マギー、ぼくと会ったときと、態度が違う……」

「だって、バズも捕まったのかと思ったんだもん」

　けろりとした顔でマギーが言う。

　ジョーイと一緒にコンテナに押しこめられたバズを見て、マギーが言った言葉は、「あんたまで捕まったの!?　もうドジなんだから！」だった。バズが嘆なげくのも当然だろう。

「おい、ジョーイ！　誰が縄なわを解いていいと言った！」

　プッチイが怒ど鳴なる。コンテナからのっそりとジョーイが出てきて、当とう惑わくしながら、

「でも、あんちゃん。あんちゃんの運転が乱暴だから、みんな中でごろごろ転がってよ、かわいそうだから、どこかに摑つかまれって手の縄解いてやったんだ。だめだったかなあ」

「だめだ、だめだ。もう一度縛しばりなおせ」

「えーっ、もうやだあ。皮が擦すりむけちゃうんだもん」

　マギーが口を尖とがらせて、ウィルの陰かげから反抗した。仲間が増えたので、彼女もいつもの調子を取り戻したようだ。

「俺たち逃げないよ、ここまで来たら宝もの見たいし。大体、崖の下を歩くのに手が使えないと困るじゃないか。それとも、子供の力が怖こわいとか？」

　ウィルももっともらしいことを言う。隙すきあらば、プッチイたちを海に落としてやろうなどともくろんでいたが、相手もそう単純ではなかった。

　プッチイは少し考え、

「ふん、まあいいだろう。おいジョーイ、女も降ろして俺と同じように縛りなおせ」

「女？」

　首を傾かしげるウィルに、マギーが説明する。

「メリッサもこいつらに捕まっていたの。デリクは殴なぐられたあと、行ゆく方え不ふ明めい中」

「ええ？　なんだよ、それ」

　ウィルが驚いていると、プッチイが縄を持ってきて、彼の腰にくくりつけた。そのまま同じ縄でマギーの腰を縛り、さらにバズの腰を縛る。

　一列につながれた自分たちを見て、ウィルは怪け訝げんそうに、

「……なにこれ。汽車ごっこ？」

「手を縛らん代かわりだ。船をつなぐ結び方だからな、てめえらの力じゃ解けんぞ。こっちの端は俺が持つ。なにか変なことをしようと思っても、一いち蓮れん托たく生しようだ。いいな」

　きっちり自分にいちばん近いところにバズを持ってくるあたり、プッチイはちゃんと三人の性格を見抜いているようだった。「しっかりしてらあ」とウィルはぼやいた。

　コンテナからジョーイに手を引かれてメリッサが降りてくる。メリッサはあいかわらず落ちついた様よう子すで、ウィルに気づくとにっこりほほえんだ。憔しよう悴すいの色はない。

「ジョーイ、おまえはそいつの縄をしっかり握ってろ。逃がしたりしたら、ただじゃすまさないからな」

　兄に脅おどされて、ジョーイは懸けん命めいに頷うなずいた。彼にとって自分を育ててくれた兄は、尊敬の対象であると同時に、恐れの対象でもあるのだ。

「よし、案内しろ」

「これでハズレが出てきても、もう俺は知らないからな」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言うと、三人を引っ張って歩きだした。




　切り立った崖がけの下はぬるぬるした岩場で、一歩踏み外はずしたら海に落ちてしまいそうな、きわどいところだった。波がくると三回に一回は大波をかぶって、目的の入り江までたどり着いたときには、全員靴くつの中がぐしゃぐしゃだった。それでも誰も海に落ちなかったのは、本来の目的から外はずれて命いのち綱づなと化したロープのおかげだ（バズが滑すべりそうになるたび、プッチイとマギーが必死に支えたのだ）。

「けっ、こんな苦労するなら、縄なんか縛るんじゃなかったぜ」

　入り江の奥の洞どう窟くつを前に、プッチイが疲れた様よう子すで呟つぶやいた。何回も転んだジョーイはあちこち切り傷をつくっているが、いたって元気だ。メリッサはいちばん水に濡れず、涼すずしい顔で佇たたずんでいる。

　そして子供たちは。

「ねえ、この中に宝があるの？」

「じゃないかなあ。幽霊海岸っていったら、この洞窟を指さすもんだろ」

「ず、ずいぶん奥まであるな」

　服を絞しぼりながら、ぱっくり口を開けた洞窟を見上げ、わいわい感想を言っていた。

　その洞窟はかなり大きいものだった。高さは五メートル以上あり、幅も小さな漁船なら楽々進入できる。奥は真っ暗でよく分からないが、入りこんでいる海水から見ても、だいぶ奥まで続いていそうだった。

「ここなら船で来た方が早かったんじゃない？」

「入り江の入り口が浅瀬になって、船が引っかかっちゃうんだよ。波もきついし」

　そう答えながら、ウィルは背負っていた鞄かばんの中からカンテラを取りだし、火をつける。

「よかった、火がついたぜ」

「本当に幽霊なんかいるのかな」

　おどおどしながらバズが尋たずねた。

「そりゃ行ってみなきゃ分からないさ。よし、行こう」

「こら、もう少し待ちやがれ！」

　リーダーを無視して、さっさと先に行こうとするウィルたちを、プッチイが青筋立てて怒ど鳴なった。三人は口を尖らせ、

「えー。早く早くう」

「自分が連れてきたくせに、勝手だなあ」

「こ、このガキどもはあ」

「あんちゃん、行かないの？」
















　やはり体力のあり余あまっているジョーイが口を挟はさんだが、兄に睨にらまれ、しょぼんとしてしまった。

「大変ね」

　くすりとメリッサが笑う。ジョーイが振り向くと、彼女はにっこりほほえんだ。それを見て、ポッと顔を紅こう潮ちようさせるジョーイ。

「……お、俺、平気だ。縄、痛くない？」

「ええ」

「…………」

　ジョーイはなにか言おうとしたが、

「よし、行くぞ。ジョーイ！　ぼおっとしてるな！」

「う、うん、あんちゃん」

　しかたなくメリッサの縄を摑つかんで、歩きだした。

　ウィルを先頭に、六人は洞窟の奥へと入っていく。

　マギーが天てん井じようを仰あおぎながら、

「きれいに丸くくり貫ぬいてあるわ。まるで誰かが掘ったみたい」

「それは違うよ。ここはきっと、昔地下水が流れてた場所なんだ」

　バズが得意満面で説明した。マギーは首を傾かしげて、

「でも、天井が海面よりこんなに高いわよ」

「土地が隆りゆう起きして水面が下がったんだ。そこを海水に浸食されたから、こんな風に洞窟になったんだよ。たぶんこの海水、奥の方じゃあ真水になってると思うな。そういうもんだって、本に書いてあった」

「ふうん。バズって変な本ばっかり読むのね」

　すぐに興きよう味みをなくして、マギーはおざなりに返事をする。自分が聞いたくせに「変な本」で片づけられては、哀あわれを越して悲しいバズだった。

　洞窟の中は風が吹いていた。水面にさざなみが立つ程度だが、コオオオオという小さな風の唸うなりが絶えず聞こえ、耳の調子がおかしくなってくる。

　ときおり、ざばん！　という波が崖に激突する音が響き、直接肌はだにびりっと振動を感じた。

　先頭のウィルは、カンテラを掲かかげ、前をじっと見つめたまま考えこんでいた。

　道すがらマギーから聞いた、タペンス兄の話が引っかかっているのだ。

（こいつらはどこで箱が宝の手がかりだって知ったんだろう）

（メリッサの言うとおり、アリアドニはこいつらにも遺ゆい言ごんを残したのか？　宝の？）

（もしそうじゃなくて、偶然宝のことを知ったとしたら、こいつら、この先になにが起きるかなんて、まったく考えてない──）

　そのとき、ふっとカンテラの炎ほのおが小さくなった。考えこんでいたウィルは、足を止めた。

　いきなり停止したので、ぴったり寄り添そって歩いていたマギーがぶつかる。

「あいたっ。どうしたの、ウィル。急に止まるんだもん……」

　マギーが文句を言いかけ、息を吞のむ。全員の足が止まった。

　前方に白いぼんやりしたものが、闇に浮かんでいる。

　女だ。

　くるぶしまで届く真っ白い髪、透すけるほど白い肌、純白の衣ころも、白い瞳ひとみ。どこを見ても白い、美しい女が、彼らの行く手に佇たたずんでいた。なんの感情もない顔で、じっとウィルを見み据すえている。

　その額ひたいにはめられたティアラの石だけが、赤く輝いていた。

「な、なんだ、きさま……」

　プッチイも女に気づき、啞あ然ぜんとする。

　白い女は異国の女だった。顔の骨格がこの国を構成する民族のものとは違う。衣い装しようも異国風の、それも古式ゆかしい形だ。日常的な格かつ好こうではなく、祭事に着るものだと、雰ふん囲い気きで分かった。

　とても生身の人間とは思えない。ということは、これが噂うわさの幽霊か。

　女が口を開く──口の中まで白かった。

「わらわの眠りを妨さまたげる者」

　ぼわああん、とエコーがかかったような声。耳の奥が膨ぼう張ちようして、ウィルたちは痛みを感じた。

「わらわの眠りを妨げる者に、聖なる死を」

　無表情のまま、すっと女が手を上げる。すると、彼女の周まわりにぽうっと鬼火がいくつも出現した。

　鬼火は渦うずを巻きながら人の形を取り始めた。それぞれ、体を半分失っていたり、内臓を腹からはみ出させていたり、顔を踏み潰つぶされていたり、どろどろ腐くさりかけていたり、思い思いの死体の姿になる。

「きゃああ！」

　マギーが悲ひ鳴めいを上げ、とっさにその場から逃げようとした。が、二歩走ったところで縄に引っ張られる。

「うわ!?」「ひえっ」「ば、ばかやろう！」

　まさに一いち蓮れん托たく生しよう、ばたばたと、四人まとめて倒れてしまった。

「ちくしょう、なんだこの縄は！」

　自分で縛ったくせにプッチイは腹を立て、縄をナイフで切ろうとした。だが、焦あせっているのでなかなか切れない。

　亡ぼう霊れいたちは音も立てず、彼らに迫せまってきた。倒れている四人を囲み、虚うつろな目で見おろす。

　亡霊たちはなにをするでもなかった。おぞましい死体の姿でじっと彼らを見おろし、彼らを囲む輪をどんどん縮めていく。

　接している感かん触しよくはなかった。だが、なにかがすぐ近くにいると、肌がじかに存在を感じ、しかも徐々に息苦しくなってくる。

（帰レ）

（帰レ帰レ）

　声なき声が聞こえてきた。

「あ、あんちゃん」

　ジョーイたちも取り囲まれ、おろおろしている。

「いやあん！　なにこれ、なにこれ！」

「ひいいい。神さま、この者たちに救いの手を……っ」

　逃げ場を失ってパニックに陥おちいったマギーは、ウィルの首にしがみついたまま喚わめき続けた。バズもうずくまって、がたがた震えながら懸けん命めいに祈っているきりだ。

「ち、ちくしょう」

　ウィルは呻うめいた。どんどん呼吸が苦しくなり、頭の回転が鈍にぶくなっていくのが自分でも分かる。

（こいつは亡霊なんかじゃない、幻まぼろしだ。宝を守る為ための罠わなだ。どこかに仕掛けがあるはずなんだ。どこかに！）

　白い女を見る。これ見よがしに光っているティアラの宝石。

（違う、あれも罠だ。もっと違うもの、どこかに不自然なもの……！）

　すばやく視線を巡めぐらし、ウィルは女の足元が白く光っているのを発見した。

「あれか！」

　ウィルは縄を解く（実は始めのころに既にこっそり縄を解き、自分で軽く結ゆわえなおしておいたのだ）と、マギーをバズに押しつけ、亡霊たちの壁かべに突っ込んだ。

　ぬちゃりと、湿った布が肌に貼はりつくような、なんともいえない不快な感触がする。それが自分の思いこみによる気のせいか、それとも本当に現実の感覚なのか、分からなかった。

「くそったれ！」

　ウィルは喚くと、白い女に向かって走りだした。追ってくる亡霊を振り離し、女の足元目がけて滑すべりこむ。

　そこは砂地になっていた。すぐに足に硬いものが当たる。

　砂の中に、大きな光る円盤が埋うまっていた。円周はウィルの一ひと抱かかえはあるだろう。ウィルがその上に覆おおいかぶさると、ふっと女の姿が消えた。

「こいつかっ」

　上着を脱ぎ、円盤を完全に覆う。すると、鬼火も消しよう滅めつし、洞どう窟くつはいったん真っ暗になった。

　風の唸りもぴたりとやむ。

「……まったく、冗じよう談だんじゃねえぜ」

　ぜいぜい肩で息をしながら罠が完全に消滅したことを確認すると、ウィルは気が抜けてどっと座すわりこんだ。

　それから手て探さぐりで戻り、放り出したカンテラに火をつける。

　何度も失敗してから、ようやく弱々しい炎がともる。ウィルはほっとした。

　みんな、急に亡霊が消えたことに愕がく然ぜんとしていた。プッチイは汗をびっしょりかきながら、金かな縛しばりにあったように身じろぎもせず座りこんでいる。ジョーイも目を白黒させ、メリッサはさすがに露ろ骨こつに驚いてはいなかったが、それでも言葉も出ない様よう子すだった。

　ウィルはカンテラをかざし、しがみつきあっている幼おさななじみに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、マギー、バズ」

「あーん、ウィルう」

　マギーが泣きべそをかきながら、ウィルにしがみつく。そんな彼女に縄なわで引きずられながら、バズは這はいつくばって、

「ぼ、ぼくの眼鏡めがね。眼鏡」

「なんだ、また落としたのかよ」

「もう、バズは世話ばっかりかけるんだから」

　うろうろと眼鏡を捜す三人。

　ようやくプッチイが我われに返って、ばっとウィルの胸ぐらを摑つかんだ。

「おい！　今のはなんだ、てめえ、なにをした！」

「なにって、宝を守る罠だろ」

　そんなことをいちいち聞くなと、ウィルは憮ぶ然ぜんとする。

「罠だと？」

「幻だよ。俺たちは催さい眠みん術じゆつにかけられたんだ、音と光でな」

「ふざけるな！　今のが幻げん覚かくのはずがない！　亡霊がここにいたんだっ、俺に息を吹きかけて、窒ちつ息そくさせようとしたんだぞ！」

　プッチイは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。子供相手にがなりたてて自分の恐怖心を伝でん染せんさせようとする彼に、ウィルは嫌けん悪おもあらわにした表情で、

「それが幻覚ってもんだろ。息が苦しいのは空気の換気が悪いからだよ。あんまり怒鳴ると倒れるぜ。

　大体、このままなんの苦労もなく宝が手に入るなんて思ってたわけじゃないんだろ。これぐらいで腰抜かしてるようじゃあ、先に進まない方がいいと思うけど」

「だ、誰が腰を抜かしてる！」

　自分の半分もない年の子供にいいように言われ、プッチイは顔を赤黒くしながら怒鳴り返した。どうやらなにも考えてなかったのは図星だったらしい。

「行くぞっ。ジョーイ、遅れるな！」

　プッチイは乱暴に言い放つと、ウィルからカンテラを奪うばい、今度は自分が先頭に立って歩きだした。

　ウィルはマギーとバズをつなぐ縄を解いてやると、

「聞くだけムダだと思うけど──今なら引き返してもばれないと思うけど？」

「誰が？」

「忘れ物？」

　しごくまじめな顔つきで、マギーとバズが聞き返す。ウィルは頭を振った。本当に無む駄だだった。

　そんな子供たちを見て、ジョーイは、さて自分も兄を見習ってメリッサを縛っているロープを放すべきか、考えこんだ。

「どうしたの、ジョーイ」

　メリッサが優しく尋ねる。

「う、うん。俺もロープ、解いた方がいいかなあ」

「そうね。また危険なことが起きたら、逃げるに逃げられないですものね。それは頭のいい選せん択たくよ」

「そうかあ。頭いい選択かあ」

　メリッサに褒ほめられ、ジョーイは照れながら彼女の縄を解いた。

「でも、逃げちゃだめだよ。あんちゃん、怒るから」

「ええ、分かっているわ」

　メリッサはにっこりほほえみ、歩き始めた。

　ウィルたちもプッチイのあとを歩きだしたが、途中、例の円盤の上で足を止める。

「それにしても、すごい仕掛けだな」

　バズがおそるおそる覗のぞきこんだ。白い光がウィルの上着の下から洩もれている。

「人が来ると作動するようになってるんだ？」

「うん。たぶん、風の流れか音で判断してるんじゃないか」

　マギーもウィルの陰に隠れながら、円盤を見た。

「アリアドニが作ったのかしら」

「違うよ」

　ウィルがぶっきらぼうに言った。二人が振り向く。

「ここに仕掛けたのはアリアドニかもしれないけど、でも、作ったのはもっと違う奴やつだ。どっか違う場所に仕掛けてあったのを、アリアドニが持ってきたんだろ」

「なんでそんなことが分かるのさ」

　バズが聞き返す。ウィルは円盤から目を離すと、不ふ機き嫌げんそうに、

「こいつはシノン文明のもんだ」

　はっと、マギーとバズが顔を強こわばらせた。

「どっかで見たことある格かつ好こうのねーちゃんだと思ったら、親おや父じの本に載のってたシノン文明の巫み女この姿だったんだな。ちきしょう、アリアドニの奴、俺になにをくれる気なんだ」

　吐はき捨てるようにウィルは言った。ほかの二人は困こん惑わくした顔を突きあわせ、だが、なにも言えなかった。

　シノン文明。

　行ゆく方え不ふ明めいのウィルの父親が最後に調査していた古代文明だ。







　９　「愛だろ、愛っ」







　しばらく歩くと、呼吸が楽にできるようになった。空気の淀よどんだ場所は通り過ぎたようだ。だが、洞どう窟くつの奥に行くに従って、足場はどんどん悪くなり、滑すべりやすい岩を一つ越えるだけで息が切れてくる。

「ん？」

　プッチイが眉み間けんにしわを寄せた。前方が明るくなっている。

「出口か？」

「えっ、そんなはずは」

　ウィルも目を細める。

　どうやら天てん井じよう部分が大きく抜けて、日の光が差しこんでいるようだ。

「そういえば、まだお昼なのよね」

　外が明るいことをすっかり忘れていたマギーが、やけに感動して言った。海面が光を浴び、きらきら輝いている。

　そこに。

「あれはなんだ」

　プッチイが緊きん張ちようした声で呟つぶやき、やにわに日ひ溜だまりに向かって走りだした。

「どうしたんだ？」

「あっ、あれ見ろよ！」

　顔を突きあわせたウィルとマギーに、バズが素すっ頓とん狂きような声を上げた。彼の指さす先を見ると、日溜まりの奥の岸がん壁ぺきに、ボロボロの船が打ちつけられていた。

　今は見る影もないが、おそらくは外洋を回る商船だったのだろう。立りつ派ぱな船首を高くもたげ、偉えらそうにふんぞり返っているように見える。ふんぞり返った分、尻しりは下がってしまっていた。簡単に言えば、船は傾かたむいて、三分の一は海中に沈んでいたわけだ。

「もしかして、あの中に宝が!?」

「そうよ！　きっとあれは商船に見せかけた海かい賊ぞく船なんだわ！　それで中には海賊の宝がざくざく入ってるの。きっとアリアドニはそれを見つけたんだわっ」

　興こう奮ふんしてバズとマギーが想像を膨ふくらませる。それにジョーイが一いつ緒しよになって、

「海賊の宝物かい？　わあ、すてきだなあ。あんちゃんについていこうよ」

　子供のように目を輝かせ、難なん破ぱ船せんに向かって走りだした。

「あっ、ジョーイ、ずるーい！」

「マギー、ま、待ってよ！」

　ぱたぱたと、そのあとを追っていく二人。

　それを見送りながら、ウィルは頭を搔かいた。

「なんだかなあ。あいつら、本当に俺たちを捕つかまえてるって意識あるのかなあ」

「あるのなら、こんな大人数を連れ回したりしないわね」

　メリッサがウィルの隣となりに立って言う。ウィルが仰あおぐと、にこりとほほえんだ。

　ウィルもにやっと笑って、

「三日ぶり。駆け落ちしたって聞いたけど、誰だれとしたって？」

「いやあね、ウィルまで」

「メリッサが誘ゆう拐かいされたなんて考えもつかなかったよ。どう、あいつら？」

「行き当たりばったりといった感じね。見ていて可愛かわいいわ」

「よく言うよ」

　くすくすと清せい楚そな乙女おとめの顔で笑うメリッサに、ウィルは呆あきれて言った。

「ウィル、見てちょうだい」

　メリッサが指した船体には、剝はげかかっているがハンマーの絵が小さく描かれていた。

「ジェラルド造船工場のマークよ。船体もまだ新しいわ。難破したのかしら」

　メリッサが真剣な顔つきで呟く。さすがはクラドック家の跡あと取とり娘、船のことには詳くわしい。それを聞いたウィルが、

「新しいって、どのくらい？」

「二つ前のモデルだから、五十年から三十年前に製造されたものよ。クラドックでも何隻せきか持っているわ」

「アリアドニが真珠の園そのを見つけたあとかあ。少なくとも海賊船には見えねえもんな」

「私たちも行ってみましょう」

　歩きだすメリッサにウィルは並びながら、もう一言、

「なあ、メリッサ。おとなしく捕まってるのはなにが目的？」

「人聞きの悪いことを言わないで」

「伯はく爵しやくさまはどうしたのさ。逃げちゃったって本当？」

「デリクはいい人よ」

　のらりくらりとメリッサは答える。ウィルは肩をすくめた。




　一方、先に船にたどり着いたプッチイたちは、船首が挟はさまった岩をよじ登って、甲かん板ぱんに降り立った。甲板がかなり傾けい斜しやしていたので、四人はずるずる滑すべって進む。

　甲板にはなにもめぼしいところはなかった。というより、めぼしいところは海の中なのだ。しかたないので、先に船室へ降りてみる。

「うわあ、こっちもだいぶ水が入ってきてるよ」

　半分以上水に浸つかった長い廊ろう下かを眺ながめながら、バズが不安そうに言った。入れそうな部屋は四つしかない。階下は完全に水の中だ。

「よし、一つ一つ調べてくぞ」

　プッチイが一つ目の扉とびらのノブに手をかける。柄がらにもなく緊張して、ノブを握ったまま動かないでいると、

「あんちゃーん、どうしたんだい」

「早く開けてよっ。早くう」

「ごちゃごちゃうるせえっ、今開ける！」

　急せかすジョーイとマギーに、さっきから浮かびっぱなしの青筋をさらに立ててプッチイは怒ど鳴なると、乱暴に扉を開けた。思わず、ジョーイを抜かした全員が身がまえる。

　だが、大方の期待に反して、その部屋にはなにもなかった。

「あらあ？」

　マギーがつまらなそうに唇くちびるを尖とがらす。

　その部屋は、本当になにもなかった。家具一つ、ゴミ一つだって落ちてなかったのだ。埃ほこりはうっすら積もっていたが。

　まるで造船所を出て、どこにも納品されないまま難破してしまったかのようだ。

「なにもないわね」

「もしかしたら、隠し部屋があるのかもしれないよ」

　バズも中を覗のぞきこんで言う。だが、自分から進んで中に入る気はなかった。一歩踏み入れた途と端たん、落とし穴にでも落ちたらたまらない。

（この船にもアリアドニが罠わなを仕掛けていたら、そういうことをやりそうだ）

　バズは一度もアリアドニを見たことがなかったが、この三日間で彼女の性格をかなり理解していた。

　しかし、マギーはそんなことにはおかまいなしで、

「ちょっとバズ、調べてきなさいよ」

「ええっ!?　そ、そんな、いきなり、不ぶ用よう心じんな」

「不用心って、いつかは調べなくちゃならないんだから。ほら、ウィルと勝負する気なら、もっと積極的にいきなさいよ」

　そう言って、非情にも、どん、とバズを部屋の中に向かって突き飛ばす。

「うひゃあっ」

　船体の傾斜も手伝って、転びそうになったバズの襟えり首くびを、プッチイが捕つかまえた。

「調べるのは全部見てからだっ。じっとしてやがれ！」

　かなりぴりぴりしているらしく、プッチイは叱しかりつけた。慌あわててバズとマギーが頷うなずく。ジョーイが心配そうに、

「あんちゃーん、二人とも怖こわがってるよお」

「おまえも黙だまってろ！」

　兄に叱られ、しゅんと肩を落とすジョーイ。

　プッチイは乱暴に次の扉を開けようとした。だが、鍵かぎがかかっているのか、びくともしない。

「ちっ、おい、ジョーイ！　扉を破れ！」

「なによ、さっきからジョーイに命令してばかり。いくらお兄さんだからって、ひどいと思わないの？」

　頭ごなしに命令するプッチイにマギーはいい加減腹が立って、傍かたわらのジョーイに言った。だが、ジョーイは当とう惑わくした面おももちで、

「でも、あんちゃんが俺、育ててくれたから、あんちゃんの言うこと聞かなくちゃ」

「そんなことしてたら、あんちゃんがいなくなったとき、どうしたらいいか分かんなくなっちゃうわよっ。あんちゃんだってずっとジョーイの面めん倒どう見てるわけにはいかないんだし」

「う、うん……」

　曖あい昧まいな返事をしたものの、やっぱりジョーイは兄のもとに駆けつけ、ドアに体当たりし始める。だが、その背中が悄しよう然ぜんとしているところを見ると、彼の不安をズバリ言い当てたようだった。

　何度目かの体当たりで、ドアがべこりとひしゃげる。あとは強ごう引いんに引っ張ると、ドア板自体が外はずれた。

　中は木戸が閉じているのか、前の部屋とは異なり、真っ暗だった。

「真っ暗だな。明かりはどうした」

「ウィルならまだよ」

「ちっ、とろい奴やつだな……」

　プッチイは舌打ちして、慎しん重ちように暗くら闇やみの中を歩きだした。五歩進んだところで、なにかに蹴けつまずく。とっさに手と膝ひざをつくと、鋭するどい痛みが走った。

「あちっ。ちきしょうっ、手を切った」

「あんちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　部屋から出てきたプッチイの掌てのひらを覗くと、傷はそんなに深くはなかったが、血がだらだら流れていた。そして、回りに小さなフジツボがくっついている。

「部屋中フジツボだらけだ。鍵がかかってたんじゃなくて、フジツボがくっついてやがったんだな」

　忌いま々いましげにプッチイは言い放った。その言葉を聞いたマギーとバズが、血けつ相そうを変えて駆け寄ってきて、

「フジツボで怪け我がしたの!?」

「大変だ！　早く菌きんを出さなくちゃ！」

　大騒ぎする子供たちにプッチイは面食らった。

「な、なんだ、菌ってなんの菌だ？」

「知らないの!?　フジツボで怪我をすると、そこからフジツボが生えてくるのよ！」

「フジツボが一度生えたら最後、取っても取ってもまた生えてきて、傷口が腐くさるまで生え続けるんだ！」

「だから、怪我をしたら傷口を火で焼いて、フジツボ菌を殺すしかないの！」

　代わる代わる二人は説明する。顔つきは真剣そのものだ。二人と精神年齢が一いつ緒しよのジョーイも、青ざめて、

「あ、あんちゃん、大変なことになっちゃったよ。早く菌を殺さなくちゃ」

「火はどこ!?」

「まずナイフかなんかを熱して、消毒してから」

　パニックに陥おちいって三人はきゃあきゃあ騒ぐ。今にもナイフで傷口をえぐりそうな騒ぎに、プッチイは慌あわてた。

「待てっ！　てめえら、その話は本当か、どこで聞いた!?」

「本当よ！　学校ですごい噂うわさになったもの！」

「去年の夏、ジボールの海岸に行ったダットンが、浜で仲良くなった女の子に教えてもらった、本当の話なんだ！」

「ガキの噂につきあってられるか！」

　プッチイは青筋をこめかみどころか額ひたい中に浮かべて怒ど鳴なった。そのえらい剣幕に、子供たちはバネの切れたネジ巻き人形のように、ぴたりと動きを止める。ジョーイも飛び上がって驚き、大きな体を縮めた。

「ガキの噂に本当もくそもあるか！　今度くだらねえ話をしたら、その小うるせえ口を縫ぬいつけちまうからな！　分かったらそこに立ってろ！」

　食いかからん勢いで怒鳴り、プッチイは乱暴に次の戸を開けた。途と端たん、どさっと、なにかが彼に覆おおいかぶさってきた。

「ぎゃっ！」

　プッチイは悲ひ鳴めいを上げ、そして、その正体を見てもう一度悲鳴を上げた。

「ぎゃっ！　骨だ！」

　それは服を着た人間の骸がい骨こつだった。だらりとプッチイに抱きつき、離れようとしない。やけに真っ白な骨だったが、そんなことに気づく余よ裕ゆうはプッチイにはなかった。

「きゃっ！　骸骨！」

「死、死体だっ」

　マギーが脱だつ兎とのごとくその場から逃げ、バズは驚きのあまり腰を抜かしてしまった。

「あ、あんちゃん、しっかり」

　果か敢かんにもジョーイが骸骨をプッチイから引き剝はがしにかかる。だが、じたばたプッチイがもがくので、よけいに絡からみついてしまい、なかなか取れない。

「ジョ、ジョーイ、早く取れっ、早く取れえ！」

「取れって、あんちゃん、暴れないでよ。俺、器用じゃないんだもん」
















　ジョーイが困こん惑わくしているところへ、ウィルとメリッサが甲かん板ぱんから降りてきた。

「ん？　なにやってんのさ」

　ウィルの声を聞いて、階段の下で縮こまっていたマギーが、ぱっと彼に抱きついた。

「ウィル、大変！　骸骨よ、ドアを開けたら骸骨が抱きついてきたの！　きっと海かい賊ぞくの亡ぼう霊れいよ、生気を吸いとって復活する気なんだわ！」

「ふ、不吉なことを言うのはやめろーっ！」

　骸骨と格闘しながら、顔を真っ青にしてみっともなくプッチイは喚わめく。

「そんなばかな」

　ウィルは呆あきれ返って言うと、プッチイに近寄った。じっと骸骨を見て、

「ははあ。なるほど」

　プッチイのナイフをポケットから取りだし、骸骨の腕の付け根に刃を差しこむ。

　プチッと緊きん張ちようしたものが切れる音がして、次の瞬しゆん間かん、プッチイに絡んでいた骸骨がバラバラに分解した。

　乾いた音を立てて、骨が床ゆかに散らばる。

「な……に？」

「てぐすで骨をつなぎあわせてあったんだよ。ドアの内側に立てかけといて、開けた人間を脅おどかすんだ。いたずらでやらない？」

　汗をだらだらかいて座すわりこんでいるプッチイに、ウィルが説明する。

「大体これ、標本用じゃないか。漂白されてらあ。あーあ、かわいそうに」

　そう言って、ウィルは人骨を片づけ始めた。

　プッチイはしばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつのていだったが、いきなりウィルの胸ぐらを摑つかんで、

「きさまか！　こんなくだらないいたずらをしたのは！」

「わわっ？　な、なんで俺になるんだよ、やるならアリアドニだろ」

「ふーっ。ふーっ」

　鼻息荒く、馬のように呼吸を整えるプッチイ。見境がなくなっているようだ。そこへ、

「あんちゃーん、これ見てよ」

　最後の一部屋の前で、ジョーイが実に嬉うれしそうに、ばったんばったん飛びながら騒いだ。彼が飛ぶたび、ぐらぐら船が動く。

　ジョーイは扉のノブを指さし、

「これ。これ。ここのだけ、あんちゃんが持ってたカギとおんなじ模様がついてるよう」

「なに!?」

　意気込んでプッチイがノブに飛びつく。

「カギ？」

　ウィルはプッチイの手元を覗のぞいた。たしかに大きなレリーフの飾りがついたカギを握っている。

　ギザギザ線がＶ字に描かれたレリーフを見て、メリッサが、

「あら、『鮫さめの牙きば』だわ」

「なにそれ」

「おばあさまが好きだったマークよ。特にお気に入りのものに刻印させていたの。おばあさまから譲ゆずり受けたのかしら」

　最後のセリフはプッチイに向けられたものだ。プッチイはやっと平常心を取り戻し、にやりと笑うと、

「あのばばあから俺たちがなにをもらうってんだよ。これはな、俺たちが幸運だったって証あかしなのさ。あんたの言葉で自信が持てたぜ、お宝はこの中だ！」

　嬉き々きと叫さけんで、プッチイは扉を勢いよく開けた。

　だが。

「？」

　部屋はまたもや空からっぽだった。椅い子す一つさえ置いていない、四角い部屋。

「……この部屋の、どこかに隠してあるのか？」

　そう一人ごち、プッチイが一歩足を踏み入れた途と端たん。

　ごぼっ。

　足の下で、そんな嫌いやな音がした。続いて、ごぼっ、ごぼごぼっ、と、大きな気き泡ほうが抜ける音がして、ぐらりと船体がさらに傾かたむいた。

「きゃっ！」

　マギーがよろめき、しがみついていたウィルもろとも、いやというほど壁かべに打ちつけられる。

　そして、廊下の奥から水がごぼごぼとあふれてきたのだ。あっという間に水嵩かさを増し、新たな空間を目指して部屋の中に流れこんでいく。

「わわっ、し、沈む!?」

「あんちゃん、水が来たよ！」

「早く船の外へ！」

　メリッサがよく通る声で、甲かん板ぱんへ出る階段を指さした。ウィルは頷うなずき、きゃあきゃあ叫んでいるマギーと、さっきから腰を抜かしたままのバズを引っ張って階段を目め指ざす。

　一方、プッチイは膝ひざまで水をかぶっているのに、呆ぼう然ぜんとしたまま動こうとしなかった。

「あんちゃん、あんちゃんってば」

　ジョーイがいくら呼んでも、まったく聞こえていないようだ。

「ジョーイ、お兄さんを背負ってきなさいっ」

「そ、そうだね」

　メリッサに指示され、ようやくジョーイは兄を担かついで逃げることを思いついた。不ぶ器き用ような手つきでプッチイを担ぎあげ、メリッサのあとについて脱出する。

　ウィルたちが甲板に出ると舳へ先さきは高く持ち上がり、岸がん壁ぺきから離れつつあった。

「あー、もういいや、海に入っちゃえ。二人とも、ちゃんと泳げよっ」

　有う無むを言わさずウィルは二人を海に突き飛ばし、自分も甲板を滑すべりながら海に入る。

　一度沈んで海面に顔を出したマギーが、膨ふくれっ面つらで、

「ウィル、ひっどおーいっ」

　文句を言いながらも、岸まで泳いでいく。一方バズは浮いてきたものの、手をばしゃばしゃさせて半なかば溺おぼれながら、

「た、助けて！　ぼく、海で泳いだことないんだ！」

（川で泳げるのに、どうして海で泳げないんだ？）

　ウィルは訝いぶかりながらも、しかたなくバズの襟えり首くびを摑んで岸まで泳いでいった。先に岩場に上がったマギーが、バズを引き上げる。

　メリッサたちも海に飛びこんで、岸に泳ぎ着いた。泳げないジョーイはメリッサが見つけた浮輪にしがみついて、なんとかたどり着く。

　船はごぼごぼと音を立てながら垂すい直ちよく立ちになると、いったん浮き上がって、そのまま海に沈んでいった。あっという間だった。

　それを眺ながめながら、ウィルは疲れた様よう子すで、

「まったく、なんだっていうんだか」

「あーあ、お宝は海の中ってことね」

「げほっ。げほげほっ」

「むりして会話に参加しようとするなよ、バズ」

　海水を飲んで咳せきこむバズの背中を、ウィルがさする。

「あんちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　なにも言わないプッチイを心配して、ジョーイが声をかけた。プッチイは四つん這ばいになって、いまだ愕がく然ぜんとしていた。よほど自尊心を傷つけられたらしい。

「あっ、あれ見て！」

　海を見続けていたマギーが、驚きよう嘆たんの声を上げた。全員が振り返る。

　海面がぐわっと大きく盛り上がったかと思うと、その下からさっきの船の船首が突きでてきたのだ。六人が呆あつ気けにとられている前で、船はザアザア水を吐はきだしながら姿を現し、どしん！　と大地を揺るがすものすごい音を立てて、再び岩場にはまりこんでしまった。

　大波が押し寄せ、彼らは再びずぶ濡ぬれになる。

「ひえええ」

　あたふたしているうちに波も収まり、それこそなにごともなかったように、海は静かになった。

　船もなにごともなかったように、最初に発見したとおりの位置に平然と収おさまっている。

「……もしかして、船自体が、罠わな？」

　ウィルの呟つぶやきに、ぴくりとプッチイの頰ほおがひきつった。ぎろりとウィルを睨にらみ、

「……罠だあ？　俺さまが、あんなに苦労して、それで罠だあ!?　てめえ、殺したろか！」

「だから、なんで俺に八つ当たりするんだよ！」

　飛びかかるプッチイから逃げながら、ウィルは理り不ふ尽じんな自分の待たい遇ぐうに喚わめく。だが、プッチイはまったく聞いてなかった。今の罠で完全にキレてしまったらしい。

「このくそガキ！　てめえ、なにもかも知ってながら、それで俺をはめたな！」

「知るかって！　俺だってはめられた方なんだぞっ、あんたが勝手に先に行くから、そうなっただけじゃないか！」

　ひょいひょいと、岩場を身軽に飛び回るウィル。プッチイは何度も転び、つまずき、滑り落ちながらも追いかけてくる。

「やめてよ！　大人おとなが子供いじめて、卑ひ怯きようじゃない！」

「あ、あんちゃーん、怪け我がするよう」

　マギーとジョーイの声にもまったく聞く耳持たなかった。メリッサは頭を振った。

「だめだわ、完全に自制がきかなくなったようね」

「あのままじゃあ、ウィルが捕つかまる！　な、なんとかしなくちゃっ」

　おろおろと、なにか使えそうなものを捜すバズの手を、メリッサは押さえた。

「私がなんとかするわ」

「え？　でも……」

　当とう惑わくするバズにほほえんで、メリッサがプッチイに近寄ろうとする。それを見たジョーイがメリッサの行く手を遮さえぎった。

「メ、メリッサ、だめ。あんちゃん暴あばれだしたら危険だ」

「でも、ウィルは私の小さな友人なの。放っておけないわ」

「じゃ、じゃあ、俺に任まかせて」

　狼ろう狽ばいしていたジョーイが意を決した面おももちで言うと、プッチイに駆け寄った。そして、強引に捕まえて、羽は交がい締めにする。

「ジョーイ！　なにをしてる、離せ！」

「あんちゃん、もうやめなよー。みんな困ってるよお」

　暴れる兄に、ジョーイは困こん惑わくしながら説得する。だが、プッチイは端はなっから弟の発言なんか考こう慮りよするに値しないと考えているらしく、頭の地じ肌はだまで真っ赤になりながら、

「おまえは口を出すんじゃねえ！　俺じゃなくてあのガキを捕まえるんだ！　ジョーイ、俺の言うことが聞けねえのか!?　あとで鞭むちで叩たたくぞ！」

「む、鞭はやだよ」

　とっさにジョーイは手を離した。やはり子供のときからの習性──兄に逆さからってはいけないという習性には、勝てなかったようだ。

　プッチイは岩山のてっぺんによじ登ったウィルを指し、唾つばを飛ばしながら、

「分かったらあいつを捕まえてこい！　今度こそ、こてんぱんにのしてやる！」

「でも、あんちゃん、あの子は子供なんだし、俺も、あんちゃんの方が悪いと思う──」

「俺に逆らうのか！」

　カッとなって、プッチイは手を上げた。「ひゃっ」と、大きな体を縮めるジョーイ。

　その二人の間に、すっとメリッサが割って入った。両腕を広げ、毅き然ぜんと、

「おやめなさい。これ以上は私が許しません」

「なにをお!?」

「もう宝捜しはおしまいよ。あなたの事情を聞いて、最後までやらせてあげようと思っていたけど、子供に八つ当たりして弟に手を上げるようでは、私も黙ってはいられないわ。誘ゆう拐かいごっこももうおしまい。おとなしくヒューゴに帰りなさい」

　厳げん然ぜんと命令するメリッサ。そこにいるのはミス・ヒューゴに選ばれたレディではなく、次期海運王の姿だった。

「やれやれ」

　岩の上にいたウィルはほっとした。ようやくメリッサが本気を出してくれたようだ。下へ降りていこうとして、それから妙みような音がするのに気がついた。

「ん？」

　ガチャコン、ガチャコン、と、金属が触れあう重たい音がする。音のする方を見ると、得え体たいのしれないものがやってくるのが見えた。みんなはメリッサとプッチイの対たい峙じに気を取られ、まだ気づいてない。

「なんだ、ありゃあ」

　ウィルはぽかんとした。

　一方、メリッサに頭ごなしに命令されたプッチイは、怒いかりのあまり顔を真っ赤にし、しばらく口をぱくぱくさせていた。そして、ようやく、

「こ、この、生意気な！　もう我が慢まんならねえ。女だからって容よう赦しやしねえぞ！」

　そう喚わめいて、メリッサに殴なぐりかかろうとする。すっと、メリッサが身を引いて身がまえた、そのときだった。

「メリッサ、危あぶない！」

　ガチャコン、ガチャコン、うるさい音を立てて、二人の間に銀色に輝く鉄の甲かつ冑ちゆうが飛びこんできた。

「うわあ!?」

「今度は甲冑の亡ぼう霊れい!?」

　仰ぎよう天てんするバズとマギー。プッチイも目の前に現れたものにぎょっと怯ひるみ、メリッサも驚いたが、勢いは止まらなかった。

　メリッサの脚が振り回される。脚はきれいに、甲冑もろともプッチイを蹴けり飛ばした。

「ぎゃっ！」

「ひゃああああ」

　プッチイの体と甲冑は、低い放物線を描いて五メートル向こうまで飛んでいき、岩に叩たたきつけられた。甲冑が自分の上に落下したプッチイは、

「ぐえっ」

　と、カエルが潰つぶれたような声を洩もらし、そのまま白目をむいてのびてしまう。

「うそお！」

　マギーが驚きよう愕がくの声を上げた。バズも信じられないと目を円まるくする。メリッサの細い脚のどこに、男一人と甲冑の化ばけ物を蹴り飛ばす力があったのだろう。

「あ、あんちゃん！」

「デリク！」

　ジョーイとメリッサが同時に二人に駆け寄る。

「え？　デリク？」

　マギーたちがきょとんとしていると、ウィルが岩山から降りてきた。感かん嘆たんしながら、

「さっすが、アリアドニ仕込みの東洋武術の使い手だな。あーあ、白目むいてるよ。しっかし、伯はく爵しやくさまも奇き天て烈れつな格かつ好こうで現れたなあ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと、メリッサと甲冑を眺ながめた。

「デリク、デリク、しっかりしてちょうだい」

　メリッサが兜かぶとを脱がすと、たしかにその下から若きザインツ領の伯はく爵しやくデリク・マクドルナの顔が出てきた。顔を真っ赤にさせ、目を回している。メリッサに蹴られたせいと、この妙ちきりんな格好でここまで歩いてきたせいだろう。

　メリッサに頰ほおを叩かれ、デリクはようやく弱々しく笑った。

「やあ、メリッサ……驚いたな、君が拳けん法ぽうの使い手だったとは……」

「拳法じゃないわ。そんなことより、どうしたの、この格好は。なぜここが分かったの」

「君を助けようと思って、近くのうちの別荘まで、これを取りにいってたんだ。途中でエドウィンさんに会って、一生懸けん命めい駆けつけたんだけど……ははは、なにも心配することなかったね……」

　力なく笑うデリク。今どきなにを考えて甲胃を着て助けにきたのか、ウィルたちは呆あきれ返った。やはりそこら辺が世間知らずのお坊ぼっちゃんなのだ。

　デリクは思いだしたように、

「ああ、そうだ、きみに渡したいものがあるんだ。この間渡しそびれちゃって……」

　そう言いながら胸元へと手を伸ばしたものの、ガチンと胸当てと籠こ手てがぶつかるだけだった。デリクは世にも情けなさそうな顔をした。

「あなたって、本当に困った人ね」

　メリッサはほほえむと、デリクの頰にそっと口づけた。







　10　勝負はここからだ！







　そして、デリクから遅れること十分、エドと大勢の警官がわらわら現れた。

　エドは孫を見つけ、「ふっ」と笑うと、

「ウィルよ、遊びに出かけるときは行き先を言っていくものだ」

「箱を置いていっただろ。あれで分からなかったら、俺、エドを軽けい蔑べつするぜ」

　むうと口を尖とがらせてウィルは言い返した。そして、エドの腕を引っ張り、小声で、

「遅れてきたのはこうなるのを予想して？」

　なんだかいいムードになっているメリッサとデリクを指さしながら尋たずねる。エドは「はてえ」とシラを切った。そして、ようやく気がついたプッチイに向かって、

「タペンス兄弟、もう観念したまえ。君たちの身元はもう割れている、チャドウィック氏から通報があった。逃げられはしない、ここには警官が三十人もいるんだからな」

「ち、ちくしょうっ」

　悔くやしそうにプッチイが言い放つ。誰だれかを人ひと質じちにとって脱出を図はかろうと考え、辺あたりを鋭するどく窺うかがったが、ジョーイが悲しそうに、

「あんちゃーん、もう悪いことはやめようよお。チャドウィックさん騙だましたの、ばれちゃったって」

「な、なに言ってやがる！　親おや父じの会社を再建する俺たちの夢はどうなるんだ！」

「でも、俺、父ちゃんの顔知らないしー。俺の父ちゃんって、あんちゃんだもん。俺、あんちゃんに悪いことしてもらいたくないよお」

　困こん惑わくしながら、それでも笑顔でジョーイは言った。プッチイは毒気を抜かれて弟の顔を凝ぎよう視ししていたが、

「……けっ。もう好きにしやがれっ！」

　ふてくされてその場に座すわりこんだ。それを三十人の警官が取り囲む。

「誰から通報があったって？」

　ウィルがエドに尋ねた。

「ヴィクター・チャドウィック。ヒューゴの有名な建築業者でな、今は甥おい夫婦に家業を渡して引いん退たいの身だが、アリアドニの若いころからの友人だ。彼女は冒ぼう険けん家かだったが、ヴィクターは机き上じようの探たん偵ていだったのだよ。そのことで二人はいつも喧けん嘩かばかりしていた」

「ああ。あの人」

　ウィルは思いだした。ヒューゴにいると必ず一回は、アリアドニがえらい剣幕で、「ヴイクターのところへ乗りこんでやるわ！」と叫さけんでいるのを聞いたものだ。

「たしか、ピザがどうのって妙みような名前の、男だけの探偵クラブを作ってた人だろ。それでアリアドニはいつも文句を言ってたっけ」

「おばあさまは今どき女によ人にん禁制なんて時代錯さく誤ごだって怒っていたのよ。でも、クラドック家の力を手にしたおばあさまに、真っ向から衝しよう突とつする人なんてヴィクターぐらいしかいなかったから。彼と喧嘩しているときは、それはもう、おばあさまは生き生きしていたわ」

　デリクを膝ひざに乗せたまま、メリッサが説明する。エドも頷うなずいた。

「キライキライも好きの内、って奴だな。私はちょっと警官隊と話をしてくるよ」

　そう言ってエドはタペンス兄弟を取りおさえている警官たちのもとへと向かう。

「それにしても警官を三十人も来させるなんて、お父さまも大げさね」

　メリッサは苦笑した。そして、警官たちに向かって、

「二人にあまり手荒なことはしないでちょうだい。私も思うところがあって彼らと行動をともにしていただけだから」

　それを聞いたウィルは憮然と、当人たちには聞こえないような小声で、

「やっぱりメリッサは、デリクを試す為ために誘ゆう拐かいされてたな」

「えっ？　じゃあ、メリッサはデリクが好きだったの？」

　マギーが驚いて聞き返す。頭っからメリッサはデリクみたいな男はタイプでないと決めつけていたのだ。ウィルは肩をすくめた。

「じゃないの？　でも、あの気弱な性格が許せなかったから、ちょっと試してみたと。うまくいってめでたしめでたしじゃないか」

「ウィルは分かってたの？」

「なんとなく。こんな間抜けな奴やつらにメリッサがおとなしく捕つかまってるわけないもんな」

「ぼくたち、一体なにしてるんだろう」

　がっくりとしている子供たちに、警官隊と話していたエドが戻ってきた。

「ご苦労だったな、マメ探険隊」

「ご苦労じゃないよ、俺たちゃメリッサに振り回されたもんだ」

　口を尖らすウィルに、メリッサは「ふふふ」とほほえむだけだった。

「それで、チャドウィックさんから通報って、なにがあったのさ」

「うむ。実はな、彼は以前からアリアドニに、『私の宝を捜しだしてごらんなさい』と挑ちよう戦せんされていたそうだ。その為に渡されたのがなにかのカギと、それが入った磁じ器きの小箱だった──おまえがガントンコテージで見つけたあれと同じものだ。アリアドニが亡なくなったので、彼は香こう典でん代がわりに挑戦を受けてたったというわけだ。

　ヴィクターはすぐに、アリアドニがもう一つ同じ小箱を持っていることを思いだしたが、それはすでにデリクくんにくれてしまっていたあとだった。取り返そうとしたが、ヴィクターは六十五だ、冒険する年でもないし、もともと不ぶ精しようだから机上の探偵クラブなんぞ開かい催さいしているのだろう。彼は人をやって小箱を取り戻そうとした」

「それが、タペンス兄弟だったと」

　なるほど、とウィルは手を叩たたく。その二人は、警官たちに連れられて来た道を戻っていくところだった。

　ジョーイが振り返り、彼らに向かってにっこりと笑う。思わず手を振ってしまう子供たちだった。

「……でも、ジョーイはともかく、タペンス兄はアリアドニを仇かたきと思っていたのよ。ライバルとはいえ昔からの友人の宝を捜す為に、よくそんな人を使う気になったわね」

　マギーが憤ふん然ぜんと言う。ライバルと言えばウィルとバズのような可愛かわいらしいもの、という認識しかない彼女には、どうしても理解できなかった。

　エドは手を振ると、

「いやいや、タペンス兄弟の方からヴィクターに近づいてきたらしい。なにも知らずに頼んでしまったが、デリクが追い剝はぎにあったことをトムがヒューゴの家に電報を打って、それを執しつ事じがヴィクターに伝えたところ、飛び上がって仰ぎよう天てんしたそうだ。自分はそんなことまで頼んだ覚えはないとな。気がつけばアリアドニから譲ゆずられたカギはないし、メリッサたちは行ゆく方え不ふ明めいになるし、ようやくタペンス兄弟は全部自分に罪をなすりつけるつもりだと気づいて警察に連絡したそうだ。それで、君たちは駆け落ちではなく、誘ゆう拐かいされたのだと分かったのだよ」

「自分はなにもせず、人を動かしてすまそうなんてするから、こんなことになるのだわ」

　メリッサがしかたなさそうに首を振った。

「だからおばあさまは、ヴィクターを好きだったけれど嫌きらいだったのよ」

「自分も同じじゃねえの？」

　ウィルが揶や揄ゆすると、メリッサは彼を軽く睨にらんだ。エドも笑って孫の頭に手を置くと、

「で、結局、アリアドニのお宝は出てこずか」

「まだだよ。でも俺、なんかヤな予感がしてきた」

「ヤな予感？」

「だって、そのチャドウィックさんがもともと見つける予定だったんだろ。それを俺に押しつけたってことは、どうせロクでもないものに決まってらあ」

「ロクでもないかロクでもあるか、見つけてみなくちゃ分からないわ！　ウィル、まだ諦あきらめちゃだめよ！」

　異様に気合いが入ったマギーがウィルを励はげます。だが、当人は投げ遣やりに、

「でもなあ、アリアドニにうまく踊らされてるだけの気がするんだもんなあ。絶対宝が出てきたら腰砕くだけるって」

　やる気をなくしたウィルに、これはチャンスと、バズは慌あわてて辺あたりを見回した。なにか手がかりになるものを見つければ、一気に形勢逆転である。

　そして、バズの視界に妙みようなものが映うつった。

　洞どう窟くつの壁かべになにやら不自然な形の出っ張りがある。近寄って泥どろを落としてみると、それは直径五センチ程度の円盤だった。鮫さめの歯のレリーフが施ほどこされた円盤をおそるおそる触さわってみると、それはくるりと回転し、下から鍵かぎ穴が出てくる。

「マギー！　こっちこっち！」

　喜び勇んでバズはマギーを手招いた。頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、鍵穴を指さし、

「ほら、この鍵穴！　この中に宝が眠っているに違いない！」

「本当だわ、『鮫の牙きば』のレリーフがある！　ウィルも見て見て！」

　バズの手元を覗のぞき込んだマギーも顔を輝かせ、今一つ乗り気でないウィルの腕を引っ張ってきた。さすがにそれを見せられると、ウィルも捜し屋の血が騒ぐ。

「おっ、なんだなんだ。隠し扉とびらか？」

　ぺたぺたと岩を撫なで回すウィル。エドも興味津しん々しんに、

「これはまた、すごいところに作ったものだな。岩がん盤ばんを削けずるなんて大変だったろうに。ウィル、どうだ」

　壁を調べている孫にエドは尋たずねた。ウィルは棒ぼうきれで、扉と岩の間の溝みぞを掘りながら、

「うん、扉だ。岩にカモフラージュしてあるけど、鉄かなんかだな、こりゃ」

「そんなことより早く開けてみようよ」

「そうねっ。あ、でもカギはどこ？　タペンス兄が持ってっちゃったのかしら？　それとも、まさか船の中!?」

　大変とばかりにマギーが騒ぐ。だが、ウィルはにやにや笑って、

「カギって、これのこと？」

　ズボンのポケットから、プッチイの持っていたカギを取りだした。船が傾かたむいたとき、どさくさに紛まぎれて失敬したのだ。

「それそれ！　早く、それを──」

「マギー！」

　興こう奮ふんするマギーの言葉を遮さえぎって、ばかでかい怒ど号ごうが洞窟中に響きわたった。ぎょっとして子供たちは振り返る。

　警官隊と入れ替わりに岩盤の向こうに現れたのは、マギーの父親グレアムだった。少し遅れて、よたよたフェナット医師がついてくる。

「お父さん!?」

　反射的にマギーはウィルの背中に隠れた。人ひと質じちに取られていたのだから泣いて父親にしがみついてもよさそうだが、声からグレアムがかなり怒っているらしいと分かり、思わず逃げてしまう。

　グレアムは眉まゆを吊つり上げ、岩山をよじ登りながら、

「マギー！　人騒がせな娘め！　隠れないで出てこい、じゃないと家に入れないぞ！」

「あーん、やっぱり怒ってるう」

　マギーはおろおろした。怖こわいものなしの彼女も父親だけは別だ。

　その父親の怒いかりはマギーだけに収まらず、

「ウィル！　昨日の今日で約束を破るとはなにごとだ！　バズも一いつ緒しよになって騒ぐなと言っただろう」

「ひゃっ。ご、ごめんなさいっ」

　バズも首を縮めて謝あやまる。グレアムの雷かみなりは、ヨルカ村の子供全員にとっていちばんの恐きよう怖ふだった。ウィルはしかたなさそうに頭を搔かいた。

「いっけねえ、忘れてた」

「約束って？」

「俺、マギーに二度と会うなって言われてたんだ」

「そんな！　ひどいわ！」

「どうせ一ひと月つきぐらいで許してもらえると思うけどさあ」

　ウィルは肩をすくめた。今までにも何回か「二度と会うな」令を食らっているので、大した問題とは考えてないのだ。

　だが、マギーは頰を紅潮させて、ウィルの腕を摑つかみ、

「一月ぐらいって、その間にウィルはまたどこかへ行っちゃうじゃない！　そんなのいや！」

「いやって言われたって、俺が決めたんじゃねえもん」

　ウィルも仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返す。でも、マギーが納なつ得とくするはずもなく、

「どうしてそんな約束したの、ひどいじゃない！　ウィルはいいわよ、違うところに行けば違う友だちだっているし、新しい友だちだっていっぱい作れるし。でも、村に残されるあたしたちは、友だちを一人失うだけなんだから！」

「マギー、それはウィルんちの都つ合ごうだからしょうがないよ。ウィルがいなくたって、ぼくがいるじゃないか」

「バズは黙だまってなさいよ！」

　横から口を挟はさむバズを、マギーは一いつ喝かつする。

「バズだってそんなことばっかり言ってるくせに、ウィルがいないと全然元気ないじゃないっ。ウィル、あたしたちの気持ちなんか全然分かってくれない。あたしたちがウィルのいない間、どんなにさみしいか知らないのよっ。ヨルカ村にいるときぐらい、ずっと一緒にいたっていいじゃない！」

　涙をにじませて叫さけぶマギー。三人の子供はじっと顔を見あわせた。

　三人の心になにか一致するものが生まれた。そして、

「……行くか」

　チャリ、とウィルがカギを振る。マギーとバズが大きく頷うなずいた。

　カギを差しこみ、力いっぱい回す。ガキン、となにかが外はずれる重たい音がした。

「せえのっ」

　三人で力をこめて扉を押す。だが、かなり錆さびついているらしく、なかなか扉とびらは動かない。

「まさか、引くとか？」

「取っ手がないじゃないっ」

「スライドかも」

「手伝ってあげるわ」

　メリッサがやってきて、扉に手をかけた。そして、傍ぼう観かん者しやを決めこんでいるエドを見て、

「孫の逃とう亡ぼうに手は貸せないの？」

「ここで捕つかまえないだけ感謝してもらわないとな。その三人が同い年なら、私とグレアムも同い年だ、どっちに味方するかは自明だろう？」

　そう言ってエドは片目をつむってみせる。メリッサは笑った。

「意い地じ悪わるね、エドは。ウィル、全員のタイミングを合わせるのよ。いい？」

　メリッサの注意に、三人の子供たちは頷く。

　四人で力をこめると、扉がギギギと鈍にぶい音を上げて動きだした。

「早く！」

　子供一人通り抜けられる隙すき間まができると、ウィルたちはそこをすり抜けて中に入った。最後にバズが入ったところで、ようやくグレアムが到着する。

「こら、待て！」

　隙間から手を伸ばしたが、空を摑むきりだった。グレアムの逞たくましい体では、足一本通すことすらできない。

「そんなところに逃げ隠れしてもむだだ！　出てこないともっとひどいお仕置きをするぞ！」

「こればっかりはお父さんの言うことなんか聞かないもん！　約束を解いてくれなきゃ、家には帰らないから！」

　遠くの方からマギーの声が響いてくる。どうやら扉の中はさらに奥まで続いているようだった。グレアムは扉をこじ開けようとしたが、彼一人の力ではびくともしなかった。

「グレアム、諦あきらめた方がいいぞ。あの子たちの結束は固い。約束を解かないと、このまま家出してしまうかもしれんなあ」

　のんびりとエドが言う。グレアムは彼に食ってかかった。

「きさま、なんであの子たちを止めなかった！　あのままでは図に乗ってつけあがる一方だぞ！　子供は厳きびしくしつけろと、あれほど言っただろう！」

「でもなあ、ウィルは私から見れば孫だし。可愛かわいい孫にはつい甘い顔をしてしまうのだよ。来月になればグレアムも分かるさ」

　にやにや笑いながらエドは言う。来月、グレアムの長男夫婦に子供が生まれ、初孫ができる予定なのだ。

　腹立たしそうにグレアムはエドを突き放し、ようやくたどり着いたフェナット医師に、

「デイヴィス！　こいつを開けるのを手伝ってくれっ」

「え。ちょっと、ぼくは、体力と、腕力には、自信がなくて、息が、切れると、目眩めまいが」

　そう言っているそばからぺたんと座すわりこみ、ぜいぜい肩で息をするフェナット医師。似にた者親子である。

　グレアムは舌打ちし、それからメリッサを見たが、

「私になにか？」

　にっこりと淑しゆく女じよの笑みを見せる彼女に、まさか力仕事をしてくれとは頼めなかった。それでも躍やつ起きになって、グレアムは一人で鉄の扉に挑戦し続けるのだった。




　一方、ウィルたちは扉から続くトンネルを抜け、外に出ていた。パアッと真昼の太陽が彼らを照らす。

「うわっ、眩まぶしい」

「外に出ちゃったのお？」

「どこだ、ここ」

　目を細めながら辺あたりを見回すと、複雑に入り組んだ幽ゆう霊れい海岸の、奥深い入り江の一つのようだった。わずかな砂浜は四方向を断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに囲まれている。わずかに海に道を開いているが、角度によってはまったく閉じられているようにも見えた。

　海面は波一つなかった。おそらく荒波を阻はばむ浅瀬があり、それが船の出入りをも阻んでいるのだろう。

「船が出入りできないってことは、今のトンネルが唯ゆい一いつの通り道か。タペンス兄がチャドウィックさんのカギを持ってこなかったら、アリアドニはどうやって俺にここに来させるつもりだったんだ？」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと断崖絶壁を見上げた。ゆうに十メートルはある高さだ。まさか、あの崖がけを降りていけという腹だったのだろうか。

（いや、ありえそうだぞ。アリアドニなら言いかねない）

「ねえ、ここが最終地点？　アリアドニの真珠の園そのって、この砂浜のことなの？」

　マギーがつまらなそうに砂の上に屈かがみこんだ。白い、砂にしてはやけに大粒の砂をすくって、

「これが真珠の敷き詰められた砂浜？」

「たしかにふつうの砂には見えないけど、ビーズみたいだなあ」

「それ、真珠だよ」

　ウィルの言葉にマギーとバズが振り返った。

「真珠ってのは、ほかの宝石と違って寿じゆ命みようがあるんだ。寿命が過ぎりゃ、中身がすかすかになって、ビーズみたいになっちまうのさ」

「寿命って、どのくらいなの？」

「丁てい寧ねいに扱あつかって五十年くらいかなあ。ま、これだけ捨ててあれば、真珠の園っていうのも頷うなずけるか」

　そう言って、ウィルは真珠の砂を蹴けり上げた。ぱらぱらと、なんとも安っぽい音がする。

「ガントンコテージから出てきたアリアドニのドレスに、これと同じものがいっぱいついてたよ。その時点でもう答えは出てたんだ、真珠の園の真相はこれだってな。あのばあさんにはかなわねえよ」

　お手上げとばかりにウィルは両手を上げた。だが、バズは納なつ得とくがいかなかったようで、

「でもそれなら、この真珠の抜け殻がらはどうしてここにあるんだよ」

「ここで、遠い遠い昔、真珠が養よう殖しよくされてたんじゃ」

　突然、しわがれた声が会話に参加して、三人は驚いて飛び上がった。振り向くと、誰だれもいなかったはずの砂浜に小さな老人がちょこんと立っている。

「い、いつのまに……」

「どっから来たんだ？」

　ウィルたちが通ってきたトンネルからではないだろう。それならグレアムたちも来ているはずだ。

　老人はこの辺あたりの漁師のトレードマークになっている、ニットの帽ぼう子しをかぶっていた。目を開いているのも分からないほど顔はしわくちゃで、背中を丸めてひょこひょこと近づいてきた。

「昔、この辺の海は今よりも温かかったんじゃと。えらく頭のいい奴やつがいたんじゃろうなあ、貝を養殖して真珠を採とる方法を編みだして、それこそ山のように真珠を採ってたそうじゃ。不ふ出で来きのものはその場で捨てられ、こうして浜を覆おおってしまったんじゃよ」

「真珠って養殖できるの？」

「今はその方法は伝わっておらんよ。気候が変わって、海も冷たくなってしもうたし」

「あっ、ぼくの推理と一いつ緒しよだっ」

　ほくほく顔でバズが喜ぶ。

「三百年前の真珠の園かあ」

　ウィルは浜を見回した。どうりでトレジャーハンターたちが見向きもしないはずだ。エドが最初に意味深長に言った言葉の意味が、ようやく実感できた。

「それで、おじいちゃんはどこからここに来たの？」

「あそこじゃよ。大勢の人間が幽霊海岸に向かうのを見てのう、一足先に来て待っていたんじゃ」

　老人が指さしたのは、断崖絶壁の頂上だった。そこから浜に縄なわばしごがだらりと下がっている。バズは見上げただけで目眩めまいがした。ウィルも頭が痛そうに、

「や、やっぱりあそこから降りろって腹だったな、アリアドニめ」

「あそこから来たら、罠わなに引っかからなくてすんだわね。ちょっと勇気がいるけど」

「ぼ、ぼくはパスする……」

　子供たちのその会話を聞いた老人は、満足そうに頷いた。

「やっぱりおまえさんがた、アリアドニさまの伝説を追ってここに来たんじゃな」

「じいちゃん、アリアドニの知り合いなのか!?」

「こんな子供が来るとは思わなんだが、やれやれ、これで約束が果たせるわい。さあ、ついておいで」

　そう言って老人は崖に向かって歩きだす。三人は顔を見合わせた。




　断崖絶壁をどうにか登って、三人は近くの漁村にある老人の家に招かれた。

　家に入ると、さっそく老人は棚たなから箱を下ろし、

「さて、遺ゆい言ごんを受けとった子の名前はなんじゃね」

「ウィル。ウィル・ゴーダ」

「はてえ、そんな名前あったかいな」

　首を傾かしげながら老人が蓋ふたを取ると、中にはびっしり封筒が入っていた。一枚一枚違う宛あて名なとアリアドニのサインが書かれ、蠟ろうで封ふう印いんされてある。

　それを見て、ウィルはげんなりした。

「うええ。一体、何人分あるんだ？」

「この海岸に一番最初に来た者にだけ、渡してほしいと言われてたんじゃよ」

「結局、この手紙がアリアドニの遺産なの？」

　マギーが憮然と尋ねる。これではウィルが再三言っていた、「どうせ宝は紙かみ屑くずかなんかだ」と言っていたとおりになってしまうではないか。

　ウィルは頭を搔かきながら、

「まあ、そういうことだろうな。なにが書いてあるのかお楽しみっ、てところだけど」

「あのう、この手紙はどうしてここにあるんですか」

　バズが素そ朴ぼくな質問をする。そこへ、

「私たちは昔から、アリアドニさまとパーシヴァルさまには大変お世話になっていたのよ」

　老人の妻という老ろう婆ばが、お茶とビスケットを持って台所からやってきた。

「四十年ぐらい前かしら。パーシヴァルさまがまだ独身だったころ、あの入り江にお一人で来られてねえ。なんでもアリアドニさまと賭かけをなされたそうで」

「賭け？」

「アリアドニさまがあの入り江でなくされた真珠のネックレスを、もし見つけたら結婚を考えてもいい、そう言われたとパーシヴァルさまはおっしゃってねえ。来る日も来る日も、あの絶ぜつ壁ぺきを降りて、海に潜もぐられていたわ。そのとき、私たち夫婦がパーシヴァルさまのお世話をさせてもらったのよ」

「ネックレスって、黒真珠の？　あれは海運王が自分で作ったんじゃないの？」

　伝説と話が食い違うのに、マギーはつまらなそうに聞き返す。老婆はほほえんで、

「まあ、最後まで聞いてちょうだい。ある日、パーシヴァルさまに内ない緒しよでアリアドニさまがいらっしゃってねえ。物もの陰かげからじっとパーシヴァルさまのお姿を見ていかれて、なにも声をかけずに去っていかれたのよ。その次の日、ネックレスは見つかったの」

「つまり、アリアドニが結婚を断ことわる口実に噓うそついて、でもパーシヴァルのひたむきさに感動したから、自分でネックレスを落としていったってことだろ。ちぇーっ、やっぱり血がつながってるんだな、メリッサとおんなじことしてらあ」

　くだらなそうにウィルは言った。パーシヴァルもデリクも、わがままな女に惚ほれたばかりに苦労したということだ。

　マギーは唇くちびるを尖とがらせて、

「あら、いい話じゃない。やっぱり愛はロマンチックじゃなくちゃ」

「話はそこで終わりじゃないんじゃよ」

　老人が手紙を捜しながら、妻の話を引き継いだ。

「ネックレスは見つかったが、アリアドニさまが落としたというネックレスの真珠の数は五十、じゃが、パーシヴァルさまが渡されたものは五十一個になっていたんじゃ」

「ええーっ!?」

　子供たちは驚きの声を上げた。

「粒の形も大きさも、まったく不ふ揃ぞろいのものはなかった。わしも見せてもらったからの。新しく加わったものがどれかなんて、分からなかった。アリアドニさまがいくら問いつめても、パーシヴァルさまは笑うだけで、そのトリックを教えてはくれんかったわい。そして、二人は結婚なされたんじゃ」

「ロ、ロマンチックと言うより、怪談じみてるじゃねえか」

「あっ、ぼく鳥肌が立ってきた」

　ぞっとした面おももちで言うウィルとバズ。

「二人とも失礼ね、すてきな話じゃない。いいわあ、愛のなせる奇跡だったんだわ」

　マギーが手を組んで、うっとりと言う。バズはちょっと考え、

「ねえマギー、ぼくがそういう奇跡を起こしたら、ぼくと結婚してくれる？」

「あたしがウィルよりバズを好きになる奇跡を起こしたらね」

　顔つきは陶とう然ぜんとしたまま、きつい返事をするマギー。がっくりとうなだれるバズだった。

「この手紙は四年前、アリアドニさまに、『私の伝説を聞いてこの入り江を訪れる者がいたら渡してほしい』と頼まれたものなのよ」

「それからアリアドニさまが亡なくなられるまで、増えたり、入れ替えたりしておったんじゃが……ないのう、ウィル・ゴーダ……トリック・ゴーダ宛あてならあるんじゃが」

「親おや父じ宛て!?」

　父親の名を聞いた途と端たん、ウィルは血けつ相そうを変えて、老人の手から手紙を引ったくった。

　表にはたしかに、「トリック・ゴーダ宛」と書かれてある。父親の名前ぐらいウィルにだって読めた。

「じいちゃん、これ開けていい!?　親父に宛てた手紙、アリアドニは俺にこいつを見せたかったんだ、絶対そうだ！」

「ウィル……」

　ウィルのいつにない興こう奮ふんした様よう子すに、マギーが心配そうに呟つぶやく。

　予感はあった。洞どう窟くつの中でシノン文明の罠わなを見つけたときから。アリアドニがシノン文明に関係することを知っているのではないかと。

　すなわち、トリック・ゴーダが蒸じよう発はつした原因を知っているのではないかと。

　ウィルの剣幕に、老人は目を白黒させながら、

「まあ、ほかにないなら……」

「ありがとっ」

　老人が言い終わる前にウィルは封を切っていた。気が急せいて、なかなか中身が取りだせない。

　中には一枚の便びん箋せんが入っているきりだった。開く。食い入るようにウィルは紙面を見た。

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。緊きん張ちようした空気に堪たえきれず、マギーがおそるおそる、

「……なにが書いてあるの？」

「読めないとか？」

　突っ込みを入れるバズの足を、マギーが思いっきり踏む。

「あいたたた。ぼ、ぼくは別にふざけて言ったわけじゃあ」

　涙をにじませて足を押さえるバズは無視して、マギーはますます不安になりながら、

「読めないなら、あたし、読んであげるけど……」

「…………」

　ウィルは無言でマギーに便箋を渡した。見るとたった一行、なにかが書いてある。だが、これもマギーの知らない文字だった。

　バズが覗のぞきこんで、

「これは、シノン語？」

「『亡ぼう霊れい憑つき』」

　ウィルは吐はき捨てるように言った。その鋭い口調に、ぎくりとバズとマギーが顔を強こわばらせる。だが、ウィルはすぐにいつもの調子に戻って、憮ぶ然ぜんと、

「親父は亡霊憑きなんだと。ちぇーっ、結局俺は、親父の代かわりに奔ほん走そうさせられたってわけか。まあ四年前までは、ガントンコテージに呼ばれる可能性が高かったのは親父だもんな」

「ウ、ウィル」

「あーあ、まったくしょうもねえお宝だぜ。なにも遺ゆい言ごんで罵ののしらなくたっていいじゃねえか」

「ウィルう……がっかりしないでね」

　どちらかというと、マギーの方ががっかりして慰なぐさめた。ウィルは笑って、

「がっかりなんかしてねえよ。アリアドニが俺になにを教えてくれようとしたか、やっと分かったんだ。親父を捜すいい手がかりだぜ。アリアドニには感謝しなくちゃ。

　はい、これで宝捜しは終了ーっ。それより、どうする？」

「なにを？」

「グレアムのこと」

「あっ！　すっかり忘れてた！」

　さあっと青ざめるマギー。遺産が見つかってしまえば、彼らの大たい義ぎ名めい分ぶんはなくなり、途と方ほうに暮れるだけだ。

　きょとんとしている老夫婦を放ったらかしにして、子供たちは頭を突きあわせると、

「このまま帰ったら、納な屋やに三日間閉じこめられるぜ」
















「それより、ウィルと会えないのはいやっ」

「……いっそのこと、このままウィルのお父さんを捜しにいくっていうのは？」

　ぼそっとバズが呟つぶやき、ウィルとマギーは顔を見あわせた。

「……そっちの方がグレアムの雷かみなりよりマシかもしれない」

「ウィルと一いつ緒しよに旅に出るのね！　すっごく楽しそう！」

「ぼ、ぼくも一緒だってば！」

　喜き色しよく満まん面めんでウィルに抱きつくマギーに、バズが半べそをかいて主張した。




　といっても、本当に子供たちだけで旅に出るわけにもいかないので、彼らは「約束無効」シュプレヒコール作戦に出ることにした。

　ようやく真珠の浜に現れたグレアムに、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上から「約束無効ーっ」と叫さけび続けたのである。グレアムは一時間も鉄の扉とびらと格闘してへとへとになっており、フェナット医師の「まあ今回は……」という説得もあって、しぶしぶ折れることにした。

　三人にまた、いつもの日常が戻ってきた。

　そして。




「ああーっ！　私のクミンのヴィーナスがあっ！」

　二ふた月つきかけて、あとわずかというところまで修復した女神像が、「突風で」倒れてしまい、ばらばらになった石像を前にエドは真っ白になっていた。

　三人の子供たちには完全なアリバイがあり、犯人が謎なぞのまま、事件は闇やみに葬ほうむられたのである。







　ことの終わり







「いらっしゃいませ、チャドウィックさま」

　いつものようにヒューゴのレストラン、バジル・ゴジルでは、メートルドテルのヘンリーがヴィクターを出で迎むかえた。彼は帽ぼう子しをヘンリーに渡しながら、

「やあ、ヘンリー。今週はさんざんな目にあったよ。もうみんなからいろいろ吹ふい聴ちようされたんじゃないかね」

「噂うわさは誇こ張ちようされるものでございます」

　まじめを絵に描いたように、ヘンリーは答える。ヴィクターは苦笑した。

「それにしても参まいったよ。危あやうく誘ゆう拐かい犯の頭かしらにまつりあげられるところだった。私がアリアドニの孫を誘拐しただなんて、洒落しやれにしかならん」

「チャドウィックさまはよほどアリアドニさまとご縁があられるようで」

「最後の最後まで、私のやり方にケチをつけていったようだ。不ぶ精しようしないで自分の足を使えとな」

　憮ぶ然ぜんとヴィクターは言う。それから、少しためらいがちに、

「……ヘンリー、君はアリアドニの伝説を知っているかい」

「耳にはしております」

「私は以前からアリアドニに、あれを見つけてみろと挑ちよう戦せんされていたんだ。彼女が死んで、ようやくやる気になったというのに、横から子供にかっさらわれた。まさか私のほかにも挑戦させてたとは思わなかったよ」

「エドウィン・ゴーダさまのお孫さまでしょう」

「知っていたのかい」

　ヴィクターは目を円まるくして、それから「やれやれ」と頭を振った。友人たちの情報網の広さといったら、驚かされるばかりだ。

「その子供から、昨日手紙が送られてきたんだ。真珠の園そのの伝説は過去の夢だったとな。あったのはアリアドニからの手紙で、それが本当の遺産だったそうだ」

「手紙でございますか」

「ああ。手紙は何人分かあったそうで、私宛あてのもあったんだよ。それを同封してくれたんだ。本当なら私に渡るはずのない手紙だったんだがな、アリアドニにいいように翻ほん弄ろうされた復ふく讐しゆうだって、送ってくれたんだよ」

　そう言いながら、ヴィクターはアリアドニからの手紙を思いだしていた。

　おめでとう──手紙はそんな言葉から始まっていた。




「おめでとう、ヴィクター。ようやくあなた自身の足で私を見つけてくれたのね。私があなたをどれくらい待っていたか分かる？

　若いころのあなたはとても素す敵てきな人だったわ。ハンサムだし、話は上じよう手ずだし、ロマンチックだし。ダンスもうまかったわね。でも、自分から行動しない態度が嫌きらいだったわ。家に閉じこもって空想を巡めぐらすのはいいけど、それを叶かなえようとしないなんて、私には信じられない。今もそう。だから私はパーシヴァルの求婚を受けたのよ。分かって？　彼は現実的で、およそロマンチックとはほど遠かったけど、でも、行動的だったわ。私を一心に愛してくれた。

　あなたが独身を通したわけは聞かないけど、でも、私たち、これでようやく親友になれると思うの。私の家に遊びにきてちょうだい、昔のことは笑って水に流しましょう」




　あれは、自分を試す為ための挑戦だったのだ。もっと早く気がつけば──ヴィクターはそう悔くやんだ。

　だが。

（どうせ自分で捜しにいくはずはなかったのだ。人任まかせに手紙を手に入れても、アリアドニに会わす顔などなかった）

（私は愚おろかだな）

　そっとため息をつくヴィクターを、ヘンリーは黙だまって見ていたが、会食の時間が迫せまってきたので、

「チャドウィックさま、そろそろお席の方へ」

「ん？　ああ、そうだな。今月も私が餌え食じきになるかと思うと、胃が重くなってくるよ。楽しみはデザートのティローフぐらいだ」

「それでは食前酒は軽めのものを用意いたしましょう。どうぞ、今こ宵よいも当店のスペシャルメニュウをご堪たん能のうくださいませ」







　あとがき







　八月某日夕方、締め切り二日前。富士見書房に電話。

「こんにちわー、山田さんっ」

「お世話になってまーす。どうですかあ、調子は」

「あと三時間くらいで書き終わるんですけどお」

「ほらほらっ。やっぱり小林さんはやると思ってましたよ。ちゃんと盆前に終わったじゃないですか」

「それででしてね、私、明日の朝早く、法事で田舎いなかへ行っちゃうんですけどお」

「…………」

「どうします？　盆が明けてからお届けします？」

「そ、それは、ちょっと」

「じゃあ、私のコンピューターとつなげたばかりの電話線で送りましょうか！　まだメールソフトの設定してないんですけど！　ついでにプロバイダーと契けい約やくしたのは一昨日おとといです！　おお、ハイテクう！（変な睡眠の取り方をしていたので、ナチュラルハイ）」

「ロウテクにしましょう。宅配便で送ってください」

　山田さん、冷たい……

　というわけで夜中の二時、私はコンビニから原稿を送ったのでした。疲つかれる夏だった。




「必殺お捜し人２　真珠の聖域」は平成八年七月から八月半ばにかけて書いたものです。この夏は今まででいちばん忙いそがしかったような気がします。手紙をくれた方に暑中見舞いを出す暇ひまもなかったほどです。ごめんなさい。

　このシリーズはいろいろ可愛かわいくて好きなのですが、なんといっても特筆すべきところは、名付けが簡単という点でしょう。名前に工く夫ふうが要いらない、というか、工夫したら雰ふん囲い気きがぶち壊こわしになってしまうのです。だから、「トム」とか「ヘンリー」とか単純な名前が平気で付けられるので、楽といったらありゃしません。出典はクリスティから海外ドラマまで、なんでもござれです。まあ、ヘンリーの出典が分かった人はかなりの乱読家と思いますが（この話のオープニングはその本へのオマージュです）。

　今回のタイトルを考えたのは担当です。私は「アリアドニの挑戦」にしたかったのに。

　でも「真珠の聖域」で快かい諾だくした理由は、「聖域」という言葉がついていたから、それだけなのでした。

　なぜ、「聖域」だと快諾するかって？　それは、もう、笑いの壺つぼに入ってしまったからなのだけど、これが分かるのは日本中で十人しかいないのがひどく残念です。聖域であいつらはなにしてたんだ……という話なんですけど。

　この話のネタが知りたい人は、私のホームページを見にきてください。どこに開設しているかは担当がうるさいのでここでは書きませんが、手紙では教えますね（実はリムネットにいるの。でも、あそこはネットが広大なんだよなー）。

　子供三人組に加えて、保護者三人組が登場。果たして彼らは重要人物になれるのか？　お気に入りはバズの父親なんですけど、でも、ウィルの愛らしさにはかなわないでしょう（見れば見るほど小さいバトリーだ……友人はマギーを摑つかまえて小カリルとか言うし）。

　それでは、次の巻で。




　平成八年十月二十二日


小林めぐみ












必殺 お捜し人 ２




真しん珠じゆの聖せい域いき








小こ林ばやしめぐみ
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